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昭和４５年度漁況海況予報事業報告書

東京都水産試験場

1．調査の実施状況

（１）実施機関および担当者名

実施機関一東京都水産試験場

担当者同大島分場

場長松本太郎

分場長塩屋照雄

１６海況。漁況草苅正

中川政男

折内智

2．プランクトン。卵稚仔仲村正二郎

岩田光正

a.／海上調査瀧補紀光

青沼勇；,

佐１１２１ｆ惣吉

／笹本光敏

阿部登

；田中道博

同ノ八大分場

(2)沖合定線調査

イ実施調査船

ｏ船名あず室船長

やしお０〃〃

拓南０〃〃

調査船要目

乗組員１８名

〃 ７名

藤浦紀光

菊地寅好

石井義道 ８名〃

６oｆ

－１

船名 あず ま やし方 拓南

トン 数 ６２．５２トン １５．７８トン １２５２トン

磯関の種類 デイゼル（阪神） デイゼル（ヤンマー） デイゼル（ヤンマー）

再力 ２５０ＰＳ ９０ＰＳ １６０ＰＳ
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ロ観測定線概要図

４月，２月大島～鳥島間１０側,点

１０月大島～ベヨネーズ間８測点

ハ調査項目

Ａ全測点において通常観測

海象水温。塩素量，透明度，水色．波浪，うねり

気象風`向，風力，雲量．天気，気温が気圧

生物鐙Ｂ網（０←１５０ｍ垂直曳採集）

⑨Ａ網表層水平５分曳倉。

特異現象魚探Mfiに主る魚群分布。

潮目の目視観測｡；
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速力 8.0ノット ス5ノット 8.0ノット

測深磯 Ｔ・Ｓ ● Ｏ型

ＴＳＫ製２５馬力

ワイヤー１，０００ｍ

手動式

ワイヤー５００噸

抽圧式

5馬力

ワイヤー５００ｍ

音響測深溌

O
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０ 産研二ユースーペーグ

ラフＣ

２８ＫＣ

１ ,

o記録レンジ

筏

鶴

５００型

０～１５０ｍ

１００～２５０ｍ

２００～５３０７)Z

０～５２０ｍ

４００～９２０ｍ

８００～1,520ｍ

o記録紙乾式

o産研ニニーースーパーグラ

う回２．０００型

２８ＫＯ

o記録レンジ

筏 ０～１５０，０
､｡

鶴

１００ 戸－，̄ ５０ｍ

２００～５５０ｎｏ

0～８００ｍ

６００～１，４００，Ｚ

1,200～2,000ｍ，

o言E録紙湿式

on雪研記録､央像併用式

ＴＬ１６型

２ａ７５．２００ＫＯ

o言E録レンジ

樹
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鶴
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(2)０～８００加
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o記録紙湿式

Q

●０

その 他 レーダ鬼一

(古野電気１，５００型）

ロラン（東海電気）

ＢＴ（観見精磯）

レーダ薗一

(古野電気ＦＲ－１５型）
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ＧＥＫ（理研）
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Ｂ観測層

０．１０．２０．５０．５０．７５．１００

１５０．２００．５００．４００．５００．

６００．ｍ（計１５層）

5５

ロ
ｺマニロ

5４

5５

３２

５１

５０実施概要 1４０1５９

月Ｗ寮〈安又｜宍ﾑﾉulJ宗(賀，qク 司不堅屋

ココ〃

－３－

調査年月日 ﾉ船名 側点数 実施点数 欠狽|鵬帛i数： 調査員名 傭 ●

￣■ 考;（

４５．４．１～４ あずま １０ １０ ０ 青沼舅 ●。■●●

４５．１１．２～５ 〃 ８ ７ １ 青沼勇 荒天により０３宮欠損リ
●

４４．２．１１～１５

２２～２５

やし狩

拓南

１０

４

４

２

青沼舅

阿部登

あず左上架中のため，やしお

拓南にて実施。



⑤地先定線調査

イ実施調査船

(2)のイに同じ

ロ観測定線概導図

（簿測点１９側

点）

ハ調査項目

Ａ全測点において

通常観測

②のハに同じ

Ｂ観測層

０．１０．－２０５０

５０．７５．１００

１５０．２００．

５００．４００．ｍ

（計１１/層）

５５°Ｎ

８
3Ｆ、ｏｒＰ６

;T層

］

5４

１４OoE1５９

実施概要

｡点数|欠測点議

６へ-１８

告1否この分由
］

L｣

ニヘーＩＣ

』．□

ｄへ９

４５－１０－７へザ９ ？）プチ西

－４－

調査年月日 船名 剛点数 実施点数 欠測鳶(数 調査員名 備考

４５ｺ４．１６～１８ あずま １９ 1９ ０ 佐野

4'５．５．６～１１ 〃 １９ １９ ０
佐野
青沼

４５．６．７～９ 〃 １９ １９ ０ 佐野

４５．Z１０～１５

〃１４～１６

やしお

拓南

１９

１５

６

０

石ⅡＩ

田中

や あず寅'|､笠原調査のため

しお，拓南にて実施

、 や

４５．８．８～1５

〃 ８～９

やし狩

拓南

１９

１５

６

０

笹本

田中

〃

卜

４５．９L１１～１５ あずま １９ １９ ０ 青沼

４５．１０．７～， 〃 １９ １８ １ Fｂ 川 荒天のためＴ１８を欠測
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(4)予報資料収集方法

イ加入電信（テレックス）

なし

ロその他の資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料。

指導絹Ⅱあずさロおよび薊やし変‘による調査資料

大島波浮港魚市場水場資料

市場および一般漁船に対する露込み調査

島しょ各漁業協同組合との電話連絡，および聞込み調査

他県水試発行の漁海況j寵報

冊漁獲魚の魚体調査結果．

(5)予報の発表

イ漁海況速報． Q■

ＡＥＩ２２１６．２５．５０１偶回６５召Ｕ

Z円

2１６－，６．６Ⅲ

．巳 Ⅱ

］目１－８

￣５－

患
あず主

,〃

１９

１９

１９

1９

０

０

佐野

青沼

〃

やしお

1９

１９

１９

４

0

１５

lZE野
青沼

青沼 あずま｣ｺﾞ架のため，やしｊ自国で実施

〃 １９ ７ １ ワ
▲－

立島

笹本
〃



２月５．１２．１２２６

５月５．１２．１２２６

サパレカジキ､マ

サパ，カジキ，卜

〃
〃

計

その他の予報の公表方法

大島分場だよりに各種調査結果ならびに予報の掲載，発行。

大島漁篝用無線局より漁海況調査結果の無擦放送。

新聞等への投稿による公表。

ロ

2．調査研究結果

（１）海洋状態の推移と特徴

海洋状態の推移

黒潮流路は４５年１月下旬，遠州雛沖に発生した冷水塊のため，御蔵島近海から八丈島

～青ヶ島海域に移動し、引き続き５月末室で后|海域を流去して(ハだ。しかし，６月に入ると

冷水塊の衰退に伴ない黒潮は再び御蔵島近海に才で北偏し，豆南海域でほほＮ通常流軸位置

に復した。その後．この流去状態はぽぼ４４年５月注で持続した。

このため．豆南海域のＡ～５月水温は各層とも平年を２～ろ℃下回る低温が続き・表層で

１５～１８℃台，１０Ｍz層で１ヨー１６℃台の水帯か分布した。支允，４月観測では沿岸

｜生冷水舌の張り出しが新島近海に詣でみられたが．５月観測でもFll島線に沿い，三宅島～御

蔵島に達していた。

６月には黒潮の接岸に伴ない，御蔵島海域において５月に比べ各層とも約４℃の昇温がみ

られ，表層で２５℃’１００，層で１８℃に達し，平年並に回復した。一方，大島～新島の

北部海域では全く昇温がみられず，５０，層で１５～１６℃，１００，層で１５～１４℃の

水帯が分布し，平生寄る～４℃下回り，この傾向は７月叢で持続した。

しかし，８月の大島～新島の北部海域水温は．表層が７月に比べろ～５℃昇温し，２５～

２６℃，５０，層で４～６℃昇温し１９～２２℃の水帯が分布し，豆南全域か鳳旨平年並と

なり．冬期以来持続した低温傾向は全く消滅した。雀たｂ水色も全般的に良くなり，透明度

も南部海域では５０～４０ｍに達した。

－６－



９月以降，表層水温は除台に|窪温したが，深層部は低Ｍ１月さて昇温が続き．１２月以

降から降温に向った。

１月，黒潮は遠州灘に一時的に発生した小冷水域を迂回し’八丈島近海よ；り列島線上を北

上して大島近海にまで達したため．水温は平年子１～２℃上回った。２月にはこの小冷水域

も消滅し，黒潮は御蔵島近海を流去し゜水温は妊凶平年並で，５月には北部海域で１～２℃

の昇温がみられたが概ね同様な水温分布を示した。
＿〆

待，徴…...…篦以上の海邇洋伏熊CD推移から．本年の特徴的なものとして次のことが挙げられ

る。

ｏ春期：遠州灘沖において冷水塊が引き続き存続し，黒潮は八丈島以南に離岸していたた

め，豆南海域は低温水帯に覆われていたｄ

ｏ夏期：６月には冷水塊の消滅により黒潮は御蔵島海域に北上し，南部海hiiiの水温は平年

並に回復したか，北部海域の深層認においては･依然低温水帯が分布していた。

ｏ秋～冬期：黒潮は御蔵島～八文島海域を流去し．比較蝕寮定した状態で推移し，水温は催

貨平年並であった。

ｏ冬～春期：１月上旬に遠州灘沖の'１，冷水塊発生のため`，黒潮は八丈島近海から野島沖に北

上していたか，２月上旬にはほとんど消滅して．黒潮は御蔵島近海を.東進し，こ

の状態が５月さて続き安定した海況であった。しかし．下層には若干の低温水も

みられた。

イ沖合定線調査

◎４月上旬観測

黒潮は遠州灘沖冷水塊を迂回後，青ヶ島近海をＮ画に流去し，この海域では発.唇水温

か１９℃台尚え，５００ｍ層寄で１８℃台の水帯が分布し，約２ｋｔの図流が認めら

れた．なお．八丈島南方１０浬附近には東西に延びる顕著な潮境が存在した。
｡／￣ｆ

鳥島～大鳥間の表層水温は，青ヶ島E】２浬附近で１９Ｌ２Ｃが観測された庇かは鳥島か

ら八丈島Ｓ１０浬篭で１８．４～１８．６℃帝示し，御蔵島～三宅島で１６～１７℃台，大

島近海では依然１４℃の低水温が分布した。

１００，２層は鳥島～青ヶ島海域で１８℃，八丈島近海で１６℃，大島近海で１５℃の

水帯が分布し、三宅島以北では引き続き低水温が残存した。

◎１１月上司観測

・黒潮は御蔵島～八丈島間をｎＮＥに流去し．流速は約１ｋｔと弱く、一方・他の海域

－７－



では全般に弱い西向流がみられたが．特に強い海流は認められ左かつた。

表,層Zk温(｡〔大島～三宅島間が２１℃台，御蔵島～八丈島Ｉ調が２５℃台か八丈島～青ヶ

島閲で２２℃台の水帯が分布した。

１００，層は大島近海の１９℃台を除き，全域２１～２５℃台琴示したｂ２００ｍ層

では大島～御蔵島間が１５～１４℃台，御蔵島以南ベヨネーズさで１７～２０℃で，八

丈鳥近海が２０℃台で最も高温を示した。

◎２月中下旬観測

黒潮は三宅島～御蔵島近海を流去し，この海域では２５～５０ｋｔの東向流が認めら

れた。zk温は大島～新島の表層’５０，層が１４～１５℃台,１００，層が１５～１４

℃台，２００，層が１１～１２℃台で御蔵島以南では各層とい８～１９℃台の水帯が

分布した。

ロ地先憲線調査

◎４月中旬観測

黒潮は遠州灘沖冷水塊考迂回したfi：’八丈島近海で向き多ＮＥに変え房総沖に遠し，

水温は各層とも平年を１～２℃下回った。主だ，三宅島，八丈島，青ヶ島の沿岸域では
Ｌ

１６日頃より大型クラゲの大発生7:tらびにzk色不良が目立った。

水温分布は各,層とも伊豆半島～大島間海域から新島方向に低温水帯が張り出す傾向を

みせ，表層は大島～新島間で１５℃，三宅島～御蔵島近海で１８℃･さた，１００ｍ層

では大島～新島近海で１５～１４℃，三宅島～御蔵島近海で１６～１８℃の水帯が分布

した。

◎５月上旬鰯測

黒潮は八丈晨西側に引き続き停滞した冷水塊を迂回し，青ヶ島近海参通過後列島線東

沖合を北上していた。このため，伊豆諸島近海は引き続き低水温が持続Ｕ,各層とも平

隼を２～５℃下回った。

水偏分布は各層とも大島近海から列島綿に沿い低温水帯が張り出す傾向を示し,大島

～新島近海の表層が１７℃、５０７'0層が１５℃・三宅島～御蔵島近海の表層が１８℃、

５０，層か１６℃であった。１００，層は各島とも．翻蚕１４℃の蔭水温におおわれて

いた。

◎６月上司観測

伊豆諸島近海を覆っていた遠州灘沖冷水塊は今月に入り大巾に縮少し，黒潮は八丈島

～御蔵島海域に接近した。このため，御蔵島近海はＥ～巴ＮＥ／５．０～5.5ｋｔの強流
－８－



が観測された他，簔層水温が２５～２４℃‘５０，層が２０～２２℃，１Ｍk,0層が

１８～２０℃と前月に比べ各層とも約４℃の昇温かみられずほぼ平年並に回復した。し

かし，北部の大島～新島海域では表層が１８～１９℃で約２℃昇温したが６５０，層は

１５～１６Ｃ８１００７"層は１５～１４℃で両層ともほとんど昇温かみられず，引き続

き低温が持続した。

◎７月中旬観測曰

黒潮は御蔵島近海をＮ、～ＮＮＥに流去し，この海域ではかなり速いＮ辺が認められ

た。大島～新島の表層水温は１９～２１℃で前月エリ１～２℃昇温したがｂなお，平年

を２～５℃下り，さた，５０加層では１５～１７℃、１００７７０層では１５～１５℃で全

く昇温がみられず平年より２～５℃低目であった。

一方．黒潮が流去して'へる三宅鳥～御蔵島海域は襄層水温》Z５℃台b５０加層２２℃

(《－台６１００ｍ層１８～２０℃で．各層とも平年存１～２℃上回る高温水帯が分布した。

◎津８月上旬観測

一黒潮に引き続き御蔵島近海番流去し，この海域では約５ｋｔの速い東向流かみられた。

さた，水色が全般散に良く慮り，特に南部海域では透明度５０～４０ＷLに達した。

表層Zk温は２５～２７℃で前月調査に比し大島，新島近海で５～５℃ヴ三宅島，御蔵

停亨i近海で約２℃昇温かみられ、全域平年並に回復した。～

ずだ，大島～新島海域の５０，層は４～５℃昇温してＷ～２２℃，１００ｍ層は約

２℃昇温し１５～１６℃で今冬期以来持続した低温水域は全く消滅した０

．－９月中旬観測～

黒潮は御蔵島近海帝東方に流去し．この海域iでは約２．５～5.0ｋｔの、／ｓ流がみら

れたが．北部の大島～議島海域では弱いＷ流が認められた。

塞擢水温は２４～２５℃で前月より約２℃降温したが，５０ｍ層の大島～御蔵島海域
では２０～２２℃台の水帯か分布し，神津島～新島海域で約２℃の昇温がみられた。こ

れら各層水温はぽぜ平年並であった。

◎１０月上旬観測へ

黒潮は御蔵島近海奇東方に流去し，新島以南の海域は全般にＮＥ～Ｅ流が強く，特に

三宅島～御蔵島間は２．５～5.0ｋｔの速い亜流かみられた。

'へ水温は大島近海の表層が２２℃台，５０，層か１８～２０℃台で，ともに前より約２

℃降温したが新島～三宅島海域では表層が２５～２６℃，５０，層が２１～２２℃でぼ

く～ぼ前月同様であった。
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＃た，１００，層は大島近海で約１～２℃降温したのを除き．全般に２～４℃昇温し

，各層とも大島近海で平年を若=F下回ったが，他の海;域では低ｘ平年並であった。

◎１１月上中旬観測

黒潮は引き続き御蔵島近海を東方に流去し，この海域では2.0～5.0ｋｔの回流が，

主た大島～新島間海域にも１．５～2.0ｋｔの四～Ｎ辺流がみられた。

水温分布は各層ともほｘ平年並で，表層水侵は大島～新島近海が２１℃台．三宅島～

御蔵島海域が２２℃台でｂ前月より全域２～５℃降温した。

、５０，層は大島東方海域に１８℃の水帯が分布し７１こが，おおｔｍ２１～２２℃台であっ

７ＺｏｌＯＯｍ層は大島～新島海域が１６～１９℃台．新島～御蔵島海域が２０～２２℃

台で，御蔵島近海を除き前月より２～５℃昇温した。

◎１２月車旬観測

黒潮は三i宅島～御蔵島海域存流去し，この海域ではＥＮＥに２．５～5.0ｋｔの海流が

みられた。大島～新島近海ＣＤ水温は表層，５０ｍ層か１８～２０℃台,１０Ｍ､層が

１５～１６℃台，主走，三宅島～御蔵島海域では表層，５０，層が２１～２２℃，１００

，層が１９～２２℃台であった。なお，各層とも前月に比べ１～２℃の降温がみられた。

◎４４年１月上中旬観測

黒潮は年初遠州灘沖に発生した,｣､冷水域を迂回後，八丈島近海から列島線上を北上し

大島近海においてＮＥに進路を向け房総沖に達していた。海流は新黒瀬，御蔵島海域で

ＮＮｎ／2.0～ａ５ｋｔ･三宅島～野島崎沖にかけＮＢ／2.0～5.0ｋｔであった。

水温は各層（０．５０．１００，層）とも御蔵島～野島崎海域で１８～１９℃，新島

～神津島近海で１７１０，.大島～伊豆半島で１５～１６℃の水帯か分布した。なお，前月

に比べ腰島崎沖の１００，層で:約２℃昇温したのを除き，全般に２～４℃降温したが,

各層とも平矩』Ｍ）１～２℃高目であった．

'◎２月中旬観測

黒潮は御蔵島近海亭東方に流去し，この海域ではNjZに２．５～5.0ｋｔの速い海流が

みられた。表層．５Ｍz層の水温は大島～新島近海が約１４～１５℃，三宅島～御蔵島

近海が１６～１９℃で，前月より１～２℃降温したが侭瞥平年並であった。

◎５月中司観測

黒潮は三宅島～御蔵島近;海をＮＥに流去し.この海域ではＮＥ／2.5ｋｔの速い海流

がみられ，水温は表層から１００恥層支で１７℃台を示した。

水温分布は各層（０．５０．１００，０）とも伊豆半島から利島～新島に向け張り出す

－１０．－



沿岸Ｉ性低温水溌順次外洋性の高温水帯がと旅〈傾向をみせた。

表層，５０，層水温は大島～新島間海域で１５～１６℃台，新島～三宅島海域で１７

～１８℃であった．１００ザル層は新島以北で１４～１５℃台，以南で１６～１７℃台で

各層とも雁旨前月並で平年より１～２℃高目であった。

ハプランクトン出現状況

ｊ中合左らびに地失定線調査にお葺いて緯Ｂネットにより採集した２１９測点のブランクト

ツ出現状況は，､別表に示すとおりである。

出窺状況の表示には下記に基づく「ＣＲ法」を用いた。

７０拓く～；（ＣＣＣ）４５始～≦７Ｗ６：（ｃｃ）５０妬く～≦４５妬；ＩＣ）

１５錫く～≦５０船；㈹８拓く～≦１５錫；(r）２鰯＜～≦８９６；（ｒｒ）

２妬≧～；（ｒｒｒ）

◎沖合定繍調査

４月

全測点において脚類が卓越して出頭し，八丈島以南海域で皮ノウ類がやや冬くみら

ｵした。

１１月

脚類の出現は全測点で卓越し，採集量の６０～７０妬を占めた。次いで失虫類が多

く１０～２０妬の出現がみられた。

２月

脚類は全測点で卓越した出溺をみせた。矢虫類，腔腸動物か八丈島以南海域でやや

多く出頚した。

◎地先定線調査

出現状況は従来と同様の傾向かみられび脚類は全延測点１９５測点の８５弱に当る

１６８測点で（ｃｃ）以上,（Ｃ）を含めると９５妬に相当する１８５測点で出現し，

また８５儲に当る１６１測点では他の類に卓越して出弱した。

矢虫類がい以上出現した測点は１６妬に相当する引測点であり．昨年度同様脚類に

次いで多くみられたが，出頚量は昨年度を下廻った。皮ノウ類は冬～春季にかけ多く出

現し，(+)以上は７妬に相当する１５測点であり，このうち（ＣＣＣ）２測点を含め６測

点か(O)以上である。その他夜光虫は４～７月に多量の出現をみたが．秋季～冬季には全

くみられず，年間に方ける㈹以上の出現は９妬に当る１８測点であり，６ち９測点が０

以上である。また．オキアミ類は４月に比較的多く出現し膣腸動物は４～６月および
－１１－



１２月に暴くみられた．左お゜各測点の犀間平均湿重量，沈し糞量は０．川ｿ／汗/、０．６

７ｃｃ／?γiLeあった。
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⑬ネット卵稚仔出瀬状況

Ｏ魚類卵稚仔

Ａ魚卵

調査側点延２５５測点中１６５Ｕ１ＩＩ点において２．１９２粒，稚魚は１４９測点にお曇い

て６０２尾が出銅した。こｵしをWFfE塵と比べると魚卵は約１，０００粒少なく，稚魚は

約１８０尾墓い。

魚卵の出i現は４～８月おJ員び２～３月に夢〈夏～秋に少ない。これらの魚卵のうち

サバ卵（サバ型ﾘ蹄含む）は７２妬にあたる７０６粒が出現した。出頚海域は八丈島

｝い瓜(北海域の檀図全般にわたっているが，特に三宅島～新島海域で多数出頚した。カノビ

クチイワシ卵は９６粒で出親時期は７～８月，そのうち９１妬（８７粒）が８月に出

窮した。その他の明らか左魚卵はキヱウリエソ卵が１１月を縦いて簡年にわた!)９１

粒レハダカイワン卵５粒ｂエソ類卵５粒ｄチヨウセンバカマ卵３粒.、無.足類卵２粒で

あった。

避魚類稚魚

稚魚の出現にと蔓期にやや零'ハ|頃嗣誇示したが，これらのらち明らか左Ｍ〕はマイワ

シ，カタクチイ`ワン'・ネズミギス，ワニトカゲギス，エ>/類，ハダカイワシ，ウミヘ

ピ，サンマ，サギフエ，ナガニメタチモドキ。シイラ，サバ，アソ類:、イポダイ，ム

ツ，チヨウセンパカマ，メジナ，キス，ワニギ蕊，ネズツポ類，カサゴ類．カジキ類

、ウシノンタの２５８尾で，末査定不lJHi魚か５６４尾出瀞した。これら(､稚魚中．ハダ

カイワシが巌も多く出現し，７～１１月および２月に７５尾，サバは４．５月に新島周

辺海域を中心として６５亀か出頚した。この他カタクチイワシは４～１１月おjEび２

月に２８鰻，エソ類は８，１１月に２４尾，サンマが２月に，亀，ワニギスが８，９

尼に５尾，ネズミギスが１０．１１月に５尾ｂアソ類がＺ９月に５尾。キスが１０

項に５鴎，ムツが１，２月に各１露，その他は全て１尾であった。

Ｃイカ類卵稚仔およびエビ幼生等

イカ卵は４．５．７．８．２．５月に８８粒が出親心だが，特に４．２月に多く出

霧したα稚仔は６．１０．５月を除く周年にわたって５６尾か出現した。アリマおよ

びフイロゾマともに８月～Ⅲ月間に出現した。

（題ネソト卵稚仔出調状況Ｌ

Ａ魚類卵

調査測点延２２３測点中２０１４側点において昨年産より約１，２００粒多い６４，４４８

－１３－
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粒が出現し，その出現量は春および夏季で特に５～８月に多く，秋～冬に少なかった。

これらのうち魚種の明らか詮ものについては次のとおりである。

ｏサバ卵（サバ剥卵を含む）

４～７月および２～５月に２９８２６粒出現したが，このうち７１妬に当る２１，１

．５９粒が５月に出窮した。さた，魚卵中サバ卵の占める害!}合は４月８０妬，５月９８

妬であり，春季における魚卵の多量出頚は調査海域におけるサバ卵の出頚によるもの

である。

出現海域は三宅島Ｎ近海が最も多く，大島～三宅島鈍びその東側海域，新島周辺

で多量に出現したが，三宅島以南海域ではごく僅かであり，畿州近海でも１６１粒と

少症い。：

０カタクチイワシ卵

５月，７月，８月に２．９０４粒出銅したが，５月は１粒だけである。これらの分布

は７月は房総沖を中心とし，８月は利島Ｗ～伊豆半島海域に集中してみられた。

ｏハダカイワシ卵

７月，８月，１０～２月に６５粒が出現したか，１月，８月かやＬ多くみられた。

新島以北海域l/て分y散して分布したが，８月には利島近海，１月には大島皿海域に多く

出現した。’

０エソ類卵～

キユウリエソ卵存含むエソ類卵は４月，６月．９月準除く周年にわたり９７粒が出

窮したが．キユウリエソ卵は２１粒と少余かつた｡出現海域は神津島～利島近海であ

み。

ｏトビウオ類卵

，５～８月にサヨリトピウオ卵９粒などトビウオ類卵１８粒が出窮した。房総半島の

南沖合室で広く分布したが，列島編Ｗ側では２測点５粒が出現したに過ぎなかった。

Ｂ魚類稚魚

調査側点延２２５測点中１９５側点において昨年度より約１，７００尾多い５，６５０尾

が出ﾖ現した。

この巧ち，明らか丘ものはマイワシ，カタクチイワシ，ネズミギス．オキエソ，ススキ

ハダカその他のハダカイヮシ類（数種），ウミヘピ。レプトセパルス（数i種〕，寸ンマ

サヨリハウサヨリ，サヨリトビウオ，マイトビウオ，ハマトピウオ,その他のトビウ

オ類，サギフエ，ヨウジウオ．イソトウダイ，トウゴロウイワシ．ボラ，シイラ．サバ
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マアジ，ムロアジ，クサヤモロ．その他のアジ類，カンイチ，ブリ，タカベ，テンジク

ダイ．ムツ，マツダイ，タイ類，メジナｂテンジクイサギ，イジダイ，ヒメジ・タカノ

ハダイ，キス，ネズツポ類，ナベカコその他のギンポ類俳オヤピツチヤ‘サザナミヤツ

コ，その他のチヨウチヨウウオ類，カゴカキダイ，カサゴ類，アイナメ，ダルマガレイ

ウンノシタリその他の異体類，カワハギ，アメミハギ，その他のカワハギ類，サパフグ

ハコフグ，ハリセンポン，その他のフグ類，ハナオコゼ等約６０種であり，これらの出〃
頚状況は８～１２月にやや多かったｑ

主要魚槙多量出;現種について詳述すると次のとおりである。

ｏアソ類

４月および６～１０月に２５尾が出頭し、特に８月に１５尾と多くみられた。出瀬

海域は三宅島～神津島以北海載に多数みられ，稚魚体型はマアジ(?)６尾，８０～１５．０

，”噸，ムロアジ(?)６尾，４．０～ス５ｍｍ，クサヤモロ(?)５尾，ＲＯ～１５．０ｎｚｍであ

った。

●｡

Ｏサバ

崖預w期は４～７月の春季で５月が最も多く全津で２６２尾が出現したα分布は出頭

初期には南～西部で曇ったが，以降北～電禦に移り５月に三宅島ＮＥで１さ７，尾出頚

する左ど大島～三宅島闇の海域に多くみられたが．御蔵島近海で２５尾，/八丈島以南

で１尾みられた。体型は４月にはる～２０”L、、５月には５～５１ｍｍであった。

ｏカタクチイワシ」

２月地先定線調査奇除く;各課杏につ(ってふられ７５０尾が出頚した。出頚期は春季左

および秋季に多く．９月には２召６尾と爵も多かった。調査海域の全艘にわたって出

頚したがり1春には三宅島以ｧ南海)域が中心となり，その後順次北部に広かつ?そ。大室出

し〆御蔵島～新黒瀬お主,び伊豆半島南側海域に多くみられた。

′昭和召９～４５隼の渦去５年間に実施した地先定濠調査で，緯および鯵ネットによ

り採集されたシラスの出頚状況は次のとおりであみ。このうち緯ネットで採集された

ものは１５４尾である。

昭和４１｣年はス０００尾以上，４２年は２６７尾，その他の年は８００～９００尾で

でシラスの出現は年により､変動が徴しい･資料少注ぐとの原因は明らかでない。出現

は調査海域の全般にわたるが，昭和４１年の多量出現は大島～伊豆半島海域であった

が，その他の圧でもこの海域ぞ銭州～新黒瀬が主屋出現海域であった。

カタクチ卵は昭和４１年以後の５年間,シラス同様出現量の年変動が大きく各年に

－１５－



おける出現の(]寺期，海域は傭旨シラスと変らな(へ。出頭爵は４１年ヌ５１５粒，４２

年６６５粒＃４５年５，００２粒，痔期は５～９月（ピークは６～８月）'であり，出現

1穂域(すほとんど浴:崖部に限られていろ。－斗

単位尾粒

ｌＵ

ｏサンマ

出頚期は４月．５月．７月および１２～５月の冬期を中心に４２２尾が出頚した。

分布は．伊豆半島南側沖合を除く調査海域全艘にわたるが，特に御蔵島周辺を中心に銭

州～新黒瀬(7,南部海域に多く，さた，新島東沖では各月とも出頚した。稚魚の体型は

５～４０１７０畑であ畠が，４月には６０，"、以上の大型稚魚がみられ，１２～５月には

小型稚魚か多かった。

Ｏタヵベ

１０～１２月に２４６尾が出頭し、１１月地先調査では１６１尾と多かった。出現

海域に初期には：新島周辺から房総半島にかけての北部榧域であったが、そ(、後南部沖

合へ広がｂ，富だ，伊豆半島沖合にも現われ調査海域のほ百全域に拡大したが，浅川

～新黒願海域では少ない。稚魚の体型は１０月には5.1～８６，ｍ70であり，’２月に

は５．８～１５．０ｍｍであった。

ｏネズミギス

北fl弱期は８～１１月で２１０尾であったがｂ８ｂｌＯ月に多くみられた．出現分布

は伊豆半勗東沖1,新黒潮海域以机の全域であるが，特に新島ＳＷワ大島寅沖の海域に

多くふられた。空たび八丈島以南海域においても５２尾が出濁した。体型は夏には４

～１５７７W７０で鯵つだが，秋には５～５０，０ｍと大型化した。

ｏハダカイワシ類

５月．５月存除く周正にわたり１４８尾が出溺し，特に８月．１０月に多くみられ

た。出現種は数種と,思われるが査定できたのはススキハダカ５尾のみである。分布は

三宅島周辺およびそれ以南海域に多く大島～新島近海でごく塵か出現した。

ｏトビウオ類

出現期，出現尾数は夏季６～８月の８８尾を中心に１０月４尾，４月２尾．１１，

－１６－
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５月各１尾の９６尾で録つだ。分布に〔調査海域の（雷図全艘に広く分布したが，房総沖

海域に多数みられだす

，出預魚種の内訳はﾊﾏﾄﾋﾟｳｵ’9尾，ｻﾖﾘﾄﾋﾟｳｵ'6尾，ﾏｲﾄﾋﾞｳｵ9尾.

ダルマトピウオ(?)１尾，その物他５１尾である。稚魚の体長は４～２７ｍｍであり夏季

…に大型魚か多かったｄ

ｏサギフエ

４月，１２～５月の冬期に１１８尾が出窺し，１月に最も多く５９尾がみられた。

三宅島以北の伊豆半島沖合を|廉く海域に出現したが，三宅島Ｎ，神津島近海に多くみ

られた。２月には八丈島以南海域で２尾が出現した。

ｏヒメジ

７～１２月の夏期を中心に出頭し，２８８毫がみられた。出頚初期には北部海域に

多く，次第に南方へ広がり，調査海域の畷旨全般に広く分ﾉ布したが，特に伊豆半島沖

合，房総半島沖合，八丈島Ｎに多量に出現した。

ｏブリ，カンパチ

プリは４，５月，三宅島Ｎ,伊豆半島～銭州海域に６尾，カンパチは８月に神津島

周辺，新黒瀬近海に５尾出現した。体型はブリは８～１Ｗ１，２，カンパチは６～１８

ｍｍである。

Ｏムツ

冬期１～２月に８尾，大島～新島周辺および入丈島，青ヶ島近海で出現した。

ｏその他

：前述以外(D多量出現魚糎ではオキエソは秋参中心として７，９～１月に５０尾，テ

ンジクイサギも秋季（８～１１月）に５５尾，タカノハダイは１１～２月の冬季に

４６尾，ボラは１１月に５１尾，カゴカキダイは８～９月に２０k尾，シイラは５～

１１月に夏季書申心として１９尾，メジナは４～５月．１２～５月の冬季に１５尾，

オヤビツチヤは４月，８月，１１月に１５尾であった。

カワハギ類はカワハギ８２尾，アメミハギ１５尾，その他６尾が５月および７～１

０月の春～夏～秋季に．ナベカ１尾を含むギンポ類は７～９月，１１月に５２尾，フ

グ類は７月にハコフグ，８月にハリセンポン，９月にサパフグが各１尾，その他が５

月，１０月に５尾である。これ以外ではワニトカゲギスは８月に７尾．無足類その他

のレブトセパラスは１１月、１月，５月に７尾，トウゴロウイワシは８～９月に５尾

インダイは７～８月に５尾，タイ類は１１月に２尾･キスは８月，１０月，１１月に

－１７－



４尾．ネズツポ類は８月に２尾，サザナミヤツコその他のチヨウチヨウウオ類は８月

１０月に各１尾，カサゴ類は４～６月，９月に５尾，アイナメは２月に５尾，ダルマ

ガレイ．ウシノシメその他の異体類は７月，１２月にａ尾である。また，サヨリ類は

トウサヨリが７月，サヨリが８月に１尾づつ出窺し.ハナオコゼは７月，ウミヘピ，

ヨウジウオ，マツダイは８月・イツトウダイは９月，テンジクダイは１０月に各１尾

づつ出現した。

Ｃイカ類卵稚'仔

卵は昨年度Fii:i査の倍近い２，７７５粒が出頚したが，稚仔は１５１個体と昨年:度の５分

の１程度であった。

卵の出窺は周年にわたったが，４，５月か多く２，６５１粒出現した｡江分布は調査海域

の姪貰全域にわ犬丞が，伊豆半島菓沖が最も多く，そこから房総沖におよぶ海域で多量

に出窮した。八丈島以南海域でも２８粒出現したがり浅川近海では全くみられたかった。

稚仔は６月ロ１２月，５月藷除く各月に出現したが，１１月が最も多く春季にも多く

みられた。出現海域は銭州近海〆伊豆半島東沖･新黒瀬海域に多くみ-られたが．八丈島

以南では１個体みられた企みであった。

櫓Ａネット 卵稚仔出現,状況
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(2)主事魚種の漁況の推移と特徴（昭和４５年１月～１２月）

◎サバ（はね釣）

本年の島し主海域におけるサバはね釣漁業は，前年:エリ１月早く，１月１０日静岡船に

より操業が開始され，同２１日より本格的に操業が行なわれた｡漁場は１月下旬が銭州８

画～ＳＳＩ､／４～６浬に，２月上旬より５月中旬にかけ銭州ＳＥ／５～１０浬に形成され

漁場水温は１４～１６℃であった。漁穫は１月下旬が最高船Fで約２０屯“平均１０屯前後

か１月から２月上司にかけ爵高船で２０～５０屯，平均１０～１５屯と好漁をみたが，中旬

以降は低調となり，約４～８屯の水陽が５月中旬まで続いた。５月中旬頃より漁場は南に

移行し、銭ＮＩＳ～ＳＷ／５～１０浬に形成されるようになり，漁獲は５月下旬には平均

１０～１５屯と増加したが，４月上，中旬には５屯に低下した。４月下旬には漁場水温が

１７～１８℃と若干上昇すると共に魚群の北上分散がみられ，５月上旬～中旬にかけ主漁

場にr神津島のＳＷ／１５～２０浬に移り，５月１６日以降は大室出しに形成された。大室

出しでの漁況は不振で，当初平均４～５屯の漁獲は十く゛１～２屯と不振に左b，操業わず」

か１週間目の２２日にはほとんど大型船の操業はみられたくなり，島さわりのサバ漁は事

実上終漁と左つた。以降は神奈川県の小型船１０～１５隻により引き続き曇業され，平均

１～1.5屯の漁獲があったが，７月中旬には終漁と左つた゜

◎ムロアジ（棒受網）

４～８月は銭州，新島近海で操業されづ漁獲は中ゴマサバ主体とした５屯前後で，ムロ

アジの混獲率は２０～５０妬であった。

９月に入ると大室出しが主漁場となり,操業も本格的と左り，漁獲は５～１０屯であつ
．諭汀ハ

ヘーだ。中旬～-F旬には大室出しから三宅島近海に雀で漁場は拡大し，漁纏は１０～１５屯に

ｊ曽加した。１０月には漁場は大室出し～御蔵島近海とさらに広範囲になりＢ漁況は南部海

,／域が良く，１５～２０屯であった。その磯漁況は次第に低下し，１２月には銭州～御蔵島

近海で操業されたが．漁獲は４～７屯であった。なお，ムロアジの混獲率は１０～１２月と

とも５０９６内外であった。

(5)地域主事i:魚種の漁況推移と特徴（その他の魚種）

０ハマトピウオ

本年のハルトピ漁は鳥島海域では例年並に２月上旬より操業が開始されたが‘スミス～
｡ｏｒ･

ハロースでは例年を１ケ月遅れて５月中旬から本格的な操業が始まり．その後も引き続き

黒潮が青ヶ島以南を流去したため，この海域が漁期を通じ主漁場となった。八女島周辺で…

は４月に入り．黒潮の北上とともに水温の上昇がみられ，これにともない平均２万～５万
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尾／１日の水場がなされたが．中～下旬には再び水温が低下し不振と左つだ。支だ．下旬

末から５月上旬にかけては1.5万尾／１日の水場がみられたが，８日以降には魚群の来勝

もみられず終漁した。

三宅島周辺では４月末から５月中旬にかけ若干操業されたが，５００～1,000尾／１

日１隻で全く不振のうちに終漁し，さた，神津島以北では全く回勝がみられたかった。

ｏスルメイカ

ム評伊豆諸島におけるスルメイカ漁は一本釣により，一部は式根島，神津島近海でも操業

されるか，その大半は大島近海，主として千波沖漁場を中心として操業されている。

漁期は主として８～１２月で，８月の漁場下層水温（１００ｍ層）が低目の狂昌は漁期

の開始が早く，漁況も幾分良好の傾向を有する。本生は７月～１２月室で大島近海の下

層（１００，層）水浸は１４～１６℃で，低目に経過したため，漁期が早く比較的安定

した漁がつづいた。

本年のスルメイカ漁は６月中旬，大島岡田沖で地元船により操業が開始されたが｡漁

況は２０～５０KF／１日１隻と不振であった０７月中旬には千波沖でも除々に撰業か開

始され，下旬以降から本格酌に行なわれた。漁況は小型船で４０～Ｔ５０Ｋ９／１日１隻

平均７０～８０Ｋ9の漁獲が続き，８月中旬には平均１５０Ｋｇと好況を呈したが，下旬以

降は再び７０～８０Ｋ9に低下した。しかし，９月中旬以降は概ね中型船で５００～４０

Ｍ９，小型船で１００～２００Ｋｇの比較酌安定した漁況が持続した。１２月中旬には千

波沖から大室出し北部に漁場が移行し，ほぼ同様の漁獲がみられたが，下旬には終漁と

なった。

なお,波浮閻港には年間５５ｔ･岡田港には１１９ｔが水場され，両港の月別水場総計

は９月の４４t存最高に８～１２月まで１ヶ月間２５～５６ｔであった。また，大島管

内船の水湯は１５８ｔで，最近５ヶ年の平均７５ｔを大きく上廻り最高才示した。

ｏマカジキ（突棒漁業による）

突棒漁業は伊豆諸島海域の黒潮外緑域に春期来勝するマカジキを対象に操業され，そ

の豊凶は列島線上における黒潮流軸の離接左相関を有十るづすなわち,春期に列島線上

に鈴いて黒潮流軸が接岸する海況では０来鵬量の増大ｂ濃密な魚群．基地に近接した漁

場形成等の要因があい走って豊漁の傾向を示すが，離岸の場合には逆の傾向を有し，豊

凶の年差は顕著である。

４５年春期の突;鐸漁業は，冬期発生した遠州灘冷水塊が引き続き島しょ海域を覆しx，

黒潮は青ヶ島以南に南下したため低水温か持続し‘マカジキの回淋は少なく，全く不振
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のう色に終始した。

５月は中旬に八丈島～青ヶ島海域で若干操業され，下旬以降は主として三宅島～神濯島

近海で操業されたが，良い船で１～２本，皆無の船が多く不振であった。

４月上旬，一時的な黒潮の接岸がみられ，波浮港へ５日に５０本，４日に１００本の水

場がみられたが･その後は１日１０～２０本で再び低調と左O，中旬存もって耀蟹終漁し

た。

波浮港における今期の総水場は２９屯で．近年１０ケ隼においては昭和５８，５９，

４１年に次ぐ不漁年で，咋４２年の５分の１，平年漁８９屯の５分の１の水場に終った。

(4)昭和４５隼における主導資源の評価

０サバ（はね釣漁業に主る）

伊豆諾鳥海区における一都三県の操業船1てよる漁獲量は,昭和ｓ２～５５年にかけ飛躍

的方増加をみせ，３５～ろ７隼には１０万屯前俵と高い水塗存示したか，その後ろ８～

４０年には６～７万屯に低下した。しかし，４１年以降再び鳶加傾向をみせており，本

４５;筆は過去における最多護年の５８崖を約２万屯上廻る１２万屯に達した。しかし，伊

豆諸島への回騰轤量は海況による影響が著し!△ため漁獲高憲資源量水塗にむすびつけみには

課窺があるが，一応，近年の傾向変動，循環変動等を勘案してみると本年は高い水塗にあ

つだと考えられる。

なお、本錐の資源的特色として，魚体測定の結果，例年３年魚が主捧であったが，本年

は４年魚が主体で，頭に２隼魚も少なかった。このことは昨年の主体であった５年魚がそ

の注吏４年魚と考えれば来年は従乗の主体であった５年魚の出現は極めて少なく，このこ

とが漁獲高に著しい変化蓮もたらすものと考えられる。古た本年は４年魚が主体であるた

め総水場は昨年学上廻つ方が，尾撤餉比較字すればそれ雁どの伸びとは云い難い。

ｏノハルトピ

本集の島しょ全体の総漁獲高は１６０万尾（６７０屯）で恥最近１０ケ隼間における最

低藍示し．前年（４２年）の４０妬にとどさった。これはハルトビ漁のほ壁全漁欺を通じ

黒潮が距崖し，八丈島以北海域が冷水塊に覆われたため，暖海'陸のハルトピの来勝が少な

かったためである。

漁場別には低水温の影響を受けたかつﾌﾟｾﾞ目青ヶ島以,南がやム良（１００万尾），冷水塊の

影響を顕著に受けた八丈島近海では例年の４分の１の５０万尾，三宅島では５分の１の７

万尾．堂た神澤島では皆無であった。

なお，近年ハルトビの総漁獲高では１隼おきにjＭきけの畳，不漁を繰り返す特徴がみら
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れるが，これは近年春期において遠州灘冷水塊が隔集に出琿し，黒潮の離接に高い相関を

待つハルトピの来勝;量を左右するためで,資源量の多少によるものとは考えられたい。

ａ漁海況予報事業実施上の問題点

（１）調査研究上の問題点

ィ定線調査

０海況調査の面においては，一応定線調査も軌道に乗り予報資料として充実されてきた。

漁況調査については，組織酌，系統的な認査は甚芝少左いのでは薮いかと恩わ才しる。例

えば，マサパ調査にしても標率船調査あるいは東海区水研蒼洋丸の一斉調査（年１回）

および各水試の調査となっているが．各水試の調査はそれぞれ固有の指導事業が多忙な

現在，海況調査同様にあ尋程度義務的事業でなければ充実した調査結果は得られ左いの

ではなかろうか。

海況調査･偏重ではなく，漁況訴査も平行してはじめて予報効果があZSM)と思われるの

で，予篤配分等にも充分のご考慮をお願いした(ハ。

ｏ定線調査(｡こ漁海況予報事業で各水研．各水試が行なっているが，この値か海況調査は

水路部・気象庁，防衛庁等で行なっているので，これらの一連の調査１本制孝効果的に運

用することにより，より一層現況か把鐸できるものと患われる。７淀お，各予報会議等に

もこれらの騨関よりの参加も有意義と考える。

ｏ黒潮の変動について月一回位ＣＱ定線調査では，適確な把握と迅速なる速報は困難であ

る。したがって‘できれば速報用として特別定点を設け，最低月２画程度の航空機観測

調査をお願いしたい。
ゾノ

ｏ現任，本都における定置観測は大島，八丈島ｶﾐ水試で．三宅島．新島，神津島は漁協

で行なっており，これらは黒潮を横断する地点にあるので非常に貴重左資料であるが，

漁協による観測は義務的丘ものではなく好意的なＭ)であるので，漁三協係員の都合に主

り中断あるいは速報性帝欠く場合も少なくない。したがって報償費的な予算措置がたけ

ば資料の収集は容易である。沓た，漁況資料の収集についても同;様なことがいえるので

これらの予報措置についてお願いしたい。

ｏ昨年の問題点でも述べたが．伊豆諸島海域は一都三県の入り会い漁業が多いＣＤで．一

都三県が調査方法あるいは調査区域の分担により，効果的な調査の推進体制を確立する
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に必専があり，水研に'も協力方をお願いした。これについて本年は一応何回かCD会合存持ち

徐之に勅・道に乗りつつふるが，旅費｢等の制約あるいは地方Ｉ水試固有の指導.事拳と兼務して

いるので．醗員に時間的な余裕がない。したがってこれらの子:算的措置および専門職員０

配属奇お願いしたい。

ｏ予報資料の解析および整理あるいは考察に専門職々員の配属を券願いするとともに，兼

業職員についても研修制度を実施（年２回位）して個人差孝少左くし，精厳を高め研究体

制の充実をはかる必尊がある。こめ点については地方水試単独で出来る問題では鞍いので

是非とも国が主体となって実施して'ハただきたい。

。各閣題点について隼を各県返り提出され，共通的な問露点も少だくviwN。これらについ

て一部は予報会議等で話頭と象る鳩合も温るが，その大半については未解答のものが多い。

これらの讓閣点が一つづつ擢決されてこそ今後の対策,篭展があるのでが解決できる，で

貴意いは別問題としても一応の解答は欲しいものである。これらの`今麟の見霧しが不明で

あれば，両じ問題が伍々繰り返し提出され．各県が重復して提出されることにだるので，

ぜひとも解:答考お願いしたい。

に）予報作成上の問題点

イ予報と実|祭の比鞍

漁況、海況とも月間において著しい変化があるにもかかわらず月一回の調査では予報資

料として甚だ少fiP〈．したがって長期的な予報については全くできず，`短期的な予報につ

いても１０日｡あるいは半月覆庶が限度で，全般欲には現状報告にとど吉ることか少なく

たい。過去の漁況賓料が４０隼以上も蓄積されている春とび（ハマトピウオ）等について

は，一応漁期聞（４ケ月）の予報が行ない得るが，（確立６０～８０妬）,その他の資料

については全く少なくび今後と屯相当り燈月浄薯するものと思われるので，前記におけ愚

／種々の要望寄早朝に実弱されるようお願いする。

ロ今陵の`予報と作成上(か閣題点

０予報沐制の確立

一ｉ海況関係では各水研，水路部，気象庁，防衛庁，各水試が調査を行左っているので

これら一連の協力１本制を羅立＋ろ必尊がある。

｜ｉ漁況についても関係水研．水試の調査体制を確立し，分業，分担話明らかにして効

果的に行なう必要がある。

、ｉｉｉ漁業者に還元する資料が非常におそく，漁業者の信用失墜の恐れかあるのでｂ長期

的な予報も必要であるが５短期予報に強い関心がおるので頻繁に，､速報的に行なうと
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とが効果的と譜えられZ1､。

ｏ本都においては，対象漁業者が広範囲な離島に点存しているため・速報体制が円滑

，に行なわれていない。さた,資料の収集も同様である。

これらについて，各島におけるファックス設置，あるいはテレビ・ラジオ利用に主

るま報的効果に重点を置くとと'“て，伊豆諸島は黒潮流軸に対し・地理帥好条件にあ

るので，各島の定置観測，漁況については委託調査員奇置き，継続E1hな資料の収集還

元に努めたいので，予算的;借置（賃金．或るいば報償金等により）を是非ともお願い

したい。
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資料 表

１．１毎t羊観測表

（１）沖合定線調査（丁線）

(2)地先定線調査

プランクトン査定：表ｏ

ｎ
・
」

(1)沖合定線調査

(2)地先定線調査

ａ卵，稚'仔査定表

（１）沖,合定線調査

イ層Ｂネヅト

ロ鰯ネット

（２）地先竃線講査

イ愚Ｂネット

鰯ネットロ
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資料1．海洋纐測表
（１）沖合定線調査（』線）

昭和４０４q二」

０２６
、ろ５１０５２１’Ｃ ｢ｒ「ＵＤ２９ＩＱＤＺｐ

賑三二7515]扇二三､Ｉ室-5501勢-1`51脚今１－ｎ４Ｌ

扉二Z爲１百17雍冠'1諒‐＝011ろ9-289113剛１４０－０４０ ９－Ｒ４Ｄｌ１３９－５０ｍろ９－４４Ｌ

n名

ＭＯ１５７ＩＵ型句｣LＬＢｌｌＣ]５Ａ目らａｌＯＯ７１Ｕ，

9５０１２５００１０２０７１０４Ａｕ]６１０４５劃１０４４１１００７１１５Ａ巳

2ｍ［■､Ｚ

６１。

〕ＣｌＤＣＩ１９
田ＣｌＤｄＤｑＤＯ□□

學川證眺:Ｍｉ:|偲扣|:;|↑｡'芸|,０１莞|加|:;|,01X:|Ⅱ|工

6６１１４四
３４’１８４１１８６１１乳ＺｌｌＵｃ１

１１

ワヮＩ１ＺＡl１５ｇｌｌｌ４Ｌ
３４８１１８４６１１８６１１１８１９１１/8６

４９０l１６ｙ
Aフｉ１８１０１１ス５８１１スＵF1

」

ｄＨｑｌＩ１分-店

３５１１１８４６１１８６２１１８６９１１６７８１１６８５１１人，」

ﾖ３６１１８４６１１８５９１１Ｍ４１１６７４１１６８０１１６９６１１６５６１１‘

８０２１１８５５１１８５９１１８５８１１６６８１１５９６１１６．２９１１５６９１１４AｂｌｌＯＡ
６１１６６０

Ａ８１１８２５１１８１８１１ａ４８ｉｌ６０８１１５１４１１５7４１１４１」

。１１スワＰ

『
】 ］●’’八○ＱｌｌＱ

8３７１１４６９１１４５６１１５５９１１２５「
‐
－
］

Aろす’１６８８１１８j６１１２１５１１２２６１１５０５ｌ１１ｐ６１１ｃＤＣ

凶５１２７２１ヌo１１５ｕ戸
し

４０Ｃ

ＵＦ

Ｉ１
ｈ」

６００

OZZ」ィ。Ｚ７Ｉ１ｏｚ１１１９弓ろＩ１９Ｌ２９１１９Ｌ２９１１”８１１妬０１１２２７１１２１，

ｳﾆ１１１Ｑ３ｄｌｌ９２７１１９ＳＯｌ１Ｑ２８１１’2５１１２１１ａＺｚ２ｌｌＱ

｡笈ｚｉｌィ。z更｜ノ1○や’１９召Ｏｌ１ｇＬ２８１１１２６１：１Ｒ２９１１Ｒ２８１１２２２１１ｙ

ヲ１つ｡Ｒ，１矧・ワＦｌｌｌｇ
ＳＺＺＩ１０スワ１１巳

』

｡ｚｚｊｉｌｏ更ｚｌｌｏペヮ’１９話’１９２８１１９２６１１２２７１１２２７１１１２１１１，|］

っZかｌ１ｏＺＺ１．１０ズヮ’１゜弓Ｏｌｌ９２８１１ｇＬ２４ｌ１ｇ２６１１１２３’１２２０１１，

ｏｚｎＩ４ｏｚｚＩ１ｏｚｚｌ１ｏＺｎｌｌ９２５１１９Ｌ２４１１２２３１１Ｑ２０１１９Ｌ１９１１ｙ１
Ｊ

っｚＡＩ１ｏｚフＩ１ｏエス’１゜３１１１蛭３１１Ｑｍｌｌｌｌ８１１９Ｌ１８１１詞６

っｚｏｌｌｏＺＲｌ１０ｘ４１１９Ｘｎｌｌ９１８１１Ｑ１８１１９Ｌ１６１１Ｑ１７Ｉ１１

”８１１２２９｜１，２６１１２１う’１２１０１１２１７１１２０８１１ﾇu６］［

，ｏ５１１１ＬＯ４Ｉ１２０１１１ヌUＵ
４００

３９９１１８１９１１６９ｙ
」

Bｇ９１１２０Ｕ
６，０

－２７－

１
９

日△生君Ａ刹互ロ

１
口
Ⅲ

０３４

50-550

０５５

，３１－１６，

０５２

51-54□

LＯ３１

３２－２だ

ＯろＯ‘

52-5ズ０

０２９

5５－１６５

０２３

ﾖﾖｰﾖ6０

０２７

ろ5－５５０

０２６

5４－１６５

０２５

54-発５

東経 1如剣8０ 140-040 159-54ｐ １５９－５０［ 139±440 139-415 １５９－５６， 1諒一55, １ろ9-280 139-265

５４６

７２Ｚ

〃
１
１

２
７
℃
弱
お

Ｗ
ｂ
１
１
０

Ｎ
１

２
１
４

”
１

２

５
０

鴎
〈
妬

〃
１
１

、
▲
／
Ｏ
必
〈
』

柵
５
０
５
Ｚ

ｂ
１

１０１

１
１
》
『

●
■
中

０
０
２
７
ｃ
５
５
５
６
１
１
』
一

耐
ワ
ー
、
一

寸
，
１
’
１

〃
ワ
ー
ク
一

Ａ
芦
守
』
『
ノ
〔
名
７
Ｊ
〈
』
４
Ⅲ
頂
樟

５
４

４
叩
卿
Ｗ
ｂ
１
１
０１

２
１
｛
畠

〃

0415

0440

ＷＳＷ２

ｂ

７

Ｃ

1５６

1０１４０

１

１

￣

￣

Ｌ’

７
８
８
４
８
８
２
９
５

出
あ
だ
印
・
〃
“
釦
串
“
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

些一■■一一一一

７
１
５
０
６
４
７
．
６
６
５
８

碑
巧
加
妃
硯
印
印
印
娼
皿
Ｍ
叩

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

r-Zマヲァミー
Ｉ/､ソ

1ス92

1Z9２

1Z9１

1６９６

１６．２９

1５７４

1４４５

１５５９

１５０５

R72

Z75

650

１
８
９
７
９
５
６

乃
疋
乃
石
餌
弘
⑬
帆
西
畑

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
５

０
３
日
Ｚ

０５５

1６６

1５，１

１４１０

１４８１

１４７１

１４A５

１４ｊ６

１５２８

１２５８

１０別ろ

8０１

５
２
０
７
０

０
０
９
６
５
Ａ
５

４
４
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１

19L5７

１９ｓろ

１％５

１２５５

１９５５

１Ｑろう

１９Lろう

１２５７

１９L３５

１１２８

１２２４

１，１５

1２５１

１２５４
●

1Ｑ５２

１９Ｌ３２

１１５２

１９Ｌ５２

１Ｒ５５

１２ヨヨ

１２５４

１２２９

３
１
０
１
５
０
０
１
０
６
５

妬
妬
妬
霜
霜
妬
妬
妬
霜
躯
則

１
１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１

11L29

1Rろ０

１２２８

１理８

１２２８

１２２８

１１２５

１”３

１１１８

１２１う

19L29

1127

1126

1R25

１２２６

１１L2４

１９(2４

１２２１

１２１８

１２１０

１２０５

１８９９

１１２８

１９ｓｏ

“１２２９

1２２８

１２２７

・１，２６

１２２３

１１１８

１９L16

1217

1RO4

１８１９

１８９９

1貝5０

１，２８

１２２８

１１２７

１２２７

１１２３

１２２０

１m８

１１１７

１２０８

1２０１

1８９９

１２００

1２２７

１２２５

１９L2２

１２２１

１１２１

１９２０

１９L1９

１Ｑ1６

１９L1５

１貝0６

１１００



昭和４う｣隼１１月

０ ０２６１Ｃ 。 L)２９１０５０１０

」

９－，６１１１１弓。 ヲ－４０，１１弓９－４月ＤＩＴ弓９－４Ｒ「

。ｈ, lｌＵＩ１月 ｊＵ１o０ｈ５０ｆＩＯｇｈ５Ｃ[ﾊﾟーｒ惇:。

へｈ
01

回」 ｍＡｈ［

BＤｌＺＵ９

１
】

]２０１１０１８１１０ ｣1八ｌｌＣ

2１

Ｆ
Ｉ
Ｌ

『
】

。
－
Ｊ

ｒ
Ｉ
－
Ｌ

４６

]］し

[]｛

6６４l１ｇＬＵ９ 4Ｕ ｕ・’１．５２６２

。 ３１～２０凸 ｣６昔１１ス９４．

ＪＬＩ

Ｐ
－
－
」 ６６１，１１Eｌ５Ｕ}１６１１１１６

」（」

`肌[］

５０;0

２００’１８９ｕ ３９８Ｉ１ｇｌＣ 2０９｝１９ １９

B１８Ｉｌ１８９

３９９１１８F ，[ ソ.、，

[： 5１９１．１８１ ｓｇＵｌｌｌｌ］ ＱＵ４－Ｂｌｌｇ １＄

Ｌ」 ｦ６１１８９ EｌｇＯｌ、１９L[」 ９０４ト１９

3１８１，８１６１１８１ 3１９１１１Ｕ

[ｌＵ Ru 3Ｆ 3１９１．，１，０４１１９

ｍ
ｕ

〕０J )u｣６１－１９ 2Ｕ６ヘト１２１６．１１２１８

ＵＵ ｍ４１１９Ｃ Z４Ｕ１１９１６．’１９

。0 ５９４，｝．１ＨＢ ９［ 。可［」常」イ【_コイ・【．

けBＢＩ１８９ＤＣ

］０ ８８８１１８２

６ｕＵ ３８８１，１８８１

－２８－

』
己
Ｄ
Ｃ
Ｌ
」
ｉ

側点番号

位

置

｜北緯

東 鰹

日
刻
刻
力
量
気
温
圧
浪

月
時
時
風

測
始
了
向

観
麗
終
風
雲
天
気
気
波

①

⑭

一
・
●

吋
凸

り
色
度

ね
調

う
水
霧

０２５

５４－ﾖ6５

159-26.0

′－丁１１２

）Ｗｈ２０

ﾀ

ロCﾛ

|〕9h5２

Ｎ四５

ｘ７

ｂ Ｃ

1８５

1０２０

４；

‐‘１

４

1６

０２６

５４－１ｍ

]ろ9-255

PrG0

０ 〃

、１２ｈｏｏ

12h4５

ＮＥ５

７

ＤＣ

209

1０１８

３

１

４

1７

０２７

55-545

159-525

〃．

15hl5

16hoo

ＮＥ５

ｂ

『５

０

207

１０１Z５

ろ

､１

４

1５

０２８

5５－５５５

159-365

〃

18hl5

19hoo

ＮＥ:４

P６

ＤＣ

1２８

１０１乃．

４

１

￣

０２９

ろ5－１６５

1５９－４００

:亘．〃

22hoo

２２ｈ３７

lnbIE5

ｂ

６

０：

1１８

１０１

４

Ｆ１

町一

０５０

3２－５６０

1５９－４５．０

１１５．

o0h50i

O1h25

ＥＮＥｌ５

…も

b:1℃…

１１６

１ ６

'５

1、

￣｡

￣

０５１

ろ２－２ｽﾞ５

1ろ9-480

〃

O5h50

06hO5

ＥＮｎ５

７

ｂ Ｃ

1ａ４

1０１５５

４

１

￣

一

水
浸

◆

℃

ｍ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
．
０
０
」
ｑ
‐
０

Ｏ
Ｂ
Ｐ
◇
０
ワ

１
６

Ｆ
ロ
６
０

ヨ
ー
Ｏ
・
』
Ｚ
〕
【
。
マ
ノ
〔
Ｕ
←
、
〔
Ｕ
（
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
Ｕ

１
１
２
３
４
５
６

●
Ｄ

Ｂ

Ｐ
己
寸
。
①

９
０
■
■

２１.ヨ

21.10

２１』２

２B９５

２０１０

1２２１

1１２２

￣

￣｡

＿￣
中 OＢ

ﾛﾄ

P＿■■

■■●

￣

７
５
９
９
５
１
５
７
８
』
｝
｝

灯
ロ
ロ
仏
個
個
但
町
卿
旧

、
是
へ
皇
（
△
ワ
」
（
二
、
皇
ハ
ム
イ
ー
イ
ー
イ
ー

■
，
０
‐
ｒ
ｄ
十

０
６
７
６
５
７
４
５
３
，
５
．
５
１

帆
仙
個
個
Ⅱ
帽
恒
印
仏
事
妬
銅
剣
弱

（
生
〔
皇
へ
二
ワ
ム
ワ
ニ
ワ
ニ
⑦
▲
ヨ
ー
『
Ｉ

25,4

・２５５４

●

2555

255う

2551

22ゴ０

８６

1109

1Ｚ1８

1５６６

8６４

６５５

５７６

252

Ｚａ４７

,２５５０

25.46

2５４５

２５４２

‘25.44

25.4０

２０６０

，１８５０

．１⑬４

￣｡

～

５
５
４
２
２
２
０
６
１

空
理
醐
醐
幽
理
皿
蝿
如
脚
一
一
一

●
Ｉ

226

2２８２

２２７７

2277：

2２７４

２１１４

2070

1`,58

1ｚ９４

１ｄ５４

１５５§

印⑰

￣

～
４

塩
Ｊ
素
量

０

川

ｍ
〃
〃
・
〃
〃
「
〃
〃
・
〃
〃
〃
〃
〃
・
〃
ｉ

卜
－
，
．

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
５
７
０
５
０
０
０
０
０

ケ

ひ
“

〆

１
１
２
５
４
５
６

０
勺

０

０
８
９
９
６
８
１

如
印
印
碑
印
”
如
一
Ⅲ
一
・
「
←
｝
！
』
「
》
：

１
，
１
１
１
〈
１
１
１

●

』
□
◆

⑤
。
印

７
２
５
２
５
６
５
４
４
４
，
一
一
一

碑
即
”
顕
鯨
師
師
叩
知
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
Ｐ
凸

凹
。
。
ｆ

』
Ｃ

」

1８１８

1８１１

，１８１０

１８９０

1８１０

１８１５

、１８１５

1.知６

１２Ｏろ

，１８１２

1８８８

１８８８

１８８８

1２０５

１２０５

1１０５

1１０２

１２０５

1８１９

１８１９

１１０１

１２０５

１２０１

１８１１

1８８７

，１８８１

１”９

１２０４

１１LO5

１２０４鷺

．，１２０４

１２０う

・ず１１０４

１，０６

-１２４０

い

●

１２１９〒

1別フル鳥

￣

－０ ｅｅ

●
●

●
９
９
．

０
４
■

●
●
●
６
Ｐ

●

７
５
５
５
５
４
４
６
６
９

財
”
瓢
．
則
鮒
”
射
”
如
珂

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ワ
●

『
‐
一
』

1209

1110

1109.

1209

１１０９；

1１１２

1２１８

１２１８

１２２１

1$215

1１１１

ｊ
股

４



昭和４０年２月

０２９
－￣

ろ5－１５０
－－－－

１ろ9-45.0
-

２２２

091125

１０ｈ５５

ＳＥ１

．１Ｄ

Ｃ

１５．４

１０１５，

１

５

４

０５０１０５１ ０５２

３２－０００

１４０－００，，

戸重二ｌ
ｌ６ｈ５０１

０２５

#;f;篝
０２６

５４－１Z６

吋一》｜函

０２８
－－－－－．

５５－３６０

１５９－５６０

〃

１８ｈ5０

１９ｈろ０

画１

６

ｂｃ

ｌ５２

１０２４０

１

５２＝５７ＩＤ

[霊;］

位
置

１５９－４２０1３９－２５０

５
２
↑

〃
雌
珈
祁
扣
ｒ
２
５
２
１
４
７
０

２
１
８
８
８
１
５
５

５
５

ワ
』
刀
鋼
理
蛇
則
則
蜘
迦
弘
刈

１
１

１
１

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

〃

１６h5０

１７h４０

ＮＷ４

１０

Ｃ

１４５

１０１５０

５

５

２ｊ５

1511.55

１６hｏ７

ＷｒＳＷ５

９

Ｃ

１４７

．１０２１J０

５

日
刻
刻
力
量
気
温
二
生
渡
り
色
度
梁

月
蒔
時
風

ね
明

測
始
了
向

一
観
駕
終
風
雲
天
気
一
気
波
ぅ
水
透
水

２
２
０
２

蜘
川
伽
脳
７
ｃ
９
０ ５
２
１
１
３
０

ｂ
１
２

つ
△

０１

１６hoo

１６h５２

ＮＷ１

６

ｂｃ

ｌ６７

１０２４Ｄ

１

１

;

２１

ＮＷ２

２

ｂｃ

ｌ６３

１０２１Ｄ

２

５

４

２５

４８０

１８，

１８６５

１８６６

１８６４

１８６４

２５

７６０

１８８

１２３５

１１３７

１２５７

１,５５

１２５７

１”９

１２２２

１２１う

1Z4２

１４７４

６４０

０８８

１２４６

１１４２’
１５ｺ 1１５

ｍ
〃
〃
〃

〔
Ｕ
ｎ
〕
ｎ
〕
ｎ
〕

１
２
５

水

1248

1145

1Ｒ５２

１９００

１８５５

１６５２

１４２０

1211114901４８１５０〃

７５〃

１００〃

１５０〃

２００〃

う００〃

４００〃

５００〃

０，

１０〃

2ｑ"
．/

５０〃

５０〃

，７５〃

１００〃

１５０〃

２００〃

５００〃

４００〃

５００〃

1２１４

１８６０

１８６５

１８５５

１７Ｍ５

１５８９

１５１７

1４４４

１５．６０

１２５４

８８９

1４８５

１５６２

１０５５

８６５

1Z8０

１５６０

１４６５

１１４４

1815

1Z5０

１６５８

１５１７

１５２

=戸十 １１５１

１１２９

１，３１

１１２９

１１２９

１２３３

１１２９

１２２８

１叉2７

１１５１

１２２９

１２５０

１,ろ1

1,50

1228

1121

１１５０

１２５０

１２２９

１２２０

１ヌョ０

１１i５０

１２５１

１２５１

１２５５

１１２９

１２５１

11129

１９９６

１２２５

１１１８

８
９
１
９
１
０
９
９
８
４
６

蛆
蛆
妬
、
妬
妃
迦
迦
理
亟
則

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1１５２１１１２２1１２０

1２２７１１２５１１１１１８1２１８

1２１６

１１１４

１９１０

１１０２

1２２２

１１１４

１２１５

１１０４

剛一理へⅧ§畑
１
１
球
１
１

１１５６

１２２７

１２２６

１１２５
宍’

'１２０５．

－２９－



(2)地先定編調査

昭和４３年４月

琴
ｒｌ７

」三川》翻意■薑圧浪拙色等川洲川洲川
一
位
置
一
鐘
開
終
風
雲
天
気
こ
う
水
轟
一
ｌ
訓
ｌ
副
Ｊ
１

辮
濫１１１重

Ｔ１６

弘一ヨ1５ ヨ４－２２５ 弘一０６５ ヨヨー５１．０

１５９－５００

〃

１５．１５

１５４９，

８１

１

６

１８５

１０２２５

０

１

４

２０

１ス４

１６６８

１６．６１

１６４５

１６５４

１Ｚ５７

１５４５

》｜〃１１ ５
５
２

ｍ
弱
Ｓ
１
ｂ
２
５
０
１
５
佃
一
だ

１
２
８
１

０

’
１

１５７

１０２１５

．１

１６８

１０２１．５

１

１

５

１１

１５４

１０２２，

１

ワ

165

1022,

0

２

ｊｌｌｕＺ４ｎ

の
‐

卜急
'1804

11ﾘニ

P1
b｣ ￣

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

8６ １日１

１１２２

１１１５

1８８

１８８５ 1１２０

1５５９ 1６，１ 1６５５ 1８６７ 1８１２

１５５４ １５５７ 1６４５ 1８４５ 1８５８ 1ａｌ９

1５４１ 1ズ４５1５７９ １６s， 1８４１ 1８２１ 1Ｚ７９

1４１０ 1４５８ 1５５８ 1Ｚ8８ 1８１９ 1６７５1６８８

1４４５ 1５９７ １５１０ 16.19 １Z8６ 1８０９ 1６４５

15.881５２４ １５８５
，

１５Ｍ

1Z1９ 1７，９ 1５１８１４１１ 1４６１

1２４７ １１１う 1２５８ 1２８４ 14.19 5８８ 1４６９

870 257 1０２５ 1１４２ 11.75 1２，７１０７６

ｽ０１ Z4２ 2ｍ 1０４９２７８ 86u６ ２６４

ＷＬ３２０

１０．

．２０

３０

５０）

７５

１００

１５０

２００

５００

４００

５
５
２
２
１
１
８
７
５
１
５

疋
返
蛇
迦
翠
蛆
飢
則
列
如
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１２２５

１日２７

１１２ヨ

1１２５

１１２１

１２１８

１，１８

１９１５

１９１１

１２０２

１８９４

1１２８

８
７
７
７
５
６
，
６
丙
５
９
８
５

理
理
疋
哩
理
迦
返
迦
郊
如
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1,ろ２ 1２２８

、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｉ

1９２９

１日2８ 1２２８ 1１２７1２２６ 1,28

〆
塩
素
量

1１２７,2６ 1１２６ 1,ろ２ 1１２８

1９５０1２２６ 1２２６ １２２７ 1１２６

２４２ １２釦 １２２７
●

1２２４

1２２７ 1１２９

1１２７ 1２２２ １１卯 1２２６

１２２ろ１２２２ 1225

‘，7

1,24

１２２６１１L2１

1１２４ 1１２２1１１６ １１L2０

1１１５ llL22 1２２１1'1１ 1２２０

%0 1,141１０４ １１０８1２０６

1１０５1１０５ 1１０２1８１９

３０



]5５０１０５５０

､スヨ８１Ｕ６Ｌ

ａ･ヨ！Ｉ･巴

]２１５１１Ｕ

句-コＩＵｕ

６４６１１６ＢＵ

Ej4１１０と

ヲ１１６瓜

『
』

３１１４Ｄｙ

１１１召9０

ソ１

」「ｐＯＲＩ勺［】

２２６１１９

９句･Ｉ司・

yＬ１８１１９？Ｃ

ｇｌＯＩｑＯｑＧ

－３１－

Ｔ１０ r'９ (ｒ５ Ｔ６ Ｔ８ Ｔ７ Ｔ４
●

巳■ Ｔう Ｔ２ Ｔ１
－－

54-040 う4－１６５ ５４－２６５ ５４－ﾖ0０ ５４－ろ８０ う4-565 54-450 ３４－１２５ ５４－０１０ ５４－２１５ ３４－５４，

159-11, 旧９－O7LO 1５９．－０６， 1３９－１５０ 1５９－１００ 1５９－０４５ 159q-055 1５９－２１５ 1３９－２８５ 1５９－５１， 1５９－２８５

〃

０
８

５
５
５
５

０
０

１
３
０
３
・
６

Ｓ
、
０
１

５
０
１
面
』

１２０１

〃

0550

0605

ＳＷ２

ｂ

Ｚ
ｊ

Ｃ

1６６

1０２１５

１

１

５

1６

〃

０６５５

oz2５

Ｎ回

ｂ

１

５

Ｃ

1８５

1０２１５

１

１

４

1８

〃

０８２５

０８５０

ＮＥ１

ｂ

５

Ｃ

1８５

1０２１５

１

１

４

1８

〃

0２５０

１０２１

８１

，

Ｃ

1８２

1０２１．０

．０

１

５

1８

〃

１０５５

１１．２０

Ｓ１

９

Ｃ

1８７

1021.0

０

１

５

1６

０
５
１
７
ｃ
０
０
１
１
５
７

２
０

幼
ｍ
Ｗ

ｂ
１
２

〃
１
１

０

ｓ
１

4ｊ８

0，ろ５

１００５

ＮＮＥ５

1０

Ｃ

1５０

1０１６，

■? ２

２

５

１２

〃

1１５５

１２，５

Ｎ]巴４

1０

Ｃ

1６０

1０１５５

５

５

６

，

〃

1５２５

１５５４

Ｎ〕団４

1０

Ｃ

1４２

1０１５０

５

３

５

1１

〃

1５２５

１５〃

ＮＥ ４

1０

Ｃ

1４５

10155

５

３

５

1５

165
U■

1６４６

１５８４

１５４９

1５２７

Q■

3９

１４１９

1528

1220

16.7

1６８０

1６６２

１６４３

1５８２

１５５１

ｉ525

1459

15.90

列８

８
９
６
》
；
８
．
８
ｚ
）
５
８
６
６

ラ
。
。
》
。
）
（
。
八
丹
○
錘
剣
』
。
〉
◎
一

〃
。
Ｒ
）
Ｒ
）
Ｒ
）
負
）
汁
『
川
→
バ
ー
ワ
」

１
１
１
１
１
…
１
１
１
１

魍
皿

1５７

１５７６

１５４５

１５ｺ５

１４８９

１４５１

１５;4１

１５２５

1２６８

1５５

１５０ヨ

１４８９

１４１４

１５J6６

１２７８

１２５８

１１．８８

１０８４

8８９

８２５

。
。
（
【
）
‐
牝
・
‐
守
『
）
（
〉
夕
。
一
句
Ⅱ
０
‐
》
つ
へ
］
朕
『
・
ワ
リ
（
〉
”
〃
〈
）
劇
少
『
‐

副
“
“
心
・
唱
廻
”
如
朋
班

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
０
（
一
再
歴
）
’
０
【
叩
Ⅲ
）
』
△
『
日
日
ロ
Ａ
卯
一
今
▲
ア
『
Ⅲ
〕
』
．

“
“
・
墾
諏
塞
羽
．

１
１
１
１
１
１
震

1５６

１５Ａ４

１５０７

１４１９

１４６１

１４５９

１４４０

１５７１

１２６５

1８５

１８j1

1ス５１

１Ｚ２８

１ス0６

１６６０

１５７９

１４．５９

１４０８

1ス８

１８０７

１Ｚ2８

１６１５

１６５４

１４１４

１４８９

１４５７

1５５７

1１１４．

２５５

８
６
０
７
８

亟
巫
里
鬼
頚
翠

１
１
１
１
１
１

Ｒ
）

理
６２２１

２
１
…
９
．
７
？
８
．
９
句
▲
，

翅
ｒ
理
則
則
殉
則
財
：

１
１
１
１
１
１
１

７
７
７
５
．
５
３
０
９
２
、

廻
蛆
巫
理
迦
迦
返
則
刑
：

△
「
０
５
。
『
Ⅱ
■
Ｐ
・
・
西
『
１
８
△
『
０
０
ヨ
「
１
８
△
『
１
０
。
■
已
凸
０
臼
「
０
，
▲
『
Ⅱ
０

Ｒ
）
丁
。
つ
」
．
．
◎
』
７
匁
Ｉ
。
（
ソ
．
『
ノ
八
『
ワ
コ
テ
コ
Ｒ
）

理
》
躯
一
理
・
－
ｍ
尹
翠
右
則
射
列
一
列
叩
〃

１
１
１
１
、
１
．
Ｉ
１
１
１
１
１

1２２１

1２２６

１１L2０

１１２０

１１L1９

１’1７

１２１５

１１１５

1212

●

▲
Ｕ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
ｊ
●

７
１
０
１
８
２
１
１
８
８
８

夘
蜘
珂
射
則
郎
射
如
則
醜
的

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
６
６
「
６
ｒ
４
５
５
１
５
１

四
則
則
蜘
即
刻
列
蜘
〉
如
知

１
０
１
１
４
０
．
ｑ
ｌ
△
０
０
１
０
１
０
１
１
合
イ
ー
■
Ｉ
Ｄ

1８９５

１”１

１１０８

１１０７

１１０６

１１L1２

４
５
１
０
０
９
０
６
５

理
躯
迦
迦
返
Ⅳ
”
亟
郎
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
６
５
５
４
３
２
８
７

辺
亟
理
翠
迦
蛆
返
罰
則

１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
７
６
７
５
２
１
９
７
１
５

迦
亟
迦
迦
亟
一
返
返
則
蜘
即
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
１
２
８
０
８

返
迦
蛆
蜘
返
瓢

１
１
１
１
１
１



昭和４５年５月

洲点番号 Ｔ１９１Ｔ１８

呈二汁:三二
Ｔ１５１Ｔ１４ Ｔ１２

－－－

５３~455？ろ５－５２ｐ位|聖緯
一重_L五-－－逢
観洞１１月日

開始・痔刻

甜終『了時～刻

風向・風ロカ

雲，量

天気

気温

妄（’圧

波〆渡

ねり

水色

濡明慶

548-410154-415 ５４－．oz０

１５９－５８０ 旧９－５６， １５９－５１L５

川｜

W】

1う９－４７５

〃

１１２５

１１５８

ＳＷ２

７

ｂｃ

２２］

１００２８

１

１

旧一
５
５
２
６
０
Ａ
０

幅
墨
Ｗ

１
２
１
１
５
２
８
２
。
５
，
召
６
８
７
７
６
７
５
２
０
０
．
０
０
９
＆
５
８
０
４

１
幌
疋
．
お
お
露
剤
卵
８
β
ろ
Ｐ
迦
〆
亟
理
理
迦
則
則
郎
叩
知
的

〃
１
１
ｓ

１
１
１
１
１
１
恒
洞
２
６

卯一
５
０
２

〃
吸
醐
Ｗ
加
Ｃ
叩
恒
１
１

・
２

Ｓ
０

ｓ

Ｗ

ｍｉｌ

卯
釦
敞
６
Ｃ
咽
ｍ
１
１
４
０

ｂ
２
０

７
５
１
５
７
９
‐
８
８
５
５
８
５

弱
弘
期
加
型
田
々
弘
萌
辺
、

〔
己

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１

〃

１７８３０

１８０６

ＳＷ２

７

ｂｃ

ｌｌＬ８

１０１ｄＤ

１

１

〃

２００５

２０４０

８８Ｗ２

１０

Ｃ

１１７

１０１０５

１

１

■□

０

１０

２０

ろ０

５０

７５

１００

Ｔ５０

２００

５００

４００
－￣－－

０

１０

２０

５０

５０

．７５

１００

１１．５０

２．０５１

う００

４００

１Ｚ５

１６６４

１６５２

１５８１

１５５４

1６１

１６５５

１６１５

１６．１２

１６０７

１６０７

２０６

２０８８

２０]6

1.245

1869

17111．

1６６８

１５５５

１１６７４

１１０

１８１１

１Z,６

１Ｚ65

1665

15ｺ5

1422

15Jf９

１２００

１０２０

６．．．０゜

848「

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
・
〃
一
ｍ
．
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

Ｚ
．

８
２
６
１
２
１
９
５

水

２匹．

温 妬
頭
肥
皿
価
一
種

１
１
１

５
６
７
９
：
７
’
１

1５７８

１２７０

１００５

８０５

６７５

１９１９

１１１９

１１２０

１２１８

１２１７

１１１４

１２１４

１２１５

１１１２

１８１７

１８１ヨ

分６９１．１６

495１，１コ、

℃

１０７２

８５４

１，(24

1,21

１９L22

1R21

1221

1221

11L21

1217

1R14

1２０５

１８１９

９
８
０
０
．
２
シ
２
５
５
２
５
１
１
８

殖
・
巧
・
唾
・
蛇
躯
Ｊ
処
胆
｛
迦
返
・
財
鋤
知
的

２
５
４
５
５
０
８
５
０
９
５

鬼
理
蛆
翠
、
返
蜘
瓢
蜘
卵
”

１
１
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１

１１２２

１２２１

１１２４

１２２６

１２２７

１２２５

１２２５

１１１８

１２０９

１１１８

１２１９

１１２０

１２２０

１２２０

１２１８

１２１６

１２１２

１，０９
･－…●U

11LO5

１８，８

ＩＦ

塩
１，１９

１１１９

１１１８

１１１８

１，１７

１１１７

１２１１

１２０４

１８１７

１８９１

素

量

%ｏ

－３２



ｏ－０９５１１５９－Ｕス０

]5５０１０ス6Ｕ

０６０５Ⅲ応Ｄ８ｐ

L」

『
】

]1０５１１０１０

｜

」

ヲ１１１６囮

，ＬｎＲｌｌ６./Ｃ

４８

－
‐
』

９１０５１８

2２０１１'９

ｑＤｑＩｑＯ

｢

L｣

乳２０１１。

Eｌｌｌｇ

21.51１９ＩＯＥ

9１０９１１゜０４

2００１１８９６

d，９１１８９４

－３３－

Ｔ１０ Ｔ９ Ｔ８ Ｔ６ Ｔ７ Ｔ１ Ｔ２ Ｔ５ Ｔ４ Ｔ５
一言

鍋-5Z５

－７￣

54-165 5４－２６５ ５４－５６５ 54-う８０ ５４－４５０ 5４－５４， 54-215 34.-020 ３４－１弱 3４－５０，

1５９－O妬 １５９－oz０ 159-06｣０ 1５９－０４５ 1５９－１００ 159-055 1５９－２８５ 1５９－５１， 1ろ9-285 １ろ９－２１５ 1５９－１５０

０
５
２

〃
脳
川
Ｗ
加

Ｓ

Ｒ
妬
旧
１
１
５
０
１

１
１

０１
●

■
。
Ｄ

Ｃ
Ｊ
０
‘

●

０
５
２

〃
唾
卿
Ｗ
加
Ｒ
側
、
伽

Ｓ
松
０

ヴ

■
句

１
１
４
７

Ｌ
古
■
△
｜
■
ロ
Ⅱ
四
口
■

１

０
８
２

蜘
弘
Ｅ

〃
０
０
Ｎ

Ｏ
Ｒ

１
加
旧
１
１
４
５
１

１
１

０１

０
２
２

扣
旧
図

〃
１
１
Ｎ

Ｏ
Ｒ
２

１
６１

００１．
０
１

１
１
５
０

１

〃

1２０５

１２４０

ＮＥ２

●

1０

Ｒ

１６｣、

1０１１０

Ｄ

Ｃ?

１

１

頁
、グ

1１

０
０
２

〃
極
剛
晒
０
丑
４
０
１
１
５
２

６
０

１

１
’
１

：
０

１

０
５

１
０

５
２
０

５２９０

１ｓ
８
０
０
５
６
８
１
１

０１

０
１
４

。
●

６１

〃

１１ｐ０

１１．４０

ｂ

Ｓ１

６

Ｃ

．、１１L５

Oひ

｡１０１８５

０

１

４

1５

〃

15.40

1407

Ｎｎ１

ｂ

６

０

1１６

1０１８０

１

１

４

1５

０
７
２

串
弱
Ｓ
４
ｃ
８

〃
１
１
ｂ

０２

０
１
１
５
０

８
１

１０１

〃

１Z２５

１８ＤＯ

ＳＷ２

ｂ

６

Ｃ

１７１７

1０１８，

１

１

４

1５

い

中

19L１

1105

1874

7１

1811

1627

1620

1562

,.Ｐ

↑220

”５

Z7１

０
４
１
１
７
８
８

胡
幻
”
印
『

（
〕
ザ
．
▽
〃
ご

｛
院
）
，
戸
埆
〕
４
１
５
２

８
１

５
５
１
８

四
１
．
１
１
１
１
１
１
１
１

６５６

1６８

1６．７５

１６６６

16J1５

１５１８

１５J'３

１４５８

１５０８

１１１８

Ｑ２２

Ｚ６５

1６２

1６０６

１５７７

１４１０

L14wl3

毎ヶ⑥

1２５７

１１８９

１０５１

１０２４

829

６６１

５
０
９
７
５
８
８
２
２
２

６
２
１
６
１
５
５
５
３
，
６

６
５
５
４
５
２
１
０
８
８

１
１
１
１
》
１
１
１
１

７６１

１
８
５
４
９

＄
巫
哩
弘
塑
，

１
１
１
１
１

■

1６４

1５１６

１５９６

１５，５

▲

1５６４

１３４１４

６Ｚ１

７
７
４
５
８

羽
加
錨
廸
団

１
１
１
１
１

１４４１

７
７
７
９

雛
”
帆
返
⑬

１
１
１

●

勺
■

1８５

1Z４１

1６７７

１６６７

１６５１

１４２５

１４５９

１５△８

１２６０

17L７

1６６８

,１６４５

1６２０

／１５７１

１５jも

１４６５

1５２８

１０４１

１Z２

1５９９

1５８９．

1５５０

１５５８

１５５１

１４５０

１５，４

11.83

０２
〆
２１

１２２１

１
１
１
０
８
３
９
０

蛆
、
蚫
躯
迦
射
肘
知
叩

１
．
１
１
１
１
１
１
１

９９８１

７
７
７
４
７
７
４
８
４
６
４

澱
、
蜘
列
如
蜘
則
列
叩
如
印
顕

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
４
２
７
６
４
２
９
６
９
６

蜘
列
瓢
邪
則
即
珂
則
如
如
”
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

●

白

1８１４

１８１８

１１００

1別１

１２１２

１:９，９

↑＄,0８

:１知５

1９０１

１８９６

1８１８
､●･

１２０１

1８１９

１２１２

１１１５

１２０９

１１０８

１日０５

ぞ１１００

１８９５

１８,ろ

１８Ａ９

ｊ８１２

１８１８

１”６

1２１０

刊蜘０

■

ｋ’

1，１５
●

●

1115

1116

11,8

:１９/1５

1瓢６

ﾛU●

７．.0

８
８
０
８
８
７
６
２
７
９
７

列
・
則
迦
朗
射
則
飼
即
》
知
的
顕

１
曰
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ス
ジ
◎
グ
Ｒ
〕
７
Ｊ
つ
ノ
Ｒ
）
頁
）
尻
）
勺
Ｉ

蛇
則
財
如
既
知
射
朗
財

１
１
１
１
１
１
１
１
１

1219

1120

1219

1222

1120

1122

⑤

１２２１

1114

1214

９
７
７
７
７
６
汀
：
４
９

”
瓢
蜘
甸
・
蜘
蜘
則
瓢
へ
評
（
蜘
知

１
１
１
１
１
１
１
１
１



昭和４５年６月

Ｔ１５

５４面２２５５４－Ｄ７０弱－５２０

１ヨ９－５２，１ヨワー5ｏＤ１５９－５１５

0
１
】

RｂＵＩＺＺ４０１０５m

３１ＺＬＩ ｡８１、

ヨ
ハー
Ⅱ

１
口
△

【
】

〕’ｌＵＯ９１１００９１１０１０’１０，０」ＴＬ

６１Ｚ４Ｕｌ２６８１２４m

９１２BＢＯ１？』、1ｌＳ９ｌＺＪ(】］Ｈ１２さ1】？

］５’２０６８Ｉ１ＳＪ８４１２５６

B６ＵＩＴＳ２Ｕ２１２５とじ

Ｉ

!］ｌ１Ｅ Ⅲ4４５４１１Ｚ，

「
】

６１１８０１１１２９８１１６

]５巳１１０６０１１．１０］凸

E■なｌ‐Ｌ」

。｡１℃

2１９１１２１８１１２１８１１叉１９兇１６l1y

５２１６ｌＴり ３ｌｌｙ１Ｅ

２１△１１，１s１１９

[］句'１勺【． 」勺【】」、Ｌ］

コイ０１勺Ⅱ」 ，ZJB１１９？[1１１１

Ｌ】￣臣Ⅱ､司氾」
21:８１１り

ｦ1０９ｌ１ｇＬ１;ＵｌｌＦｇ 。「］八Ｉｑ５ＯｒＨＥｕィ【」

２０召１１，０７１１’０４lＴＲＴ６

3９８ｉｌ８１６１１８，Ｂｌｌｙ

３９８１１８，９１１８，７１．１８９kｇ

'2.6卜

－３４－

《

点番号 Ｔ１９ Ｔ１８ ｒｌ７ Ｔ１６ Ｔ１５ Ｔ１４ Ｔ１５

位

置

q口

北緯

東経

ﾖ４－４１．０

１５９－ｦ6０

54-415

１５９－４Z５

5４－５１５

1５９－５００

54-225

159-52,

－０ZＯ

1ヨ9-560

ろう･-520

1５９－５２５

5５－５４５

140-060 1５９
￣－－－

－う7，

日
刻
刻
力
量
気
温
圧
渡
り
色
魔

月
時
時
風

測
始
了
，
同

ね
明

譲
關
』
終
《
風
雲
天
気
気
波
う
水
透

ザ
●

Ｉ
０
Ｆ

７
０
５
１

６
蝿
、
〔
□
２
０
４
１
１
１
４
８

５
１

１

０
１

ｂ
２
０

●

１

５
０
１

但
皿
Ｗ
２
ｂ
０
１
１
１
４
１

〃
１
１

ｓ
〔
▽
』
〔
叩
Ｕ

〃
＆
。
分
■
０
．
．

１

１

〃

15.10

15.4２

『ＳＷ２

２

ｂ

236

1０１０

１

１

４

2５

01

〃

1４５０

１５２５

ＳＶＶ２

６

ＤＣ

242

1０１０

１

１

４

1８

〃

１z27

1z58

ＳＷ２

◆

６

ＤＣ

256

1’0０９

１

r、

▲

４

２２

０
５
５

〃
柵
・
理
Ⅶ

》
Ｓ

（
◎
Ｃ
Ｆ
Ｄ
。
〃
ワ
ら
ワ
」
一
一

ｚ
〕
ｎ
Ｕ

ｏ
』
ｎ
Ｕ１

〃

０
８
５

迦
加
Ｗ
８
Ｃ
２
０
２
２
一
一

ｓ

５
１

２
０
１

■
●

●

水

温
●

℃

、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

艀
１
２
３
５
７
０
５
０
０
ヱ
０

▲

中
９

句
、

１
１
２
５
４

２０７

1２８７

1２

１Z7６

１６３６

１５４５

１４６５

１２１４

１１２０

８７５

6７０

1１６

1８６７

1ス4１

1６６４

1６０５

１４０５

１５２８

１１．０５

２７８

８２５

6６５

208

２０５２

１２７７

１８７１

１Ｚ４７

１５Ｄ２

１５Ｂ４

１２Ｄ２

1０５５

７U62

566

212

20ｊ８

１８５５

１Ｚ０召

、,0

１５７５

1４２４

９５

１１Ｚ４

１０６Ｏ

8Ｊ１

６５５

256

2５，９

２１２１

２０６８

１８６０

１ス２７

１５ろ０

１２５６

ＩＣ １０１６

８５ﾖ

ｽﾖｱ

９
５
４
２
７
５
１
２
１
５

如
：
塞
憾
肥
如
犯
則
印
刀
切
朴
翠

ワ
」
２
２
１
１
１
１
１
１
１

９
５
７
２
７
２
８

鍋
犯
．
麺
．
弘
、
加
劉
四
”
；

、
」
？
』
「
〔
色
〔
二
ワ
ー
。
‐
』
（
△
４
１
，

ゾ

ヮ
ク

塩
素
量

’
０

％
庁
、

伽

ｒ
◆

〃
〃
〃
〃
．
〃
〃
〃
〃
Ⅲ
‐
〃
Ｉ

ｎ
〕
ｎ
〕
〔
Ｕ
ｎ
〕
ｎ
Ｊ
貝
）
ｎ
Ｕ
ｎ
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
ｕ

１
２
５
５
７
０
５
０

０
０

１
１
２
，
３
４

８
７
７
９
８
６
５
１
６
０
７

即
即
：
蝿
，
蜘
飢
朗
知
蜘
如
如
朗

１
．
１
１
１
１
・
１
１
１
１
１
１印

人
〕
人
〉
広
）
Ｒ
）
Ｚ
型
Ｚ
Ｊ
、
二
Ａ
〕
ｚ
Ｊ
．
（
ソ
Ａ
〕

叩
叩
如
列
則
即
則
叩
如
、
師
的

１
１
１
；
１
１
１
１
１
１
１
１

６
５
６
７
９
６
５
９
５
８
８

１
１
１
１
１
１
１
０
０
９
９

２
Ｑ
２
９
２
２
２
９
２
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

躯
躯
却
”
班
（
躯
洲
輌
諏
堺
軒

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
６
５
５
４
．
６
７
０
４
８
７

１
１
．
１
１
１
１
鴎
１
１
０
９
９

２
９
２
９
．
９
只
只
Ｑ
２
８
８

△
Ⅱ
０
ぐ
０
０
．
幻
０
８
，
剤
曰
８
ｎ
０
０
・
心
Ⅱ
０
．
■
０
０
虹
Ⅱ
０
『
０
０
△
０
０
｜
石
Ⅱ
０

●
●

１２１８

１１１７

１２１４

１，１８

１１２５

■０Ｇ

１,(2２

１２１８

１１２４

ｔｌＴ６

１２１５

１８９９

１２１８

１２１８

１２１８

１２１９

１１L20

1225

1g[22

1Ｑ2５

●

州
Ⅱ
叩
．
”
．
．
”
脳
一
報
舶
〆
Ⅷ
躯
川
畑
へ

１
１
１
１
・
１
…
１
１
１
１
１
１

↑
一



□

５４－５０， ５４－２１５ 皿］１９［
9Ｌ

１”－０４５ １５９－１５

唾２
５１５１１召９－５１n’１５９－２８

うり

、Ｉ１z００１０８２０１１０］０１１２０Ｕｌｌ４１ｊＵｌ１６ＤＣ
]８Ｌ

９１１４５［]８５０１１０

『】

ロ
。

、ＣＩＬ

n４ｌＺ４ＡFＭz２Ｌｌ。

］ｍｌｌｌｌ(」]DＲＩ１００８１１０１１１１［ＭＯｌ１Ｏ１０Ｉ１ＵＵ，

］

］

]２l２０ｄＫＬ｜ＺＵＡソｌｌＨL】ＩＤＬ】

､２７１１６８９１１６８９１１５８０１１皿６１１Z６１」１８３６１１８７６１１８８８１１２４５１１８４

8Ａ２１１８７４１１１
]Ｏ２１１ｂＷｌｌｏ､jｑ 。１ｕ□

ヨヨ４１１８５８１１巳６－５１l１４Ｒ１Ｉ１６５Ｃ

ヲ１１５２８１１６F６3９１１スＵＵＲＦ１１１４`4０１１５４８１１４/Ｕ

iｎｏｌｌ５Ｄ８１１６５０１１４日８Ｉ１Ｃ４１３６l１５０７１１４ｂＬ

ゴ１１ｑＡｌｌ４４Ｃ

つＩ句弓Ｃ

ｄ戸

０５２１１，６９１２５２｜ﾇｦｭｌ１Ｕ

ｉ１

Ｌ」8４５１８ＤＢ

6７９Ｉ６７ｒＵ

コイエーＩｄＵＣ

9０９１１８９９lｔｌＨＯ’１８９Ｊ１１１

9，７’１２１０１１８１９１１叉１Ｕ。勺几ＩＴＩ」

コイ二Ｉ勺屯。ｐ1１勺四

①名八１ｍ□
①■ｆＩＰＵ上

卜ｌｌｌＲＩ６ロ勺曰１勺［Ｅ】、冬ⅡＯＴＬ」L］ＩｄＵ【。

9１０１１９１６１１ソgＬ１６l１ｙ８１１９
[2石トロⅡ可Ｌ」

〕１０１１２１６１１ヲ

9ｎＲ’１９０９１１２１２l１ｙヲＯＯｌｌＣ ＤｌｌＨ１Ｕ

DＦｌｌｌ９０９１１１１１l１２Ｃ2Ｕ，１１９０６ＩｉｌｇＬＤ５ｌ１Ｒ０６ｌ１２ＵＡ

３９９1,5 ]１１１日Ｕ２１１F

３９８１１８９９１１８，８

－３５－

Ｔ1０ '1V， Ｔ８ Ｔ６ Ｔ７ Ｔ５ Ｔ４ Ｔう Ｔ２ ⑩１

３５P-510
54-16U5､ ろ4-265 34-565 54-580 ろ4-450 3４－５０， －１１５ ・５４－０２０ 5４－２１５ ３４－５４０蝉

８
５
６
０
８
．
０

５
２

５
２

８
Ｗ

０
》
鵬

ｑ
〕
径
》
ｎ
浬
（
Ｕ
列
Ｉ
１
０
戸
。

５
１

２
０
１

０２

1３９－０７，

５
５

Ｊ
４
１
１

〃
１
１

ワ
』
．
Ａ
〉
（
し
○
吋
、
ｎ
Ｕ
ヘ
ム
（
壬

５

〃
ｂ
四
ｍ

Ｓ
１

１

1５９－０６０

〃

０
肉
色
〔
。
征
）
ワ
』

〔
四

５

Ｗ
５

２

１

ｓ

的０１

１
１
５

Ｕ２

1ヨ9-045

〃

１４４５

１５ｊ７

ＷＳＷ２

ワ
ー

８

Ｃ

1００８５

１

１

５

1１

1ヨ９－１００

〃

1５５０

ＷＳＷ５

８

Ｃ

21.8

1１００８

２

１

４

2０

1３９－０５５

〔
Ｕ
ラ
ー
ウ
」
〔
【
）
〔
し
ｎ
］
、
。
幻
Ｉ
４
１
区
）
■
Ｉ

２
０

加
而
Ｗ

１

◎
」
０

〃
１
１

１

ｓ

1５９－１５０

９６
０
０
１
７
Ｃ
Ｊ
１
０
０
４
４

勺
』

理
砺
Ｓ

１
１

２
０

０
０

１

、

159-215

０
５
１
４
ｃ
２
１
１
１
４
８

，
砥
Ｓ

３
１

１

ｂ
２
０

〃
・
１
１
１

159-285
０
９
２
６
０
５
１
１
１
４

印
璽
Ｓ

ｂ
室
、

〃
１
１
１

０２
１５９－；1ｐ

０
０
１
４
Ｃ
４
０
０
１
４

如
娼
『
己

６
１

ｂ
２
０

〃
１
１
１

１２

159-285

ｎ
〕
〔
Ｕ
１
Ⅱ
ｏ
一
鴎
Ｕ
４
角
ヨ
ー
ｎ
〕
■
Ｉ
八
『
１
０

列
『
■
Ｉ

９
』

釦
“
四

つ
｛
ｎ
〕
．

〃
１
１

１

ｓ

１１。
』

７２０２

２
８
…
８
５
２
「
２
２
５
７

．
ｍ
躯
．
氾
砠
胡
，
畑
閲
皿
砠

２
１
１
１
１
。
１
１

勺
．

。
●
●

■
）
０
Ｐ

９
．
７
８
０
６
６
７
９

随
“
斑
生
田
“
頚
至
｛
灯
」
、
｝

１
１
１
１
１
１
１
１
１

1２６

1６８９

１６４２

１６．５１

１５４８

１５０７

１４４０

１５２１

282

Ｍ５

６７９

1８５

１５８０

１５１６

１４８１

１４７０

１４５０

１４Ａ２

１２１９

２９２

８，８

67F０

11ﾂL５

1２４６

1８１１

１６５０

１５７５

１４５５

１４１８

11.91

１０２召

8うO

7L29

凸
●

１
０
。
〃
八
『
．
７
Ｊ
ｎ
ｏ

ｏ
Ｊ
〃
。
、
二
Ｚ
）
、
」
Ｒ
】

→
人
『
人
Ｒ
）
・
△
一
。
ワ
』

１
１
１
１
１
１

1８７

1８３６

1Z1７

１６７８

１５８９

１４０９

１５５６

１１１７

１１．７５

６
８
４
８
８
８
３
７

▼
。
マ
イ
・
久
公
ｚ
】
ｎ
］
〔
ｕ
貝
）
ノ
。
頂
）

。
《
Ｒ
）
（
□
口
）
▽
人
Ｒ
〕
ｚ
）
（
＆
ハ
ニ

１
１
．
１
１
１
１
１
１
１

０

202

１８８８

１８７４

１８５８

１Z２９

１６５０

１５５８

１５２５

１２３７

頁
〕
頁
）
△
△
（
。
〔
。
Ｆ
Ｄ
〔
二
Ｒ
〉
ｎ
冬
Ｆ
Ｃ

Ｍ
弘
躯
団
塊
咽
引
嘔
蒟
似
加
鐘

２
１
１
１
１
１
１
１
１

204

1８４５

１８０５

１Z8２

１６１６

１５４９

１５２６

l916

1R14

1則５

１２１５

191Ｒ

1２１８
ｒ

ｌ９１４
１『

1109

1知9

1819

1898

ろ
う
薮
；
２
：
血
１
割
Ｌ
イ
Ｌ
Ｉ
６
作
．

則
財
〆
珂
列
・
瓢
一
郎
汁
瓢
・
呼
出
即
》
：
知
．

１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
２
召
５
５
５
５
．
２
ろ
１
認
８

如
剥
則
則
・
瓢
則
飢
ｉ
則
」
如
旺
胴
如
『
』
師

１
１
１
１
１
１
１
１
、
１
１
，
１

1８１９

１１０７

1112.

11L1３．

１２t４
．：

1２１４

１Z1４

１ｇＬ１０

１１０ろ

１知２

１８１９

０
０
ｚ
）
〃
。
Ｒ
）
｜
〃
。
４
０
△
△
０
．
Ｒ
）

射
射
財
蜘
則
則
則
瓢
知
如
餌

１
１
１
１
１
１
１
Ｆ
１
１
１
１

1８９７

１８１１

１８１４

１５１１う

１９１２

1１１１

1111

1叉10

111ヨ

1２１５

１１１４

１２１２

1２１１

11LＯ８

１１０８

111う

１”Zl

l21ろ

1:212

１２１１．

１，２１０

１１１０

１１０９

１２０９

５
５
う
４
８
６
６
２
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１

駆
叩
駅
岬
遜
叩
ｗ
率
諏
野
師

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ズ
ヨ
ヘ
ニ
ｏ
」
４
〃
。
反
〉
〃
坐

射
蜘
則
飢
罰
蜘
印

１
１
１
１
１
１
１



昭和４ヨ年７月

BＵ１５４－４５Ｅ

１５，－１５０ １５９－１０， １５９－０４５ １５９回０６，１５９＝０５５ ＯＺＵＩ１５ｇ 【】

、驍』順

９１ ]ＳＯＩ１ワＯＵⅡ１月さ{］ラロヨ

」Ｉ１４２０１１６

］ｌｌＬ .’

【
ｈ
】

Ｌ｣

U１４ＵＩ１０１４Ｄｌ１０１４ＵｌｌＯ１３Ｉ１[」Ｉ１Ｄ１Ｈｚｉｕｌｌｎｌ丙、

0

]８ｹ１２２１６ｉＺ［

]ＨＦ3８１２０１２１１日８８１２０つし0

ＲＩ１２６９１１Ｚ５６ｌ２ｐＵ１１１６ ｊ６ＢｉｚＵ５Ｕ
Ｆ
－
」

汐４１１ﾇﾉ８

ａ４１１８８６L」 ､且ａ

6６１１６１j４

］」１４１］ＤＣ

「
－
－
－
．

Ｆ
Ｉ
Ｌ ６１１０日

no lソ５ Ａ１１１mｙ１１２６卜

ヌ５８１１０８２１ＳＫＢ。Ｉノペ」［。

］Ｕ

３９１１１８６７１１８８０１１８，４１１１６９ヲＯ[］１１３９」

３８０１１８８５１１８，４１１別」 ｡ｄブ凸と１１［」

PｌＱ５１１９０召’１Ｒ９２Ｉ１９１６１１８９５１１８９６１１２Ｕ

９１Ａｌｌ９Ｏｇｉｌ９ｎＬ只UＩｌｌｌ９ ヲ0９１１９

ソＩ２，２１１，１０１１９ ヲｌｌｇＬ１８１１１

ｦ0７１１９１４１１９
E］＜ＥＩｑ［」

２１９１１日１６１１９？Ｕl１ｙｌＵ 叉ＴＵｌｌ９１Ｓ１１９

９１肩l１Ｑ１４l1gLIl92Ｕ８Ｉ１Ｒ１１１１１ ソＵ９１１９

１
】

，I１ｎｌｌｍ７１１５２UV9Ｕ７l１ＱＵＣ RＵ６１１日

妃１１１９０Ｒｌｌ９０ＦｌｌｌＱＯ５１１１０１９Ｕ台１１９１」[］

Ｊ１ヲ０１１１１，

－３６－

ITJ■
f

Ｕ

JEJlT

Ｔ５ Ｔ６ Ｔ７ 'ｒ８ ｒ， Ｔ１０ Ｔ４ Ｔ２

3４－５００ 54-う8０ 54-450 ;４－３６５ ３４－２６５ ろ４－１６５ ５４－１２５

-

54角213

1５１－１５０ １５９－１０， １５９－０５５ １５９､.Ｃ４５ 1５９－０６０ １ろ９－０ズ０ 159-215 139当31J0

〃

ぐ

1５５０

１４２０

８２

1０

Ｃ

255

1０１５．０

１

１

５

1０

５
５
１

副
１
ｍ
己

〃
１
１
Ｓ
Ｅ

０
０
６

１
１２

５１１０１
１

１
１
４
『
。
１

１
０
６
１

而
頤
剛
：
Ｗ
犯
Ｃ
Ｊ
Ｄ
０

２
１

２
４

１

１
１
４
６
１

〃

1０５０

１１．１５

ＥＮＥ１

1０

Ｃ

24」

1０１４０

１

１

４

２１

〃

1２，０

１５，０

ＮＥ１

1０

Ｃ

253

1０１４０

１

１

４

2１

1８５

ロPＣ

1Z88

1Z78

1スヨ７

２０１９

１６０７

１２２５

１１．４４

１０８２

8５６

↑
Ｄ
Ｐ

塩
素
量

０

％

、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

１
２
５
５
７
０
５
０
０
０

１
１
２
５
４



－－

塵
ろ４面２２５ 】VIP］Ｉ凸凹

９－２８５１１６９０割｣ＢＺｂｌｌ６９－召６１Ｊ９－尺ワＵ１１４Ｄ－Ｏ５［９－５６Ｕ１１.うり

Ｊ６ＡＯｌｌｎ］ｌｌＯ６ＬＩDＵ ］１．Ｕ５ＡＪＵ□

「１

L｣]４４５ＩＵ８ＩＵ 4ＳＩＩ］１１５コ［DlUld

］ｌｌＣ

、
』

０１，

ＤＣｌ四

。ｌ１０１５０１１０１５Ｕｌ１０１５０１１Ｕ１ｂＵ

１１zＡ６

ｄＨＪｌz4H2６８１２２ｺと ４缶LＭＭ

4ノＵ
「ｌ

Ｌ」ヨゾ(J１Ｚ[胆8

６４１２０]Ｕｌｌ６

uｇ］6AＭ 。[〃Ｉ．▲】

jｉｌＺＬ６８１２１．９１Ｚ０，９１１１９１141］ ８６１２Ｕ

6８１２０７６１２０６１１１８４６１１５９０１１ヲヲＩ１８輿

］’１２８７１１６８０１２００５１１１ ］＆

？８１１ｂ９９4６１１４，と６ｙｌｌ４ｄＱ

。｝．②

[」１９

汕召’１８，１１１８９２１１８８１１１８５８１１８週ｺﾞノム１１８９／ｌｌ５ＢＢＩTｙ１ＵｌｌＵ

3９６１１８９２１１８８８１１８２７１１８８０１１８｣日3８９１１９，９１１８１０

,Ｕ４１Ｔ９０ＵｌｌＲＯ５l１ＵＺ６１１ｕご◎｜ＩＣ□qｇＲｌｌＢ８７１１８mｌ１１１９

。○１１１９０７l１８ＢRＵＢ１１００１１１９ 8９５１１８Ｊ６

。勺●１勺□
ｦＵ５１１９ ＲＯＳｌｌ９,ＵＩ１９

[ｺイ＜Ｉ可四
ヌＵ８１１９ ２１１１１９２０１１リラｎｌｌＱ５Ｄｌｌｙ

９１。ｌ１ｏ１Ｕｉｌ９？９9１１５１１９１９１１２２６１１１２６１１２ｓｏ’１１

２２８１１ヅ，L１Ｕｌｌ９１１l１９２Ｕｌｌｌ ｦlＳＵｌｌ９

■
Ｉ

，OB１１９２１０ｌ１ＳＨＵ８１１RUB１１９

9，１１１９ソＵ卜ｇＩｌＴｌｌｇ

９０，ｉｌｇＩ】［２０５１１８９９１１８９９１１又Ｕ

－３７－

五

４
９
１

５
４
９
．
０
４
且
５

辺
叫
砒
知
９
Ｄ
ｆ

ｍ
肥
』
知

・
６
５

２
１
１
１
１

１
１
１

６
９
２
１
４
８

ｍ
亟
亟
蛆
蜘
如

１
１
１
１
１
１

旧

''１９ Ｔ１８ Ｉｒｌ７ Ｔ１６ Ｔ１５ 面１４ Ｔ１５ ｒ５ Ｔ１１ 'ｒｌ２

－

３４－う4m 54-41ｐ ３４－４１５ 34-515 34-225 5３－５５， ３５－５２０ ５４－０Z０ 54Ｈ〕２８ ５５－５Ｚ５ ろろ-455

139-285 159-560 159＝4７１５ 1５９－５０， 159-52ｐ
｡

●4

140-050 159-515 1５９－５６０ 1ろ9-285 １５９０－０妬 15,～ろ6０

●

〃‐

１００５

１１．１０

Ｓ廷１

ｂ

５

Ｃ

258

1０１５０

１

１

４

１６

〃

1２１５

１５１０

ＮＥｌ

ｂ

２

５

Ｃ

255

1０１５０

２

１

４

1３

０
０
３

〃
哩
咽
Ｗ
ＮＮ

５
０

１
４
Ｚ
５
０

〃

０２４１

５４
’
４０

〔
Ｕ
０
頁
）
』
マ
ゥ
ワ
』
。
△
４
．

１
４

２

２
Ⅱ

ヤ
コ

ＷＳＷ
５
５

別
画

１

７
ｃ
５
』
５
２
４
６
’

ｂ

４
０

５
１

２６
０
４
５

ｂ
２

◆

１０１

２
２
５

５２

２５０

247召

2４５４

２２１７

２２，５

２０１１

１８４１

１６８０

1４４１

1２４７

１０５５

247

2４６１

2451

25.70

25」９

２２６８

２１６８

２００５

255

25j７

2441

255う

２２１６

２１Ｊ９

２０７６

１１５４

１Ｚ4６

１４８１

１１ゴ０

－２５１

2487

2414

2548

2265

2019

2０６１

17L7５

１４１８

１２５２

27召

25,

2412

24ｊ4

2529

21.95

１１２１

１８４６

1５１５

ラ
ノ
〈
了
４
１
句
Ｉ
ｏ
←
一
コ
、
二
〔
色
ｎ
Ｕ
ｑ
０
戸
）

即
如
蜘
如
烈
烈
則
烈
則
飢
叩

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

、

ＣＦＤ

１８８８

１８１０

１８１８

１１１５

１１１２

１１１５

１１１３

１２１０

１２０８

１１１５

１８９９

８
７
７
５
５
１
９
１
「
８
，
１
９

射
躯
明
印
如
郎
則
』
則
叩
、
『
如
師

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８７７

１８７５

１８７７

１８７６

1１

1２２０

１２２６

１２２０

１２１５

１２１１

１２０７

５
６
４
１
７
０
６
０

知
”
知
則
如
蛎
迦
弱

１
１
１
１
１
１
１
１

1８１１

1８１２

１”０

１２１２

１１２４

１９５０

１日ろo

11L50

１２２７

１１１７．

１１２２

２
８
５
５
２
４
７
２
７
８
１

師
明
知
則
理
返
亟
辺
飢
如
如

１
１
１
１
・
１
１
１
１
１
１
１

1８８１

１８２７

１８２６

１８１１

１２１９

１１L1５

１２１９

１１２８

1８５８

１８８０

１８８６

１９０７

１２１５

１,１５

１２１０

１１１５

１２０５

1９０１

1１０２



昭和４５年２８月

｡Ｕ’６４－５８，DＩ５３－５２Ｄｌ５４－０ＺＵ

40-05011ﾖ9-5151159-5601159-2851139.-0,51159-56011a9-1DUI169-10n

ＥＷＩロ迫
Z窪

、’１６、ろＩ０ス2０１０５｡3０５１０６２５１Ｕ6Ａ

1０ａＡｺｽ日０１oＺ１０１０９

ＪＩＬ」

ソ△Ｉ７門
D-つＩ一・

[ｌ１５Ｕｌ１Ｕ
]１３，’１０１５．０１１Ｕ

、
１
１

１
‐
』 ｢１

１｣

」

可
１
１
１
１

３１２４Ｆ
］

３１ｉ２ｂＵ４Ｉ４ｇｃ。！＝も」□EＤＯ▲｡

しLｌＵｌＺＬｊ「可

』

」｢l

￣

団１１Ｊ.□

LＪｌ△Ｚノー〆、Ｉロｕ坐
LJI

9４１
］Ｕ

〕Ｉ１３，T１１４ＬＩ３１１２｣。
L｣

Ｊ１１１．４９△[）ｌｌ４ＨＡＩ］

－ソ９
[】［

8７０8６９１１８６２１１８９つ．l１Ｕ３９１１８９７．１１８Ｕ

Ｆｌ９６Ｉ１ｇＯｚｉｌｌ８１６１１８８１１１８６２１１１ 句Ｊ＿］｝ＩＣ

３９７１１ｇＬＯ１１１８１７１１８８６１１８８０１１１ＬＵ４１１Ｕ.{。

１
】

DＯｌｌ８９４１１９１０１１８８９Ｉ１８９９００ｌ１９Ｕ４l１Ｂｙ

］１１８１９９０召’１９』

．【、丁１勺囮
ヲ、ゾ１１り

９０１１１９２１６１１’

１
１
】

９０９l１ｙ２０８１１５１１
Ｊ

２０６’’１１LL，ID弓１１９「
］

3１６１１１１９１１８１９１１８１，
ｕ［」

９１m｜

L」

－３８－

伜

側点番号 Ｔ１５ Ｔ１４ Ｔ1５ Ｔろ Ｔ１１ Ｔ１２ ⑫５ Ｔ６

位
置 北緯

東 縁

ヨヨー５５，

1４０－０５０

5３－５２，

１ヨ９－５１５

54-oz０

159-560

5４－０１０

1５９－２８５

う召－５ス５

139画－０妬

３５－４５５

1５９－５６０

54-ﾖ0０

1３９－１５０

5４－３８０

159-100

日
刻
刻
力
量
気
温
圧
浪
り
色
度
渓

月
蒔
》
痔
風

Ｉ劇
始
了
向

露
開
了
終
；
風
雲
天
気
気
波

・
ね５
．
水
透
水

8８

0５，５

０５５０

ＳＷ２

。

Ｃ

265

１０１５ｐ

２

１

￣

ヨ

1８１１

〃

0６２５

oＺ１０

ＳＷ２

ｂ

４

Ｃ

281

1０１５．０

r）
←

１

～

〕

2９

ろ４０

〃

0８４５

０１２５

８Ｗう

２

ｂ

214

１０１５jＯ

d弓’
二

１

４

う１

〃

1２５０

１５２５

ＳＷ２

ｂ

。

Ｃ

285

1０１２，

ＦＤ

▲

１

４

5０

1９０

ラ
フ
頁
）
ワ
』
１
０
Ｌ
ｕ
１
０
ラ
ノ
ｏ
，
一
句
皇
テ
コ
〔
Ｕ

○
一
イ
化

５

〃
伽
ｗ
Ｗ

２
１

０

ｓ
１

8１

０ズ2０

oZ55

Ｓ廷２

１

ｂ

２Z１

1０１４５

２

２

ヤ
ー

■』

4０

ﾛ沙

8８

08ｺ；

0”８

ＳＷろ

２

ｂ

261

1０１５，

イ
０

２

４

1５

う４０

５
９
３
４
０
５
０
８
２

川
旧
Ｗ

Ｑ
ｈ
Ｕ
，
、
▲
イ
ー

〃
１
１

０

「
８

１

２
２
４

６１

０１５
、

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

勺
ロ
Ｉ
バ
ヴ
」
一
名
』
Ｆ
【
］
『
Ｊ
，
ｎ
Ｍ
》
｛
【
〕
ｎ
〕
、
矩
〕
ｎ
Ｕ

１
１
２
５
４

１
口
１
１
１
１

・
水
温
℃

、
灘
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

Ｃ

ｆ

１
０
．
４
つ
』
ヂ
コ
頁
）
『
ノ
〔
Ｕ

塩
素

５
０
０
０

１
１
２
５
４

皀章
・
・
０
．

船

８
４
、
５
７

Ｒ
】
（
二
ヲ
氾
〔
ソ

７
人
〒
人
〃
○
Ｒ
）

ｏ
」
勺
・
』
勺
▲
〔
△

９一
○

つ
』

１
１
Ｉ
「
１
１

７

０
２
Ｚ
７

バ
ー
２

2２２７

２１６７

1８７１

６
８
８
５
←
。
８

ｍ
ｍ
“
“
率
則

勺
一
？
』
、
△
〔
二
①
△
イ
ー

↑z４０

１５５３

1８８９

１８９６

１８１７

１９００

１２００

１２０２

１’1６

2７

１８１７

１１LOろ

１２０１

１２０４

１２１５

１２１５

１１L2２

１Ｚ2５

１２２４

11L2１

279

2Z25

2Z18

2Z15

27D1

２６８５

２５６０

１z8５

１４８４

１４２４

15.7召

1８１７

1８１６

１８１７

１８９５

１２０５

１８１７

１RO1

1R27

1215

１ヌ1２

１”０

2Ｚ０

2654

2562

24ＤＯ

１Ｚ５８

１６Ｄ召

1５４７

１５５８

1８６９

１８８１

１８８６

１”O

11L12

１１１５

１gL1う

1２１５

１，●

2Ｚ６

２５７７

２２８１

2０７２

1Z8１

1５５６

１５４２

１２８５

１０３１

Z92

6.62

1８６２

1８６２

１８８０

1８９４

１９L11

1列５

１９L25

1208

1伽５

１８９６

１８１４

１
４
４
．
Ａ
４
「
⑪
』
７
ケ
〃
。
［
Ｕ
ｎ
Ｕ
ワ
』
（
ソ
Ｒ
〕

Ｚ
〃
卵
印
仏
卯
弘
瓢
疋
匁
灯

４つ
」
つ
今
ワ
一
（
皇
勺
』
『
Ｉ
イ
ー
・
イ
ー
４
１
『
Ｉ
４
０

５
３
４
０
．
０
４
５
，
３
３
９
５

盟
如
如
引
迦
翠
一
理
、
迦
則
知

召
Ⅱ
０
■
Ⅱ
０
４
Ｙ
Ｌ
▲
■
０
幻
０
０
イ
ー
。
。
０
８
釘
Ⅱ
日
△
Ⅱ
１
■
Ⅱ
□
『
０
６

250

24ｊ８

２５６９

２２６６

２２５６

Ｚ２２６

１６７１

１５，１

1２２０

巧８

●
Ｉ

５
５
２
９
９
５
１
９
６
９

町
幻
朋
顕
切
印
蜘
如
知
甑

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



F可

［」

］１つ△￣ＯＣ

ｇ－５０Ｕｌｌａ９９－召１，１１５９－２８５１１５９－う６Ｕｌ１ａ，ワーＯＺＵｌｌａｇd５５１１５９－Ｕ４

５，５１０６２５１０１〕Ｉ１４．４９１［ 」９

]ＤＯＩ１２ＬDＲＤ８１１０１６１１５.Ｕ８１１４輿

、Ｃｌ四、１－１］

ソｌＺＢ６１Ｚ８Ａｌｚｏｙｌｚｕ

]１２１１ＵⅡ］１４Ｕｌ？Ｌ」0１１０１１１１０１４Ｉ１Ｃ

１
－
Ｊ］Ｉ５６０１８ム

９１’６ 。０１二・｡□E］ｌ之ｒ】」－１

□ぜｌ近呂
4６

９１『、八Ａ･９，９凶
Ａｌ２２Ｕ，

4呂上づＩｎｏ①

]５９１１８Ａ

⑰Ｉ勺①

]、５１１ツ4８２１１ｂｙ 4６

］’１６９６１１６８２１１ZＵ９６１１５８６１１うＵ／’１６回６

4２
9６l１Ｕ

４{］ソノｌｌＺ迫

３６上‘９１２LＩ

6６９１８６９１２２９１８６０

３６５１１８８２１１２００１１２０２１１６１６１１６3５７１，８６８１１８６４１１５６

３７１１８，８１１２０１Ｉ１５１ＺＩ１５幻8６６１１８７６１１８７０１１８７０１１８８ＵｌｌＵ

８７６１１８８０１１８７０１１８８８１１８８１１１８８４１１８８５１１８１９１１８１Ｂｌ１ＵｙＺｌ１ｂ目

３９７１１８８７１１８９６１１８８９I１１ＬＯ２１１８１７１１８１２１１８９Ｃ8９６１１．９０４１１８

３９９１１２０５１１２０５１１１１ヨ’１８１５１１２０６１１１１０１１２０５１１８１８

『
】

ツⅢ卜９１.ＫｌｌＱＯＢ’１９０８１１９０８１１１L2７１１”６１１２０２１１１

iＡ１０Ｉ１Ｑ１ワ１１９０５１１９，９１１１１０１１２１８

2１８１１ヌ１６２１０l１ｙ、’１９，つ’１９１０１１１０５１１１０９

２０６１１りiｌＵ２Ｉ１９０，１１９０５１１９０４１１２０６１１１

９９９１．１２０５１１９ＵＤＩ１ＲＯ４８９フ’１９００１１８１９１１８１９Ｉ１ｓ２Ｕ９

ｑＱｇｌ１８ｇ７Ｉ１９ＵＯ１１９Ｃ剋ＩＦ8,6１１８５

一Ｒ９－

恋
声

５５ｚ
）

０
」

９０２勺
』

０
９
３
５
１

Ａ
５
９
１
５

８
Ｚ
５
４
０

１
１
１
１
１

９
９
７

”
お
刀

「
Ｉ
「
「
「
Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
「
「
１
１
１
１

￣

Ｔ７
￣

－＝ヨ

54-450
ムーー

139-055

Ｔ８

54-565

159-045

Ｔ，

54-265

１５９－０６０

Ｔ１０

54〒１６５

１３９－０ズ０

Ｔ４

Ｆヨ4－１１５

159-215

Ｔ２

３４－２１５

１５９－５１．０

Ｔ１．

う4口

159-285

Ｔ１１

54-41.0
,か,．’．

139-
9．！

560

Ｔ１８

5４－４１５

159-4だ

Ｔ１７

54-515

１ろ９．－５００

Ｔ１６

ろ4-225

１５９－５２０

９８
。
』
（
。
テ
コ
ｏ
」
エ
リ
。
〉
．
。
△
１
Ｏ
』
４
４
Ｒ
〕

６
１

羽
即
Ｗ

１

つ
』
【
Ｕ

０
０
ｓ

１

０８６

９
８
５
５
Ｃ
９
０
Ｚ
４

，
弧
Ｗ

ｂ
２
１

，
’
〃
△
１
▲
１
（
】
、
《
Ｙ

０

、
●
ロ
ロ
］
１

１

凸
二
■
１
●
少
Ｐ

１２２

６
２
２
ｂ

ｍ
Ｗ

〃
０
１

Ｓ

１
１

８
４
２
１

０１

１
２
４

１
１
４

０
０

７
－
２ろ

４
５

２
４
５

５
４
３
４
０
５
５
１
ｏ
」
４
．

８
１

頚
“
Ｗ

脂
Ｕ
？
」
〔
Ｕ

〃
１
１
Ｓ

ぶ
り
。

７
０
２
６

５

26,

2５１２

２５５１

2479

１鰹８

１Ｚ4６

１ス46

1472

11.75

２０１

６３９

251

２４７４

２５０５

１”８

１Z8９

１５１２

１５８６

1１９７

1１１７

１１５４

8３２

〔
己
ｏ
点
。
〃
７
Ｊ
戸
〕

０
６
４
６
８
０

〃
。
Ｚ
）
Ｚ
）
（
＆
句
」
ｎ
Ｕ

ｎ
皇
。
』
〔
▲
ｏ
一
句
▲
ｏ
』

疋２“２

ｚ
》
４
？
』
○
Ｊ
、
」
／
◎
［
Ｕ
（
Ｕ
っ
ノ
（
Ｕ

墨
卿
弘
幻
刀
銘
鴎
弘
、
鋤

ｏ
鋤
一
へ
』
句
と
１
０
４
０
４
１
４
１
１
０
４
０
１
０

８
５
６
５
５
７
５

頭
詞
西
田
・
品
釦
如

、
皇
、
△
ワ
』
幻
Ｉ
４
０
４
…
４
１

１８２１

（
△
６８

ラ
ノ
Ａ
ｕ
人
Ｕ
．
Ａ
〕
ｚ
Ｊ
，
、
色
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
句
生

閲
弘
町
印
即
則
別
別
知

１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
』
０
０
４
．
。
”
５
５
０
５
０
７

“
幻
町
画
的
夘
如
”
如
叩
弱

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１

８
６
０
４
１
５
２
２
０
７
６

品
、
肥
如
如
師
則
如
知
的
顕

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



昭和４５年９月

Ｔ１８

５４■４１５ ５４－２２５ ５４－０ＺＯ ５５－５１５

ｌヨワヨヨ釦 旧９－５００ １５７－５２， １３９－５６， J１１Ｓ９－３８ｎ

Ｌ■

Ｕ弓司 ＩＢＭ ］０１１△ａＣ
｢可

L｣

｢1

,1

]。Ｕ’Ｚ５Ｌｊ５１０２

Ｈ后

ＳＨｌＺ４Ｂ

」１１１１m ｊｌ２Ｉ１０１，ＢｌｌＯ

「
ｌ
］

１
－

4.Ｕｌ２６｡ｌヱヨｒＩｌＺ４ｂ

「
－
］

Ｊ１２５Ａ ５４１２６７１１２６ム

戸司

ll

Ld ］ａｌＺＳ－６ＬＩ DｒｌＩＺ６Ａ

。。｡’笙竺｡．Ｉ型･丹４ＩヱソハヱｌＺ１－６ ｊｌＺＡＢＲ

ロ ６１１１”６１１２４４１１０５７１１８Ａ ソ１l２６ＪＵ

4811人６８

」Ｕ ａＵｂｌｌ４Ｌ ｡？１１％Ｌ

」
yｙｌｌｂＡ６

ＵＵ ４用 ヨノｌｌＩｊｆ

」し "Ｚ’８２６１８０５１１[4１１８６６１８

、［ DｌＯ６１l６ＪＬ Eｊｌｌｌｌ２４｝Ｈｇ９

Lｌ
５．ｺＺ’１８．８１１８７０１１８７５１１８８４１１８８５１１９０４１１．，

564１１８８５１１８８１１１８８５１１１０２１１８９

１
‐
］

Ｌｊ８１１８６１１１８６６１１８８６１１８８１１１８８５１１１０２１１８９
｢可

L_」 ５８４１１８ 3１４１１８８６１１８８４１１９０１１１９Ｃ

」
乳ｚ１１１５１８１１Ｑ１０１１，０１１１２０５１１８１１１１gＬＯ２１１ＲＱ９

Ｊ１。１１･句Ｚｌｌｂ
ﾒ１６１１２１０１１，０５１１９１１１１９０４

」［］ 、知ｏｌｌｙｌＵｌ１ｃ
ｊｌｌ９ 叉Ｚ１l１ｕＵ

2１０１１２０７１１１０８１１２１０１１７LO4Ｉ１Ｑ１ｎｌｌ９１ｏＩ１９

LｊＣ ＸＵ６１１又0２１１２０４ｉｌＱＯ４１１２０２１１９０８１１９１６１１９

d，８１１８，５l１Ｒｇ ヲ８１１８９６１１８９７１１９１ワ１１９０

］ﾛ ５，４１１８１ヨ’１８９５１１８１４１１８９５１１８９５’１９０１１１８９

－４０－

J1iimJEili

-つ

つ

６１

■⑪

少｣

Ｔ１９ Ｔ１８ Ｔ１７ Ｔ１６ Ｔ１５ Ｔ１４ Ｔ１５ T1Z～

斗上緯

東 経

5４－４１，

159コヨ6，

５４畠415

１５９－４Z５

5４－５１５

1３９－５００

５４－２２５

1５７－５２０

54-oz０

1５９－５６０

3３－５１５

１５７－５５０

３５－５１５

139-550

5５
ｱｰｰ
￣

￣~－－－－－

ｺﾞﾖﾜｰﾖｽﾞ、

Ｆ
い
】
Ｆ
１
』
ｒ
＆

岨
四
辺

〃
１
１
Ｎ

８
Ｃ
２
２
１
１
５
２

５２

１０１

１

ｎ
ｕ
Ｅ
）
１
０
人
〕
〈
し
Ｒ
〕
句
」
４
０
１
０
頁
〕

弧
卒
廻

６
１

Ｔ
、
ワ
ー
、
》

〃
１
１
Ｎ

１

５１

〃

０
§
２
５
０
９
２
１
１
５
５

“
別
Ｅ

ｂ
別
印

１

１
１

１

Ｎ

０
５
２
７
ｃ
２

１
４

４

Ｚ
Ｚ
Ｅ

ｂ
２

〃
１
１

Ｓ

５２１０１

１
１
５
５
１

〃

1Z5５

２０ｺ０

Ｓ図２

ｂ

７

Ｃ

240

101Ｚ５

１

１

〃
，Ｉ

225〔

25,5

Ｅヨ

ｂ

巨
口ジ

Ｃ

242

1０１４

２

１

－
６

〃｡'

0351

0412

ＥＳＥ】

５

bc

251

1０１５

２

１１

242

2４４５

２４２０

２２６２

2057

1Z６８

１６２７

１４ｊ７

１１８７

,[４１

z１５

254

25.34

２５２２

21.69

1865

１５９７

１５８８

１２１９

１０６５

866

6フ５

24.0

2５８４

2５２８

2２１８

２１１１

１１６６

１z１１

１５４６

１５２８

855

乃８

塩
素
量

０

〃
の

、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

１
２
３
５
７
０
５
０
０
０

Ｐ

●
Ｐ

１
１
２
５
４



魔
【］

ｌ
「
加

凧一冊 ５４－０２０ろ４－１１５

１う９－０６０ ＪＳｕＩ１５９－Ｏ５５１１ろ9￣１００１１召９－１５０１１３。 ブーＺ５Ｄｌ１ａ９－ａ１｣」lＴａ９－２Ｅ

」１１５６４０１１５２０１０６５５１０８，５１，ｍｏｌ１クDＣD７ＺＯｌ１し

]8０５１１０４６ JＺ１０１０８５０１刈、

Ｊ１１［ 、
し

ＤＣＩ、Ｃｌ１０ ＤＣＩ［

4６１ソ６１１ ４［

]１Ａ１１０１０Ｉ１０１６１１０１５１１Ｃ ］１５１１０ []１５１１(］

9m Ｈ１ソ４ＷＪ１とど~】工

LＪｌ？ＢＧ 。

］！２５４Ｃ 。｝ＺＳﾑ肥

Fｌｌソソ，

,７１１２４６１２１６６，１，?DＣ ８１２ワ６Ｕ１，，９

６１１ｂＵ４l１ＺＯ５１２０５６１１８

6６７１１１４４１１６ ３８１１６，， 6.1Ａ’１８９

６１１６Ｕ６ ｦ８１１４Ｍ ３２１１』

4６７１１５０６１１１，８ ６ＢＩｆｌＨ

9？、｝９７ピL】生q」’し」

引引 ］

１９１ dｏｕｌ１ｗ６Ｉ１ＵｂＵ’１８１６１１８７６１１８６９１１８８８１１８７５１１８７９

8８７１１８６９１１日 3６９l１ｅ bｊｂＪ１１８８５１１８

３１９１’１８６９１１８６８１１８７４１１８５６１１８８５１１８6８１１８ 己９９１１５６９l１８ＪＵ

xＵ１１１８ 3６８１１８８５１１８６９１１８８８１１８６８１１８７６１１８８４１１８

Ｒ０５１１８８２１１Ｕｗｌｌ８８４１１８１８１１１０４’１８８８１１８８２１１８８９１１８７９１１８８６

ZＯ７１１８１６１１８８１１１９１０１１９ ２１ＵｌｌＱＤ５１１５ ２ｕｓ１１８９６ｌ１ＢＮ」

L」’１貝０７１１９０７ｌｌＣ RLl9１１９０５１１９［

jｌＵ９１１。 ゾ１ 2０６１１１０円’’○，４１１９

ｙ１Ｕｌ１２１６１１９０５ｌ１ＱＣ ２０５’１２０５１１１０５１１９０Ａ’１９０４

叩Ｏｌ１ＱＯＯＩ１８ｇ８１１９０ １９卜

3１７１１８，６１１８９８ ３９４

－４１

Ｔ１０ Ｔ， Ｔ８ Ｔ７ 田６ Ｔ５ Iｊ４ Ｔろ Ｔ２ Ｔ１

3４－１６５ 54-265 う4-565 54~450 う4-580 5４－５００ ろ4－１１５ 5４－０２０ 5４－２１５ 54-54ｐ

159-15, 159.-oz０ 1５９－０６０ 1ヨ9-050 1５９－０５５ 159￣１００ 1５９－１５０ 159-215 1５９－２８５ 1５９－５１， 1ヨ9-285

５
８
５
７
Ｃ
７
０

５
５

，
Ｍ
画

５
１

１

判
ｎ
Ｕ
ハ
ク
』
（
Ⅱ
Ｕ

〃
１
１
Ｎ

１

253

４０

2540

25.16

2189

17Ｂ５

１ス4４

１５８０

１５０６

277

刀４

０
５
５
６
ｃ

恒
空
図

ｂ

〃
１
１
Ｎ

４
６
２
１
５
４

５
１

１

２
０
１

255

2545

2559

2558

2245

1Ｚ２７

１６ｊろ

１５Ｊ６

１１１８

,L20

Z70

０
０
５
７
０
６

熱
咽
図

４

ｂ
２

〃
１
１
Ｎ

５
２
１
５
６

１
１

０１

２
８
５
５
５
５
６
８
８

鵡
孤
事
四
個
昭
囲
釦
旧
刀

２
２
２
２
ワ
ー
１
１
１
１

〃

０
５
２
７
Ｃ
Ｄ

側
佃
胴

６

ｂ
２

５
１
１
５
５

１
１

０１

24」

2５５０

２５４４

２２８５

１２９７

１５１６

213

O655

0Z10

Ｎｎ５

1０

Ｃ

2５５

1０１５

２

１

４

2０

256

２５１５

２４５９

２５４４

１１４６

１５０４

１５８８

１２１８

1１５４

８１５

７(5５

〃

０８，５

０８５０

Ｎｎ５

1０

Ｃ

25.4

1０１５

２

１

４

1６

256

2５５９

２５４２

２５５９

２１６６

１Z０５

１６ＤＯ

１４４０

1２５０

〃

n０ｊ０

:1０５５

Ｎ団５

1０

Ｃ

240

1０１５

'２

１

４

1５

255

2540

25、ろ

2２７４

２２，０

2056

1Ｚ25

15.82

1255

（
Ｕ
宮
）
ｚ
〕
ｎ
Ｕ
ｃ
〃
卦
Ｒ
）
勺
▲
紅
Ｉ
川
守
ノ
。

即
四
画

１
４
１

１

ｂ
２
０

〃
１
１
Ｎ

１

２５５

２５４５

２５３１

２２１５

２１５８

１８５１

１６.1６

１４７４

１２６８

〃

１５４５

１４j５

ＮＥ］３

1０

Ｃ

226

1０１３５

２

１

４

1５

258

2５８５

２５２７

25.1ろ

2２６０

２０５５

１８１５

１５８５

1１１２

８２８

６８２

〃

１６ｺ５

１６５５

ＮＥ】３

１０

ｒ

216

1０１４５

２

１

４

1６

251

2577

25.5７

２５５０

２０１７

１８７６
４
９
９
２
２
６
７
６
６
０
６

７
６
６
７
８
９
０
１
１
０
９

８
８
が
８
８
８
８
豆
２
２
２
８

１
１
Ｆ
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８６８

１８７１

１８６８

１８６８

１８９７

１８８１

１１０７

１１１１

１１０５

１８１８

１８１６

１８７６

１８６９

１８７４

１８８５

１８８４

１１１０

１gＬ１１

１２１０

１２０７

１２０５

０
２
６
９
８
２
、

５
５
５
６
９
１

８
８
８
８
８
２

１
１
１
１
１
１

６
５
５
８
４
０
９
６
５
８
６

”
的
肥
明
知
則
如
如
如
印
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８７６

1８７０

１８６８

１８６８

１８８８

１２０５

１Ｑ０５

１１Ｄ５

１２０５

１８６９

１８６７

１８７ろ

1８７６

１８８２

１８９２

１１０１

１１０４

１２０５

1８８８

１８８５

１８９９

１８８４

１８８９

１２０５

１１L1２

１２１５

１２０６

１８７５

１８７２

１８６９

１８７７

１８７９

１８１６

１２０７

１２０５

１２０４

１８１５

１８１４

１８７９

１８７３

１８７０

１８８２

１８８８

１ヌ0５



昭和４ろ年１０月

Ｔ１７

]、’５４－０８ｍ

９－５１_Ｕｌｌａ９－ｂｂＵＩ１６９－５Ｂｍ

臣ｌＨ
｣P

]トルEUl20120h5ul25hooIo2hOc

Pｌｈ５０１ｇＤ１ｈＵ

、囮１ｍ

」

００７１１ＵＯ８１１００８１１００８

「
‐
１
コ

＋Ｐ

６６Ｆ１２４６眉 『】Ⅱ、どこＩど□

ヲｌＺ６Ｕ９１２６６６lＺ６

６９ｌＺ４６ＵｌＺ６ 。Ｉａご【】-〃￣じ

]６１１AＵＣ

「
ｌ
ｊ」

２９８１２４４０’２１△６lＺ４ＡＵロ
6Ｕ１１１６

［
』 ヲI２？且

８０１１９８１l１ｇＬ５１１ＺＯＵＵｌｌＲＥ｣ ６４－TI且

９１Baa１２４

ヲ’６フ８ＩＺ８５Ｉ１０４８１２８４１１１６９

３８１１１８８１，１１８６８１１８９８１１８９７１１８１４１１８９２１１日1J

９１１８６６１１８，９１１８９６１１６９２１１８ａ，１－１日、

３９５１１８９２１１８８９．１１ＲＬ３Ｊ８１１８８５１１１

Ｑ’１８８８１：1，８９８3８０１１８８１１１８８６１１２０８１１８。

ｦ５１１８１５１１８，１１１８１５１１２０７Ｉ１１Ｌ２０１１８日，ｌｍＵ５

１
１

？ＩL】Ｕ刀可１句《」
ソ１

RＤ９１１９ 2Ｕ９１１１

。「JＦＫＩｍＬ】

:1２０１１，gＬＯ５l１ＱＵｇヲＵ□１１９

３９７１１８９７１１８，７１１１０５１１２０４１１列２１１２１８１１１m１V

１
Ｊ

９９４１１８９４１１８ｇ４１１２００１１８９９１１２０２１１２０２１１８９ｙ］し

－４２－

-側点～番号． Ｔ１９ Ｔ１８ Ｔ１７ Ｔ1６ Ｔ１５ Ｔ１…４ Ｔ１３ ｒｌ２

位
置 北緯

０

東経

日
刻
刻
力
量
気
温
圧
渡
り

月
時
時
風

１

始
了
向

色
度

ね
明

濡
開
終
風
雲
天
気
気
波
う
水
透

５４剋1ｐ

1５９－５６０

１０７

10h20

10h57

ＮＥ４

８

Ｃ

２

1０１１

。

２

５

1５

54-42,

1５９－４６５

〃

12hlO

12h42

Ｎｎ５

，

Ｃ

240

1０１０

ろ

２

５

1１

５４－ろ1５

1５９－５００

G

od

，〃

Mhoo

14h52

Ｎ通う

1０

ｒ

256

1００８５

う

２

巨
珀夕

1２

５４－２００

１う９－５１．０

〃

15h50

16h28

Ｎ通４

８

Ｃ

256

1００７

う

え
-Ｊ

４

1７

５４=08,
■｡

1ヨ9再550

．．〃：

●8 1.Eh20

1Ｐｌﾖh50

図Ｎ図

ｂ

-

つ

６

Ｃ

242

１００７

２

２

55.-520

1５９－５８０

〃

20h5０

２１ｈＯ５

ＮＷ２

ｂ

５

Ｃ

・２５０

1００８

句
名一

２

ﾖﾖｰﾖ6０

１４０－０００

〃

25hOO

2ﾖh57

ＮＷ２

８

Ｃ

242

1００８

イ

：

句
▲

-

55-4ZＯ

151-555
－－

108

O2hOO

O2h55

NＮＥ３

1０

Ｃ

256

10085

２

２

●

水

混

℃

ｍ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

凸
Ｉ
９
』
ｚ
Ｊ
兵
）
７
Ｊ
〔
Ｕ
貝
〕
ｎ
Ｕ
《
Ｕ
ｎ
〕

１
１
⑥
』
５
４

255

25Ａ

２５２う

2２１５

２０２１

１６０１

１４３６

１２６４

１１４８

８７９

Z５９

258

25.66

2562

2552.

2057

１６５４；

1570

14.ろ1己

1２７９

８８ヨ

6７８

246

２４６８

２５７０

辺69

21.15

１瓢６

１Ｚ６３

１５２０

1２７１

249

Z8５

２５７

２５７５

２５月9

2460

22Ｄ６

１Ｒ９８

１Ｚ２５

１５８０

１４ｊ５

１２Ｄ２

１０４８

265

2６７９

2６７９

２６７２

２６，０

４０

2558

1181

1574

11.75

,Ｂ４

264

2６６２

2666

25.86

2210

21.66

21.29

1２５１

1Ｚ5８

1４５５

１１６９

２６２

2６５１

265

2６２６

２５４５

２４４８

2２８７

２０００

１８７２

１６０８

１１５５

265

2674

2662

2538

2415

2226

２２２２
､の■

19L83

1刀１

１５６８

２３６

⑰

９

デ

ワ
ク

塩
素
景
一

０

船

か

れ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
〔
Ｕ
ｎ
〕
ｎ
Ｕ
臣
）
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

■

１
２
５
５
７
０
５
０
０
０

Ｃ
Ｇ
□
■

１
１
２
５
４

1８８１

1８７９

１８７９

１８８０

1８１５

1９１０

１知９

１１ｐ５

１１０２

１８１７

１８９４

１
９
８
１
５
１
小
１
．
４
７
４

顕
師
印
出
師
釧
則
知
如
〃
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

朏
遜
邪
脇
師
畑
唖
叫
汕
町
剛

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

８
９
‐
３
８
５
５
７
４
９
５
０

”
”
叩
如
”
則
列
蜘
叩
叩
叩

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
６
５
５
７
６
５
５
．
５
４
９

閲
”
四
朋
叩
蜘
返
犯
則
知
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
２
２
０
０
１
１
５
０
２
２

”
的
的
峠
則
迦
理
〃
翠
返
則
如

１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１
１

1８９２

1８８９

１８８１．

１８８８

１８８，
０１

１，１１

１姐４

１Q24

11L25

1218

1202

1９０５

-1”１

l1LO5

4898

181,7

1120

1120

1辺５

１”５

，０９

１８１９



Ｔ２

５４－２２，Ｍ皿 ４１１

ヲ‐ａｌＤｌｌ５９－２Ｒ［

J８ｈ５Ｃ

ｌｇｈ mＴａＵＩ１４ｈ，８|｜
Ｌ｣

０

」

2８６１２２１

、？ｌｌＲ月９

Ｌ】ＩnＫ_】厄

ロ１１mm沢

19卜 ３，Ａ１１１ｍ８９７１１８１

392１１８と ＤＣＪＩＡＱ

381ｌ１ＲＬ８８７１１８２

「
－
】3９６１１８週

３８９l１ＳｌＥ３９７l1BlEl9」」

２０９１１９０８５１０，Ｉ１ＢｇＫ

2，５ｉｌＢｇ６ ｿＵ

］４１１９１［］ ヲＩ

ヲ０４l１９１Ｉｉ

３，６ 訓

；9F

－４３．－

Ｔ1０ Ｔ， Ｔ８ Ｔ７ Ｔ６ Ｔ５ Ｔ４ Ｔ５ Ｔ２ ｒｌ

､54-01.0

I弱－１ヌ0
￣

C

●

●

〃

Ｍｈう５

１４h5０

ＮＥ５

1０

Ｃ

21.8

1０１１５

４

３

４

1６

う4－１７，

l59-OZO

〃

17hOO

17hう２

Ｎ]B］５

ｂ

６

Ｃ

189

1０１５５

２

１

４

1５

54-2Z０

159-055

〃．

j8h50

19h21

Ｎ遇う

７

‐Ｃ

1８５

1０１５

２

２

34-;6０

１５９■０４５

f6

〃

20h2ろ

２０h５０

ＮＥ５

８

Ｃ

1８２

1０１５

２

２

５４－４５０

１ろ９－０５５

109

o5h45

o6hOO

ＮＥＭ

▲◆

８

Ｃ

1８５

1０１７

Ｚ
■づ

２

’５

７

３４－５８０

1ヨ９－１００

〃．

O7hOO

O7h52

Ｎ画４

ｖ

Ｏ

６

Ｃ

1８７

１０１z５

３

５

４

1２

54〒ろ0５

159戸1４５

〃

o8h50

09hO2

Ｎｎ４

ｂ

６

Ｃ

1１６

1０１７

５

２

４

1５

３４－２００

159-215

〃

10h5０

１１ｈ2０

Ｎ画５

ｂ

６

Ｃ

200

１０１Ｚ５

４

３

４

1６

荒
天
に
ょ
り
欠
測

３４－２２０

1３９－５１，

1０９

12hoo

1逃5０

ＮＥ５

８

Ｃ

1８２

１０１７:５

４

５

４

1５

255

2405

2００８

１８０５

１６４７

218

２１ｺ２

２１｣0０

２０５８

１９０８

１６８５

１５８６

１５．５５

１２２８

１Ｍ２

９
１
．
９
６
９
７
１
５
０

型
四
ｍ
空
似
返
品
薬
四
皿
疋

〔
隼
？
」
ワ
ニ
句
』
（
▲
ｑ
４
ハ
４
０
１
０
イ
０
１
０

25.1

2551

2521

1Ｑ４５

１Ｚ６５

1６０

1５５５

１５６９

１２０５

１０］

250

2219

田.０

2281

1Ｚ5５

1５５２

226

２２６４

２２６７

21.54

２０６４

１ZＯ１

１４８５

１２１３

１１４１

”５

８５１

１
６
６

６
９
１
８
４
．

幽
側
：
鵡
服
刀
鎚
宰
粉
側
胆

句
・
」
●
』
剖
乢
■
Ｉ
イ
０
ヨ
ー
凸
ｌ
・
冷
Ｉ
刑
Ｉ

24Ａ～

2456

221

､1７

２０６２

１８８ヨ

1Ｚ５９

１４８召

１５２４

⑤
酉
ｐ
・
１
０
〃

Ｓ

■
つ
げ

１
７
・
・
２
４
１
４
６
８

無
卵
珀
雫
朗
旧
剰
釘
仰
ば
叩
乃

ワ
ニ
「
、
▲
ｎ
塁
〔
▲
、
皇
：
１
０
１
１
１
０
○
１
０
イ
ロ
ー

８
６
．
（
・
５
８
５

７
．
射
》
財
川
：

９
．
８

８

１
．
１

１
１
１

（
Ⅱ
）
’
［
居
●
）
・
（
Ｈ
）
－
（
Ⅱ
〕
・
〃
（
Ｕ
・
丙
か
』
‐
４
刎
甸
つ
へ
》
→
（
』
【
Ⅱ
〕

”
躯
顕
靭
印
如
如
如
如
叩

１
１
，
．
１
１
１
１
１
１
１
１
←
一

Ｄ
Ｐ

1８８９

１８８２

１８８ヨ

１８８５

１８１１

１”０

１知７

１”７

１９，４

１８１８

１８１５

１
２
９
８
２
１
７
５
１
９
５

町
”
印
知
則
則
如
如
”
師

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８８０

1８７１

１８７０

１８７１

１２０１

19LO7

１８９２

１８８２

１８８２

１８８９

１８１２

１２１１

１２１１

１２０５

１９０２

１８１９

1８１４

７
Ｊ
、
生
７
Ｊ
人
〕
Ｔ
ｆ
句
冬
戸
）
汎
“
４
△
．
人
〕

印
顕
朋
”
印
加
・
如
如
如
即

１
１
１
１
１
１
．
１
１
１
１

１８１１

1８８５

１８８５

１８８７

１８８９

１８１４

１８１６

１２１０

１１１０

●

６
７
１
５
９
９
５
９
４
０
６

顕
鎚
朋
肥
肥
如
則
如
如
如
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



昭和４乱崖１１月

Ｔ１５Ｔ１８ Ｔ１７

５５－５２，５４－２２５５４－４１５５４－４１ｐ

旧９－･CZ5１５９－５２５’５９－５２，１５９－４Ｚ５ １召９－５００１召ワーヨ6，

｢１oｈ４Ｕ

、
Ｉ

Ｊｌｌ４ｈ４し

ヲｈｈ［

ロ

息’２０ Ｊ１１９日L］〕６

］１５１１０１６５１１Ｃ

１
Ｊ

】

９m

｣

Lｍｌ,[１

0

－
‐
】 ｡８４１２Ｕ

ヨⅢ
１
－
４ ２９ｕｌｌｌ

L】’ＺＺＪＢ引占１１１８８，］

6８１１ｑ６７ｉＺＯ／，

９１１５９５１１８２６l１ＥｊＬＡ４１２m］０

ﾖｺﾞ８１２０１６

１
Ｊ

ヲ８１15./ﾛＪ’１４４６l１Ｄ６ＢＩ１ｂ６

「
－
］

ＤＣ

]８８１１５ＵｌＴＯ９Ａ」Ｕ

Ｒ９７１１８９８１１８１６１１８９６１１知５１１８１７ｌ１２Ｕ９１１５１，６

「
‐
－
Ｊ

3１７１１２０１１１叉０７１１又０８l１ＨＵ４

Ⅱ
］ 3９５l１Ｂ２Ｕ１l１Ｂ

３，６１１２００１１８１５１１８１５１１２００１１９LＯ７１１２０７１１ＲＵ４

３９９１１１０４１１８９５１１８１８１１２００１１知７１１２０６１１RUI。[Ｉ

'０６ｌ１ＲＵ６１１５１１．１ム9０１１１'0５１１８９７１１１０２１１，

｡０４１１９０６１１，ｌ０５１１ＱＯ４１１２０４１１２０７１１２０８１１ＲＬ

〕’１９０４１１２０５１１２０７l１２Ｕ６9，７１１１，八l１ｇＬＵ］

つ弔う１１□
２０５１１９０６１１９LＯＢ１１RＵＢ１１１L｣

９０ワ１１９０，１１９０６１１１０７１１２０６１１ＲＵＢ１１，

､【］

8９８１１８１５１１１０召’１２０５１１２００１１sJLU6」Ｕ

３９５１１８１５１１８，６１１８９６Ｌ１８９４１１８９JＵ

－４４－

’
Ｊ
１
、
－
’
１
’
ロ

－
９
斗
』
凸
－
Ｆ
’
｝
。
Ｌ
Ｊ
Ｃ
Ｔ
－
‐
５
‐
’
四
－
ケ
合
‐
’
→
Ｂ
－
ｌ
。
。
■
」
Ｌ
、
。
‐
⑤
。
。
ｌ
・
Ｉ
｜
‐
‐

ョ
‐
ヨ
ー
－
．
｜
‐
■

側 点番号 Ｔ１９ Ｔ１８ 'ｒｌ７ qＰ１６ Ｔ１５ Ｔ１４ Ｔ１５ Ｔ１ ２

位
置 北緯

､領 経

５４－４１，

1召，－ろ6，

54-415

１５９－４ス５

ろ４－う1５

1３９－５００

５４－２２５

１５９－５２０

け

５４－０８５

159-555

5５－５２０

1５９－５２５

3５－３６５
､｡

●

１５９－．０だ

53-

１５９

－

－５乃

日
刻

力
量
気
温
圧
「
浪
り
色
度
深

月
蒔
く
時
風

測
始
了
向

ね
明

涜
開
イ
終
風
雲
天
気
気
・
波
５
水
透
”
水

●

117

o9h40

10hl5

Ｎ囲う

０

ｂ

205

1０１５５

２

１

４

2４

■■U■

〃

11ｈｌＯ

１１ｈ４５

-Ｎ四２

巴■

０

ｂ

２０６

1０１５

１

１

４

2５

￣

０

〃
雌

Ｐ

０
●

７
２

２
遇
２
ｂ
７
５
１
１
４

剛
Ｎ

１
１

２
０
１

４２

一

〃

G●

14h40

15hl5

ＮＥ２

８

Ｃ

２０５

1０１５

１

１

５

１５

￣

．
〃

２
５

５
２

他
茄
１
１

２ｎＮ

５
０

。
Ｉ
◆

勺
●

２０

薊
、
２

５
１
１
４
２
－

１
１

０１

〃

19hl5

19h50
３．,、

Ｗ２

、’４

ｂ Ｃ

1２０

1０１６５

つ
＆Ｐ

１

￣

￣

￣

〃

凸

21h50

2血2０

Ｗ２

ｂ

５

Ｃ

1２８

1０１７

１

１

￣

￣

290

側
引
～
Ｔ
Ｉ

１
州
』
加
Ｗ

０
へ
０

Ｐ
【
．
〕
．
ｎ
し
つ
『
】
『
ノ
リ
ｒ
４
ｌ
Ｊ
４
砂
０
閂
『
』

‐
〔
Ｈ
Ｕ
列
０
ｌ

ｂ
１
０
、
１

水
温
℃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

ｎ
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
頁
）
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〕
，
ｎ
〕
ｎ
Ｕ

１
ワ
』
５
５
７
０
５
０
０
０

●

１
１
２
５
４

２１３１

21.00

２０８４

１２，０

1８６１

１６４１

１４７９

１４５６

１５７０

１２２５

１０８８

２
４
；
４
９
８
５
、
８
６
８
０

６
３
２
５
８
６
９
２
４
７
５

〔
Ⅱ
］
〔
叩
〕
〔
Ⅱ
〕
〔
）
《
（
Ｈ
〕
『
〃
〈
Ｆ
「
）
Ｐ
【
》
・
Ａ
ｎ
等
・
ラ
ヘ
）
〔
〕
ハ

バ
ノ
』
。
．
〔
〃
』
（
一
飯
」
１
－
０
■
Ⅱ
！
弓
０
０
ム
リ
■
．
》
釘
Ⅱ
Ⅱ
孔
０
０
｜
■
８
８

224

2２５１

21.86

2165

2１２２

１２６７

１８２６

１Ｚ2７

1５６８

１５１５

１，９４

，
１
０
５
．
４
．
９
４
－
□
１
７
０

９
７
７
６
１
４
『
ノ
６
５
６
８
５

列
１
１
『
０
０
剣
０
１
列
０
１
４
１
１
ｎ
Ｕ
〔
〉
｛
ノ
（
〕
（
肘
）
Ｚ
）
印
画
Ｉ

、
生
〔
墨
〔
冬
（
▲
、
二
句
空
１
０
幻
Ｉ
１
０
『
Ｉ
４
１

５
１
「
ワ
』
０
．
０
１
．
８
’
８
５
７

ｏ
二
剤
出
イ
凶
、
］
▼
畝
、
一
の
｛
イ
Ⅶ
○
イ
ｎ
プ
４
什

句
二
ｏ
▲
、
と
ｎ
塁
イ
ー
４
１
ｎ
Ｕ
。
。
（
【
》
句
二
ｎ
ｕ

ｎ
些
、
冬
句
二
句
筌
ｏ
皇
ハ
ニ
つ
二
・
４
１
４
－
イ
ー
１
１

・
イ
ー
・
区
〕
〒
』
７
Ｊ
・
Ｒ
Ｊ
・
ｚ
ａ
Ａ
４
ｎ
Ｕ
、
ヱ
ヨ
ｌ
Ｊ
ｒ

ｎ
］
’
４
皿
。
イ
Ｑ
〕
Ｑ
ｇ
フ
ノ
Ⅶ
分
月
什
７
汀
ｎ
Ｕ
・
・
ワ
ニ

四
盛
迦
，
皿
亟
璽
皿
如
旧
朽
扣

６．，

２３］

255う

2ａ2１

２５２３

２５』，

２２６６

21.44

１Z4１

1５２２

￣

￣

25ｊ'

2510

25.061

2506

2287

2280

2274

21,9

1ス4６

１２１７

8７１－

〆
ト
ロ

ソ

一
び
塩
素
量
脱

、
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
：
０
０
０
５
み
０
０
０
０
０

：
１
２
３
５
７
０
５
：
０
０
０

１
１
２
３
４

１８１７

１８１５
。８．

１８１６

１８１９

１２０１

1口0４

１９Ｄ７

１１Ｌ１ヨ

1１０２

１８１８

１８１５

Ｊ
‐
（
〉
〔
）
。
．
ｎ
０
０
．
，
（
Ⅱ
〕
凶
几
」
●
Ｆ
届
．
）
ノ
（
）
ｂ
ば
く
）
６
戸
民
●
〕
，
ｉ
〈
ヤ
ジ
』
・
守
（
。
）
戸
塩
’
）

師
如
如
如
如
如
如
如
Ｐ
如
印
顕

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８１６

１８１５

１８１５

１８９５

１８９７

１２０５

１２０７

１２０６

１２０６

１２０５

１８１６

〃
。
ラ
ゾ
戸
）
ハ
ロ
（
△
州
外
ｎ
〕
Ｒ
〕
７
Ｊ
ｚ
》
〃
ｏ

醗
顕
的
印
如
如
蜘
如
如
如
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
＃
１
０
．
０
１
４
４
８
６
“
０
４

如
如
如
叩
”
如
叩
如
如
・
如
四

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
．
７
７
粋
７
．
６
７
．
５
１
８
６
，
２

醍
如
叩
如
妃
叩
知
蜘
如
如
ｒ
印

１
１
・
１
１
ｉ
１
１
１
’
１
１
１
１

９
８
７
．
６
．
６
８
７
７
３
一
』

如
叩
叩
如
如
如
如
則
則

１
１
１
１
１
１
１
１
１

６
４

｜
如
如

１
１

４
８
小
５
”
６
Ｔ
２
乱
８
ｔ
｜

如
如
ず
如
如
鮓
如
牝
則
列
〃
邸

１
１
１
１
－
１
魁
１
１
１
１



１５９－２８５

6ｈＣ

へｈ訓

[」

HｙＦ

Ｕ

－４５－．－

￣

Ｔ１１ Ｔ１０ Ｔ， ⑩８ Ｔ６ Ｔ７ Ｔ５ Ｔ４ Ｔ５ Ｔ２ Ｔ１

一口

３５毛8５ 5４－１６５ ５４－２６５ 弧－３６５ う４－う8.0 5４－４５０ ﾖ４－５００ ５４－１１５ ろ４－０１０ 3４－２１５ 34-

159岸100 １５９－oz０ 1５９－０６０ １３９－０４５ 1５９－１００ １５９－０５５ 159～1５０ 1５９－２１５ 1５９－２８５ 1５９－５１， 159-285

●⑪已
中

〃

b6hoo

O6h40

ＷＮＷ１

７

Ｃ

1８８

1０１８

０

１

５

2１

￣

,〃

O9hO5

09h57

NE5

８

Ｃ

206

1０１８５

２

１

４

2０

5９０

〃

10h45

11hl9

Ｎ辺４

ヨ

ｂｃ

201

1０１８５

Ｚ
」

２

４

1８

〃

12h３ｏ

１５ｈｏ２

Ｎ麺５

８

Ｃ

1１９

１０１ヌ５

ワ
ー

２

４

1９

４００

〃

15h28

14hO8

Ｎ'画２

，

Ｃ

1,4

1０１７

１

１

４

1２

1００

〃

15h23

15hう９

ＮＥ５

９

Ｃ

１，６

１０１Ｚ５

△

２

２

４

1５

￣

11.12

O7h55

08h54

Ｎ５

ｂ

５

Ｃ

1４１

1０１０５

ワ
ロ■■

ｎ
←

４

1５

4００

ｎ
Ｕ
頁
）
、
△

〃
珈
岬
Ｗ

１
１
Ｎ

５
Ｃ
６
０
１
１
４

７
０

６１
１０１

１２
５沙

〃

12hl5

12h41

Ｎ辺５

８

Ｃ

１６Ａ

1００９

１

２

４

2１

２５０

〃

t■

`Ｍｈｌ５

１`ｊｈ４５

ＮＥヨ

ｂ

ワー
ー

Ｃ

1Z０

1００９

１

勺
ニー

４

2０

￣

〃０
『

０
少

７
０

０
う

め
ぬ
１
１

２
２
Ｃ

麺
ｂ

Ｎ

５Ｚ１

９
１
１
４
９

０
１

０１

００・
１

25,

25.11

25ｵ1

25jl

25JlO

25j6

25.18

2289

1則0

１２４９

１０３５

252

2５２０

22j5

2217

22AO

2150

2052

1878

１ズ1４

1５，１

歯￣

０
２
．
８
０
７
４
１
，
５
０
９

頭
、
如
西
塑
旧
躯
乃
団
、
側

ワ
』
、
皇
つ
と
〔
乙
（
▲
〔
基
イ
ー
幻
Ｉ
４
１
且
Ｉ
１
０

226

2272

2276

2277

2２６９

21ｺ６

２１５０

１，５７

１４１６

１１６７

８
．
９
６
９
６
２
目

珂
詞
則
如
四
嘔
印
弱

ハ
ニ
ハ
エ
Ｏ
』
勺
・
』
ｏ
』
ワ
ニ
１
０
４
０

。
。

ｚ
）
４１

５
１

５
２
２
０

１
１

４０２

５
６
８
２
６
－
』
』
一
一

Ｍ
辺
仙
晦
だ

２
２
２
２
１

21.4

２１６０

２１６０

２１５８

２１６１

２１６０

１８８６

１５９９

１５６１

１１４１

￣

託
１
１
４
１
０
９
７
８
｝
一

Ａ
６
６
５
５
５
５
７
４

１
：
１
１
１
１
１
０
８
５

２
２
２
２
２
２
２
１
１

７
２
２
ろ
１
１
４
６
一
一

〔
壬
白
〕
○
コ
（
ソ
○
す
Ｑ
】
臣
】
Ｔ
Ｊ
一
ｂ

理
翠
迦
血
型
亟
塑
伯
朽

212

2142

21.47

2142

21.51

２１５０

２１５４

１２８２

１４８１

１０７１

知４

９
４
１
５
８
－
一
一
一
｝

”
帆
帆
似
旧
蝸

へ
皇
勺
』
Ｏ
』
〔
４
ワ
ニ
イ
ー

、
７
５
，
５
５
４
５
４
，
８
’
４
”
９
４

如
如
知
知
如
如
如
如
・
・
則
碑

１
１
１
１
１
１
１
１
酌
１
１

Ｐ
守

已

９８１

、
２
１
０
８
９
４
０
８
｝
５
０
－

０
０
０
９
９
０
２
１
１
０

２
２
２
８
８
２
Ｑ
２
ｌ
Ｑ
２
『

１
１
１
４
－
１
１
１
１
１
１

ｒ

ぞ

ソ

９
９
９
９
４
１
ろ
う
０
０
８

如
切
印
的
師
如
蜘
則
如
叩
”

１
１
１
１
．
１
１
１
１
１
１
１

５
５
０
．
９
．
７
’
８
５
２
５
５
』

如
如
如
切
印
印
四
郎
：
如
師

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
６
６
－
４
７
３
８
１
９
９
５

知
Ｊ
知
と
如
叩
珊
如
如
則
知
的
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

●

１８１８

１８１７

１８９５

１８９５

１８１６

１１LO1
ケ

￣

￣

￣

■－

￣

1８９６

1８１５

１８１６

１８１４

１８９４

１１０う

１９０５

１２０９

１知８

１８１６

￣

1８１８

1８１６

1８，５

１８１６

１８９６

１８１６

１Ｒ0５

１１０６

１１LO2

▲

￣

￣

11LO1

1８１８

１８１７

１８１７

１８１７

１８１６

１８１９

１知，

１，０５

￣

￣

６
５
６
６
７
０
９
４
４
５
５

９
９
９
９
９
０
９
０
０
９
９

８
８
８
８
８
９
８
貝
２
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８１４

1８１５

１８１２

１８１５

１８１６

１２０１

￣

￣

～

￣

￣



昭和４ヨ年１２月

叉０９１１'１５１１９ ｊＯＩｎ１勺《」弓Ｃ

ゾリＩ２０９１１９０９１１９

「
ｌ
】 ９０７１１９０９１１９

１
】

１５ ，Ｕ９１１９

ロ
ヲＵＯ１１９E】イＥＩ勺【。

L］田列Ｉ勺【］
2０８１１ラ

」 ，0９１１９

ｑ１Ｕｌｌ９ ゾソ

］、 gＬＵＢｌｌｇＵ９１１９０７１１９

ロ

」Ｕ 叉Ｕ６１１９０６１１，１１]２１１，

2０１Ｉ１ｇＬＤ２１１８１９１１_知７１１知１１１１，，］０

－４６－

ｒｌ９ Ｔ １８ Ｔ１７ Ｔ１６ Ｔ１５ Irl ４ Ｔ１３

北。緯

東経

-41ｐ

１３ﾜｰﾖ6，

3４－４１５

１５９－４だ

5４－５１５

1５９－５００

5４－２２５

159-52,

ろ4-07,

159-560

■｡

5３－５２０

159-51【５

５５－５６５

1５１－５７，

￣

55臣455
￣￣

１ヨ9罠３，５

､

測月
ＤＩＤ’

|調
ウタ０

０.
■白

始時

日

刻

終禿ｒ蒔勺刻

風向風力

雲量

天気

気．塩

Ⅷ気圧

波痕

５ねり

水色
｡－←

通 日日 度

1２１１

O9h55

10h40

Ｎ画.５

ｂ

７

Ｃ

１８』

５

１

４

1６

〃

11h40

12h20

Ｎ翌５

1０

Ｃ

1ス，

1０１６５

Ｚ

１

４

1７

〃

1ﾖｈ５〔

ＭｈＯＥ

Ｎ通：

1０

Ｃ

1８３

５

１

４

1５

〃

15hl5

15h55

Ｎｎ５

1０

Ｃ

1Ｚ２

１０１z０

う

１

〃

17h55

18h50

Ｎ図５

1０

Ｃ

１Z２

1０１２０

う

１

〃
．

０
０

５
５

ｈ
ｈ

０
１

２
２

旨
〕

四Ｎ

６
０

８８
ｂ
１

５
１

〃

2ﾖh50

0ChO7

mＮＥ５

●

８

０

1９１

１０１ＺＯ

５

１

￣

1212

o2h50

、副110

Ｅ３

，

～Ｃ

'1R４

10160

５

１

水
温
℃

←

ｍ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

《
Ｕ
［
Ｕ
ｎ
〕
〔
ｕ
ｎ
Ｕ
［
、
ｎ
Ｕ
〔
Ｕ
ｎ
〕
ｎ
〕
（
ｕ

１
２
５
５
７
０
》
５
０
０
０

１
１
２
５
４

1８１

１８８ヨ

１８８５

１８８０

１Ｚ7６

１ス4８

１６０７

1５４７

1１１５

”１

Z8１

1８１

１８J7０

１８６８

１８５１４

１Z8９

１Z１０

１６０９

１５５６

１２Ｄ８

Qろ０

疋７

1８１

1８９２

１８８５

１８１０

１７L7８

１６６５

１５６２

１５．４８

１１２５

8６９

６６２

ア
ノ
ｎ
Ｕ
兵
〕
ｚ
己
７
Ｊ
ノ
。
ロ
リ
４
４
ｎ
条
ｎ
Ｕ

胆
皿
四
町
“
幻
・
”
胡
錘
“
旧

ｏ
』
Ｏ
』
。
』
⑦
』
へ
」
舟
，
ｑ
『
Ｉ
心
Ｉ
■
Ｉ
出
Ｉ
１
．

217

21.11

2084

2082

2009

1279

1妬５

１８６７

１５１４

１２４０

8４４

224

22A9

2245

2241

2245

2257

2240

21.18

1８８１

1ａ7９

１１５７

兵
〕
八
号
と
フ
ゾ
句
」

ｏ
《
。
。
ｚ
》
〃
。
ｎ
ｕ

型
〆
班
牽
皿
翠
型
旧
町
巧
幅

。
』
ｏ
」
。
』
ひ
ご
一
勺
」
へ
▲
、
皇
１
８
１
＄
『
０

０

５
．
４

辺
ノ
辺

９四つ
』

９
４
４
８
１
５
２
．
？
』
８

ｚ
ヨ
ｚ
】
ｚ
Ｊ
ｚ
）
人
骨
Ⅶ
“
，
ｎ
ｕ
Ｑ
】

迦
亟
亟
匹
，
凹
〆
旧
仏
扣

塩

素

量

％０

、
〃
〃
〃
〃
，
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

『
Ｉ
〔
畳
‐
Ｚ
・
少
．
Ｒ
●
）
『
Ｊ
ｆ
〔
Ｕ
戸
【
〉
【
ｕ
ｎ
ｕ
ｎ
〕

Ｐ
ｇ

ｒ
▽／
・

１
１
２
う
４

1２０９

１１１１

１２０７

１２０９

１２１５

１２１４
‐j

11L26

1Ｒ１ヨ

1，０８

１９LO5

1”１

舌
凶
〔
ソ
○
狂
、
冬
「
区
〕
、
刈
年
▼
瓜
。
←
．
。
“
人
）
、
」

列
如
如
如
列
瓢
、
（
”
如
独
如
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1913

1ｑＯ９

１ｑｌ５

－１ＱＯ９

１Ｑ１５

ＷＬ１５

１２１５

1１１２

1ｇＬＯ７

１９Ｄ２

1８１９

』
午

一
□

１
一
。
２
０
９
８
。
．
０
．
７
再
》
７

則
則
鋼
如
叩
叩
如
則
如
列
如
》

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
３
ろ
う
塚
４
５
４
５
４
０
１

列
則
弧
（
列
，
則
即
列
蜘
蜘
蜘
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

、
ソ
ｎ
Ｕ
イ
▲
、
ア
ｎ
〕
、
ア
，
ｎ
Ｕ
１
０
（
←
‐
Ａ
〕
。
〃
，

則
盟
唾
：
則
蛭
蜘
蛇
魑
蛎
弧
知

１
，
１
１
１
１
１
，
１
１
１
１
１

迦
弛
叩
叩
叩
辨
麺
理
イ
麹
’
画
”

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
．



面１コ

Ｔ一

５４－２５０３４－１９５ ５４－１１５弘一５００Ｏ･Ｉ。‐一二・

１う９－２'0１ヨ９－１５，１５９戸１２， リーＺ６ｂｌｌａ９－ＺＨ
o-1RDl159-O7D'１つ9-u6u

[Iｌｌ９］’１４ｈ４０１０９ｈう０１１０ｈ５Ｌ 」Ⅱ

]7hＯＯｌ１ｕ

Ｕj９１１５Ｌ 」

１１１Ｃ

。ｅ１ｍ

6凶!』

U１６Ｕｌ１０１６ｐ１１１０１５．０１１００１５１１００８５１１０１０，’１０１１，’１０１１．０１１Ｕ

Ｂ’２０Ａ’２［２０ｌ１ＵＣｌｌ己

3】［

４１２０２８１２０７６１２１５０１１１２６４１１６四9ＱＵＩ１８．１Ｂｉｌｌと

ｦL１ＵｌZZUｑｌｌＲ２ＡＩ１８０６ｊａＣ

3６０１１／BＢＣ■1ｺ3国０１１８

ＡＢＩ１８５ろ１１８２８１１８ＡＣｌ１ＬＯＣ］Ｉ１８ｺし３｡’１／LＵ

Ａ７１１ｂＢ

4kＩ
Ｍ６１１５７９Ｉ１５６Ｕ

ﾖL］

】日、１１，2０２１１９０７１１，

ｦＬＯＯｌ１９０２１１ＱＯ５１１９L１０１１１０７１１２１０１１９ＬＵ６

OＵ.Ｑｉｌ２０３Ｉ１知６１１９１１１１２０９１１，

Ｊ４１１９０７ｌ１”８１１１１０１１２０５１１２０２Ｃ

1０６１ｌ９ｌＵ６ｦL１Ｕｌ１ｙ９０召１１，０５１１，

９０月１１９２０９ｌｌｙLj9Ｉ１ｙ

－
Ｊ

1１０１１９L2６１１ＲＵＢ

ａイイ１･イ｡１口

,１m9１０１１２０９ｌ１１ＬＵｌｌｌ?

ｉｉｍＣ ，０６l１ｑＵ

－４７－

Ｔ１０ Ｔ９ Ｔ８ Ｔ７ 'ｒ６
｡◆

Ｔ５ T'４ Ｔ５ Ｔ２ Ｔ１

一一

4スo－１５Ｄ

一

〃

O7hOO

O7h55

ＥＳ面5

1０

ｒ

1ス８

1０１５０

３

１

４

1７

〃

10h55

11h25

Ｎｎ５

1０

Ｃ

1６６

1０１５．０

弓

１

４

1６

〒0

う4－２６５

1５９－０６０

〃

12h40

15h25

ＮＥ５

1０

V・̄

1５５

1００１５

５

１

1５

54-発５

１５９－１２０

〃

Mh40

15hl5

Ｎ辺ヨ

1０

ｒ

１４８

1００８５

５

１

４

1４

３４－４５０

1５９．，５５

ろ１２１

０
０

５
５

蛆
姐

０
０

２ｎＮ

４
』
（
』
反
）

ｂ
４１

００１０１

２
１
５
９

３１４－う8０

１う9－１００

〃

10h50

11h20
●

ＮＩｎ２

ｂ

６

Ｃ

1５７

１０１１，

２

１

３

2２

ろ4－５００

1ろ9－１５０

〃

12h20

12h50

１６Ａ

1０１１．０

５

2４

ﾖ4－１９５

1５９－２１５

〃

Mh25

14h55

Ｅ２

ｂ

６

Ｃ

1５１

1０１２５

１

１

５

２０

５４－１１５

１５９－２９LＯ

〃

16hl5

16h45

回２

８

Ｃ

1５２

５

１

４

1９

ラム－２５０

１５９－２６５

〃

1EhOO

18h25

BＮＢ５

６

ｂｅ

１５１

1０１６０

２

１

４

う４－ろ4０

159-285

〃

19h45

20hl5

ＮＥ５

ｂ

７

Ｃ

1４５

1０１６，

２

１

225

2251

2250

2251

2253

2247

2247

2Ｍ６

1８２１

1258

824

の､

９
０
９
０
．
９
ろ
（
９
７

如
叫
返
如
“
氾
釘
刀
：
弧
：

１
１
１
１
１
１
毫
１
１
１

1８５

1８３８

１８５８

１８．５８

１８s０

１７，１

１５６７

１５８０

１２４４

１０１２

8，３

1８２

1８３１

１８３１

１８２６
F１．

１８５０

17170

1581

１５２６

１１６６

０
１
６
０
０
１

８
３
１
０
ｊ
ｊ

Ｚ
８
８
８
．
８
８

。
『
Ⅱ
０
●
。
『
２
０
奇
０
０
』
▲
Ｓ
Ｕ
ｂ
ａ
０
，
回
△
■
□
８
屯

頁
Ｊ
・
ハ
ユ
Ａ
４
、
“
『
…
イ
０
’
ｚ
Ｊ
１
○
一
ｏ
▲

ロ
）
・
マ
ノ
ラ
ノ
７
Ｊ
〒
ノ
く
二
８
Ｒ
）
〔
Ｕ
‐
ノ
。
７
Ｊ

『
ん
ラ
ム
・
フ
ハ
７
〈
・
マ
ハ
ヲ
人
・
貝
〕
八
件
，
〔
色
（
〆

１
１
１
１
イ
：
１
１
１
１

20Ａ

２０６ろ

2０２８

１ ０

1８６５

１Ｚ６Ｂ

１５６７

１４５６

1２４６
ロ．０

，L2２
巳｡

2０７

2１，２

２０７６

２０Zi4

２，１

1８５５

１６５２

１４４４

１２７７

●●

２０８

2１５４

２１５０

９１２１

２０５２

１８２８

１Z2８

１６２６

15.18

202

２０６５

１２６４

１２１４

１８６０

１８４６

１Z１６

１４８８

１５．４う

1８８

１１１２

１８AO

1Z89

1Z80

1Ｚ6６

０２２１

凸
Ｐ
①
●
●

１
２
０
９
９
２
５
８
９
０

翅
Ⅶ
胆
則
則
迦
蛇
則
知
、
知

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

（
Ｕ
（
□
Ｒ
）
フ
ゾ
・
ヴ
ー
ノ
。
『
ノ
［
。
ワ
』

如
如
卯
如
列
則
師
列
』
則

。
『
０
８
公
Ⅱ
０
弓
Ⅱ
巴
〃
品
Ⅱ
０
一
円
－
０
４
１
日
、
１
Ｖ
■
Ｉ
Ｄ
ユ
Ｂ
０

、
。
つ
ノ
句
ノ
ア
リ
マ
ノ
．
ｏ
”
４
４
ｚ
Ｕ
。
』
△
４
１
．

如
如
卯
．
叩
；
叩
ｊ
如
則
則
矧
知
如

扣
０
８
剣
Ⅱ
口
△
Ⅱ
■
召
リ
ロ
■
Ⅱ
０
『
口
Ⅱ
Ａ
Ｕ
ｕ
■
０
８
勾
８
０
■
四
日
■
■
Ⅱ

■
伯

０
へ
４
’

◆

５
，
４
４
４
４
０
１
１
７
設

如
知
如
如
如
則
，
則
如
知
１

１
１
１
１
。
１
１
１
１
１

４
凸
．
ｎ
Ｕ
、
と
ｚ
Ｊ
ｚ
Ｊ
▼
Ｊ

肌
町
如
如
如
如
如

イ
ー
４
１
イ
！
４
１
ｎ
ｌ
４
８

1902

1202

1205

1且0４

１１０５

１ＲＯ９

１９Ｌ１３

１Ｑ1２

１１１０

１１０６

７
５
６
７
５
５
５
７
４
９
５

〉
如
如
．
如
叩
、
則
則
・
則
郎
知
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

△
バ
ー
，
（
叩
Ⅲ
）
↑
二
句
Ⅱ
０
（
】
、
）
ｆ
←
（
叩
Ⅱ
）
（
ｕ
▼
〃
．
。
（
Ⅱ
Ⅱ
〕
ひ
。
。
『
Ⅱ
■
’
４
（
四
）
｜
夕

弧
如
列
：
如
列
如
射
》
則
叩

１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
．
７
９
０
１
５
６
９
２

射
如
叩
則
蜘
亟
理
財
即

ａ
ｕ
０
■
６
Ｎ
■
日
日
列
Ⅱ
０
〈
ロ
日
■
－
０
乱
■
日
丑
Ｏ
Ｂ
■
■
０

1ｑｌ５

１２１０

１９ＬＯ５

１ｑＯ５

１２０６

１１０５

１１０８

１２１２

１１１０

１９０９

１９LO6

１２０１

１１LO1

１叩６

１１１２



昭和４４隼１月

Ｔ１９ ｒｌ８ Ｔ１７

ヨ4=４１５５４名１５ヨ4-225５４－１０５ﾖﾖｰ560

ﾌｰｮ６，１ヨＰ－４Ｚ５１召９－５０ｐｌ５９－５２Ｏ１ヨワー５０１ヨ９－５石 ＤＯＯ１１５９－３６［

］ｇｈｈ［ Ｊ１１５ｈつ０１１８ｈｌＵ Jun45104ho［

Ｊｈ４ｌ」 ］ｌｌ４ｈ２０１１fｄｈｈｌＣ ＪｌＯ１ｈ２５１０４

JＣＩＵＣＩ□ ｒＤＣｌｍ

>ZｂｌｌＯＡｌｇＬ６ ’

FＦＩ１０ ］Ｉ１Ｕ２０Ｕ１１０ＦＤ１Ｂｌ１０１,、’１「 ｊｌｌ「

］Ｉ２６

6ＺｌｌＨＵ’１８６１１月９１１９２２１１，０１１。

『
】

」 L】列「】0勺⑦

Ｈｂ６１１＞Aｂｙｌ２OＤＳ

１
Ｊ

又つ8１１９
ｊＵＪ’１勺四

ｿﾞｂ９１２０ｍ

6Ｕ９１１９ コヘヘ１勺９，?１勺･勺へＴＵ jＵＯ

「
‐
Ｉ
』 6Ｕ１１１F ＪｒＪ勺1勺Ｃ [】勺＆「勺【。

ﾛ〃IｌＪＵｌ

3９５11,00ｌ１１Ｕ６ 9ＲＯｌｌ９０Ｐ

[］ Eｌ６８１１８８２１１８８４１１１ コケ】●１勺①

4９１１ノＢＬ 8．０Ｉ１８８Ｕ１１１２０l１８６Ｕｌｌ８Ａ９

Fｌｌｌ８ａＤｌｌ８Ｕ４△１１１６つ５

]９１１１，且ＤＵ ｍｏＡ１１１口､Ｑ Ｊ１可院且①

］［］ 2△６l１Ｕ６

コニー７１勺Ｃ
HSH１１９ ２Ｓ８１１１

2２２１１，§０１１，５［」 Ｌ】冬句１句Ｋ_」

］
E］「JＲ１勺⑦ [］ベィＩｄｌＣ 刀エイ１勺［】

2２２１１日２９１１９己６１１９ [］延勺１勺［。

１
Ｊ L】「刀『】n句［」

２２９１１１うＵｌｌ９

ヨソヮ１１，２J９１１９５０l１Ｑ [］色「】１勺□

[】［」 コケ］ＵＢＩ句［］ :］二勺１勺ｒ】

ｊ可【ユ１勺［」 EJ7Jエ１勺Ｌ」

叉TＢｌｌＰ コケJＣＩ勺【_］ 司工、Ｉイに

」０ Ｊ１１１１６１１Ｑ２?Ｕ’１９ ＬＪｒＪｎ０句【］

2０６l１２Ｕ８１１１０８１１９ L】弓［。1勺【】

－４８－

矧
酎
割
則

刈、句Ⅲ】‐‐‐‐『引引Ⅲ‐‐‐［ＮＪ１１Ｉ‐句刎『‐‐‐０１１０１－ｌＩＩＩＩＩＩｒＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩｌＩＩＩＩＩＩｌｌＩＩＩＩＩＩＩｌＩＩＩＩｌ３

、
桐
咄
皿
辮
雌
亟
湿
Ｗ
・
．
β
加
川
皿
２
１
一
一

雫
０
．
０
．
・
０

１
１
口
Ｉ

〃〃〃

Ｒ
〕
：
［
Ｕ
１
．
ワ
』
戸
）
〈
し
ｎ
〕
貝
）
・
弓
Ｉ
■
Ｉ
一
一

Ｍ
』
陥
卒
Ｗ
ｎ
・
ｂ
ｍ
麺

、
仏
ｍ
Ｎ
．
旧

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

０
５
２
『
、

棚
』
Ⅲ
勺
洲
５
川
１
町
Ⅷ
一
一
一
一

ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｈ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
－
ｉ
ｌ
１
ｌ
‐

卿
仙
Ｔ
Ｍ
７
・
伽
：
弘
川
２
１
３
罰

１
１
Ｓ
～
１

Ｄ
Ｉ
Ｉ
’
’
９
－
－
１
１
１
。
‐
Ｂ
Ｉ
Ｄ
ｌ
０
Ｃ
Ｉ
■
■
■
■
■
’
０
－
１
０
■
ｌ
■
１
１
１
－
１
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
Ｉ
・
Ｉ
０
Ｉ
ｐ
ｌ
Ⅱ
１
１
，
１
０
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｙ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｑ
１

０
０
２

〃
邪
》
伽
Ｗ
５
Ｍ
％
川
Ⅱ
１
１
３
６
２

１
１
Ｎ
：

０１

ｌ
川
口
Ｉ

５
０
ワ
』

〃
／
岬
へ
Ｗ
Ｍ
６
阯
川
釦
２
１
４
０
２

０１

日
刻
刻
力
量
気
温
圧
浪

月
痔
時
風
：

測
始
了
向
Ｌ
《

観
開
：
終
「
風
雲
天
気
気
波

り
色
度

ね
明

分
．
水
透

川
「
■
■

側 点番号
-｡

Ｔ１９ Ｔ１８ ｒｌ７ ｒｌ６ Ｔ１５
ノ

''１４ ｒｌ５
一

画１２

北緯 ５４－４１．０

東 経''59-ﾖ6０

54-415

1う9-4Z５

54-う1５

1５９－５００

ろ４－２２５
｡

1３９－５２０

0５

159-550

ﾗﾖｰ560

1ヨ９－５７５

５５－４０５
●

●9９

1４０－０００

ろ5－

－

４５５

1５

２
５
９
，
１
７
．
３
．
９
１
１
２

匁
幻
⑩
仙
釦
弱
印
別
“
叩
別

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｍ
〃
「
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〔
〕
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
頁
）
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｒ
ｕ
ｎ
ｕ

１
２
３
５
７
０
５
０

と
１
５

０
０

１
１
２
３
４

６
４
０
１
７
７
０
９
２
５

如
則
如
卯
ｗ
別
別
巧
砥
》
四
・
即

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８６

1９４２

1９５８

１２５３

1１２１

１８１５

１８６８

１Z４０

１Ｚ１４

１５Ａ２

２４６

５
１
２
１
０
２
０
８
５
９

曲
妃
箔
恥
如
如
閉
別
、
幻
出

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1１２

１９L３１

１ｍ７

１２１う

１２１１

１９０６

１８８４

1８８０

１ｚ８８

１４１う

1５５７

①

６
５
５
５
４
．
４
０
０
７
５

如
箔
妬
躯
蛎
躯
弱
，
返
露
印
印

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
９
；
９
０
９
０
１
９
０

お
妬
弱
箔
肌
弱
迦
弘
釦
疋
冤

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｆ
‐
ザ

９
５
０
５
，
８
２
１
９
》
雫
７
９
３

幻
叩
》
一
叩
叩
・
堆
叩
卯
”
い
ぶ
帥
飛
、
’
昭
刀

幻
Ｉ
の
二
、
冬
、
▲
の
▲
凸
Ｉ
イ
ー
司
Ｉ
ｑ
Ｉ
弓
Ｉ
＋
Ｉ

塩

素

量

％０

’

'

■

や
。

ｍ
〃
〃
〃
〃
・
〃
〃
・
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

ヨ
ー
７
』
｝
っ
Ｒ
〕
『
ノ
、
）
Ｐ
ｏ
、
）
（
Ｕ
ｎ
〕

１
１
２
５
４

４
２
４
２
２
２
：
２
９
８
，
０
６

迦
亟
返
返
迦
迦
辺
即
刻
射
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１９５２

１,しる０

１１５０

１，９

１１２７

１１２９

１９２７

１１２４

１２２５

１１１６

１１０８

７
０
１
６
２
０
９
１
９
０
８

喝
（
『
妬
妃
妬
箔
弼
亟
霜
迦
迦
如

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１１５４

１日弱

１１L5２

１１５２

１１２９

１ｇＬ２７

１２Ｚ７

１Ｒ２４

１１２７

1２２１

1１２８

８
１
１
Ｊ
１
０
２
．
１
Ｊ
５
２
４
８

蜴
嬬
蛎
妬
Ｉ
弱
・
弱
鬼
〆
弱
．
迦
館
返
則

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

・１gL55

１２召１

1２５２

１１５２

１２う１

１,ろ２

１２５２

１２ﾖ４
．〆、

１１５６

１１L２７

１Ｒ２４

●
●

８
５
５
５
５
４
８
５
４
１
７

喝
弼
蛎
妬
躯
妬
霜
・
喝
・
妃
へ
：
鰯
返

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



l］’’１．９

ヨ４－１２０ ５４－２５０５４－ろ6５５４－２６５区三三Ｉ
１５９－２１５泊９－２８５

Ｄ－１ス01159-ozＯ'129,-U６Ｕｌ１５９－Ｕｊ

r1

L」38ｈ２０１１０ｈｌＯＩ１２ｈＯＵmｂＬ」Ｉ１２Ｕ９

ﾛＤ６Ｕ］１．１△ｈＺＬＩ
]8ｍし

｜、

し

【ＤＣ｜【】
ＤＣＩロ

[」０６１１１且’１Ｗ

Ｍろ、ｌ１Ｕ〕２１５１１０２２０ｉｌＯ１９Ｌ５１１０１１５１１０１９０１１Ｕ１６

、

、’１ｙ

LＬ｜￣１５泊

4９１１６BＩ１ＤＵ

.」幻

､６１１４１０１１６

｢ｒｌｌｌ４Ｂ６

３６１１プロ５１１８4，１１４１６１１４Ｂｕ

Ｊ８１１ＣごＵ１１℃］Ｉ１Ｚ５０１１ＬＵＢ

１
－
－
－
コＤＯＩ１６１１」．１８５じＡＯｌ１うり２l１６１Ｕ 」七

３２１１６胆
ハーノコ１ＭＪ

4ｍ つ’１１１／Ｌ

D８ａ１１０Ａ，

【]７lHU(】｛上

９弓ｕｌｌｙ９１?０’１９２０１１２２４１１９ョ
』

９，０ｌ１１Ｌ２２Ｉ１ｙ６１１９１８１１２２０１１２１８１Ｗ

づ￣ＩＴＬＪ

６１１２１８１１ＲｍｌｌＷ１ｌｄ

ワヮヮ’１。？、１１９２９Ｉ１２ａ０ｌ１ｙコイ０１１℃。○医「イ･勺ｎｌＯＤｍｌｌｇ

ｇ９Ｕ’１１２召0l１ＳｉｦＤＯｌｌｙ

，ワヮｌ１ｏｌｏｌｌｏ１。｜191Ａ’１２１９１１２１６１１９２１１１９２０１１２５０１１列９１１１

つ0コ「］１１口

９？？l１ｏ１Ｏ１１９，１１１９１８１１Ｈ１，

ロ１､■
｡司・１１０mmＩ１ｑ」矼刀皇ｌイ【己

ｦL１６l１ｙ。Ｉｎｃ

０９l１１Ｕ６

2０８１１１，６１１１HＵＦ

￣４９－

￣

Ｔ１１
－－－一一一

54-000

T'１０

５４－１６５

Ｔ９

54-265

Ｔ８

５４－５６５

⑪６

54-580

Ｔ７

５４－４５０

Ｔ５

5４－５００

面４

いう４－２１５

Ｔ５

5４－１２０

Ｔ２

54-250

Ｔ１

34-弧、

１５９－15, 1う9-oz０ 129,-060 iｌ３９－０４５
●■の

1５１－１００ 139-055 1５９－１５０ 1５９－２０５ １５９－２Z５ １５９－２妬 1ヨ9－２８５

〃

O9h25

「

…ＭＷＷ５

ｂ

７

Ｃ

１１，

1０２１５

２

１

４

1９

〃

０
塗
２

脳
一
Ｗ
５
０
９
，

１
ワ
』

班
Ｕ
心
Ｉ
ワ
ー

１１
０１

２
１
５
２
２

〃．

15hl6

15h５５

ＷＳＷ２

６

Ｃ
丁

、

１３ス

１
１

〃

Ｏ５ｈ５

２ ０岨

Ａ
ｌ

〃
、

１

６
Ｃ

５１
ｂ
１

1０１９０

躯１０

｡
￣

１

４
５
１
４

▽
１
，

Ｉ
「

〃

５
０

５
５

逝
班
１
１

４Ｗ
一
ｃ
８
５

１
２

ｂ
１

１０

５
１
４

１
１
〒

1９

６１６１



昭和４４年２月

フＴ］八Ⅱ」

虞

ll
L」

』

Ｕ

ＪＵ

」

４００

Ｐ
－
］

Ｕ［

Ⅱ

４０m

-５０－

…測点番.号 Ｔ：２ Ｔ１０ Ｔ， Ｔ８、

－－

Ｔ１－１；

位

置

⑥

n口

閂

北 緯

東経

３４－２６，

１５９－２６．０

５４－１６．５

１５９－oz０

５４－２６．５

１５９－０６．０

５４－５５．０

１５９－１５．０

￣

５４－５６．０；
－

１５９－２５０

日
刻
刻
力
量
気
温
圧
浪
り
色
度
深

月
・
時
時
風
‐
、

ね
明

測
始
１
丁
向

観
開
終
』
風
雲
天
気
気
波
う
水
透
水

２

８
５

１
５
９

０
Ｏ
ａ
５
１
１
５
０
’

１
５
５

．
．
ｎ
ｌ
０
ｎ
ｌ

１
１
１

つ
」

２
１
１

０

１
１
Ｅ
１

Ｎ ２

一
ぺ
）
Ｆ
【
）
（
Ⅱ
〕

『
’
１
〈
〃
▲
〔
叩
Ｕ

Ｃ
胆
仙
１
１
４
７
０

・
ｈ
－
ｈ
ｌ

『
Ｊ
Ｊ

脂
Ｕ
『
Ｉ
句
」

２
扣
佃
Ｗ

１
７

〔
Ⅱ
Ｕ

Ｊ
，
他
，
Ｚ
）

剛 け２
＄

、

５
５

１
５

Ｃ

〃
１
，
「
１
，
－

７

汕
枢
Ⅶ
Ｗ
，

、
ＳＷ

９
０
●
０

６
４
２
１
５
０
’

。
‐
ｉ
ｎ
ｇ
列
１
１
〔
ノ
ー

２

０１

２

５
７

５
２

．
Ｃ

・
〃
１
，
－
１
，
－

７

５
４

１
１

ＷＳＷ

ｂ

６
０

６
２
２
１
５
９
’

１
ワ
』

１

０１

、
３

５
７

５
０

７
０

〃
１
ｎ
－
１
ｎ
－

ｏ
ノ
Ｃ
“
４
列
Ⅲ
Ｚ
）
イ
ー
句
４
７
Ｊ

旧
佃
Ｗ

１
２

１

０

脈
１

〆
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
：
０
０
５
０
０
０
０
０

１
２
学
○
５
７
０
５
０
．
》
０
０

１
１
２
－
０
４

８
２
２
７
５
５
》
５
５

４
５
５
４
４
４
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１

５
５
１
５
０

５
４

７
８
５
０

●

ａ
２
２
（
Ｊ

●

５
４

１
１
１
１
１
１

７
８
４
６
６
７

２
５

９
９
５
９
６

‐
０
．
・
・
●

‐
Ｄ
Ｃ
●

●

５
４

尹
○
ワ
』
１
叩
．
。
〈
一
口
〕

「
０
０

４
Ⅱ
Ｉ

１
１
１

９
１
４
８

８
４

４
０
約
０

●
●

ワ
●
。
●

４
、

４
４
５
３

１
１

１
１
１

●
Ｐ
』

０
４
０
４
９

５
９

列
幹
ソ
。
貢
）
声
Ｈ
）

４
五
２
ａ

●
●

５
４

１
１

１
１
１

〆

』

塩
一系

量
（
総
）

の
■

１

O77z／

１０〃

２０〃

５，〃

５０〃

７５〃

００〃

１５０〃

２００〃

５００〃

４００〃

ＴＢ
観
側

●
●

●
０

１
８

５
５
５
７

２
１

１
１
１
０

只
只

２
２
２
９

１
．
ａ
學
勾
Ⅱ
Ⅱ
。
■
△
内
０
１
日
●
幻
０
日
■
．
ｎ
０
０
０
△
『
□
■
、

２
１

８
８
９
４
２

２
２

１
１
０
０
０

．
２

，
Ｒ
Ｉ
２
％
２
Ｑ
２
２

１
１
：
１
１
１
１
１

１
９

９
６
６

２
１

１
１
１

目
》

Ｑ
２
ロ
日

◆
■
マ
ト
ロ
’

１
１

１
１
１

■

!.￣１２２２

ロ

句

１n.1．８

Ｇ

Ｌｒ■

⑤■●-●

●

〈１
１
０●６

１２１４へ

１２１０

１ＱＯ２



昭和４４年５月

治踊

ｎ
ｕ

Ｕ

[］

４０Ｃ

］ ９１１２５０１１９

］

｢１

Ｊ

戸

０

」

０

刀ＩＡｌ１ｍ えＣ 乳０６２Ｃ 2０８

PlL9C メ[Ｐ 乳、

－５１－

￣

側点番号 Ｔ１ Ｔ２ Ｔ５ Ｔ１０ Ｔ９ Ｔ５ Ｔ６

位

置

北緯

東経

５４－５４．０

1５９－２８５

34-21.5

1５９－５１．０

54-0ＲＯ

159~285

54-165

159-0ス０

５４－２６５

１５９Ｌ-06.0

54-30.0

1５９－１５０

5４－５８０

1５９－１０．０

日
刻
刻
力
量
気
温
庄
浪
り
色
度
深

月
時
時
風

ね
明

測
始
了
風

観
開
終
風
雲
天
気
気
波
う
水
透
水

５
７
２

側
５
０

・
ｈ
－
ｈ
ｌ

５
９
Ｏ
Ｂ

０
１
Ｎ

０
０
●
●

Ｏ
Ｃ
０
５
５
４
４
７

１
升
０
１
【
〆
』

（
／
』

ｎ
ｕ

１

０
６
４

０
５
２

０
Ｃ
叩
沮
２
５
４
１

〃
肘
竺
ｉ
ｎ
一

２
１

１
０

１
２

１
１
Ｗ

１

１
４
５

２
５

〃
‐
ｎ
－
，
，
－

７

４
４

１
１
Ｗ

〆
〉
▽
Ⅱ
ｎ
Ｕ

・
１
１
ワ
ニ
ワ
ー
Ｚ
）
列
斗
。
←

’
ｈ
Ｕ
、
‐
Ｉ
（
廷

２
０１

０
０
３

拍
５
２

７
Ｏ

ｏ
ｈ
－
ｈ
－

９
Ｃ
ａ
２
２
２
４
５
０

５
９
０

■
０
０
〔
／
』

Ⅶ
１
０
Ｆ
届
Ｊ

〔
Ⅱ
Ｕ

バ
タ
ー

０
１
Ｗ

１

８
５
４

４
２

５
０

〃
１
ｎ
－
１
ｎ
－

Ｏ
Ｃ
２
ｔ

１
２

１
１
０
〔
二

１
１
Ｗ

０１

Ｚ
）
〔
▲
川
井

４１

０
５
５

１
４

８
〃
Ｌ
ｕ
一
ｋ
巫
一

、
〕
Ｃ
〔
こ

５
５

１
１
Ｗ

１
１

０
●

ｎ
Ｕ
Ｚ
）
〔
色
貝
）
Ｃ
」

２
１

０１

６
６
３

５
１

〃
１
ｎ
－
１
ｎ
－

０
７
０

ｒ
２
２
２
１
５
５

１
１

４
５

１
１
Ｗ

１
１

’
０１

戸
）

ノ
。

４
４

ｒ
水

温
（
』
し
）

しか
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

０
，
０
０
０
５
０
０
０
０
０

幻
Ｉ
ワ
」
Ｚ
筐
）
頁
）
フ
ノ
、
）
Ｒ
〕
ｎ
ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
．

１
１
２
５
４

1Z２

1Z０７

1ス１

１Ｚ５５

1６８０

15-71

1４４７

１０８５

ｽﾞ５２

1ス８

１Z9２

1ス２０

1６７９

１４５９

1８．１

1ズ4５

1５．８５

１５２０

１４１９

1５．８

1５６０

14.41

14.00

1528

10.79

，L６８

16.0

1５４１

1４４８

１４．２９

１４．１７

11.42

1４６

1４５１

14J4４

１４１１

１５４１

11.55

9L５９

塩
素

量
（
脇
）

醜
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

／
１
２
５
５
７
０
５
０
０
０

●〃Ｉ

１
１
２
３
４

1２５５

1２２４

1Ｒ２７

1９２４

1２２４

1Ｒ１８

１Ｒ１５

１ｑＯ４

１ａ９９

1SA29

1２２６

1２２５

１１２５

１２１５

1２５０

1２２５

1２２１

1１１７

１２１７

1Ｒ２５

1Ｒ２６

1216

1ヌ１４

1２１１

１１０５

１９LO2

１日2５

１，L１８

１２１７

１１１６

１９L１５

１ＲＯ８

1２２１

1２１７

1２１８

１９L１６

１２１２

１ＲＯ６

１２０１



科２資

一プランクトン査定表一

６Ｐ

'

－５２－



厚
昏
｝
押
唄
麺

埋
回
Ｎ
ｍ
ｍ
初
Ｏ
リ
ミ
ロ
ロ

鑑
楯
璽
難

､１、００

」兇□｡□

西

す

出
、
『
一
展
望

緬
濡
鑓
膿
や
黄
言

E〕、□

[二ｺＬﾆｰｺ

弓Ｔ哩一

計｛詞！園田田、
￣

‐ＣＤＥョつ行う 二コＥ己〔=

-５３－

雲鼻

塑侭

括
」
』

程
晶
』

』
柊

十括
岩

』
提
』

温
粍
程

誤

超
畠 十 ﾄー

トー

ﾄー
ﾄー

･

･

A《~、

Ｑ無
堅

ﾄーﾄー柊

～程１－括

括Ｉ～トー

括り～○

括トー。
●＋＋

謎

型
無

蕊

垂
鎚 ○・

○。
。。

。

。

○･
･○
○。

○

○
○ ○・。

。○・

剖

咄〈
無

}～トー｝～

～卍括岩

》～居粍

1－ﾄー居’～

梠柊》～ｌ～

ﾄー括

居提

9－ﾄー

無

雪
害 ﾄー提侶トートートー

品器トー提１－トー

岩提》-－提１－卍

壕

い
ト
キ
ド
「

渇肖トー

■￣■

消渭

L封世

旧…
＋トー

ﾄー

豐虐
糧

〆■、

３
L￣

｡、ＬＬ〕、。卜、●ト〒￣○一「０

．コ、。トト卜(）ＣＯトＧＩトト｡
●

､一（二●１コこ．（．●つ●（。

マー、ＯＬＤ、。ＣｕＣｌトＯＳＩ。、。、
● ● ● ● ◆

‐「ベ００①ＯＳ寸一ロマ孚寸

￣￣÷￣￣

鋼
倒
喝

言
孟
出一〆

（
閃

）

マ
ロ
。
○

一
声
ロ

す
①
．
。

ひ
一
・
①

ｍ
員
□

ぐ
つ
．
ロ

の
「
。

一
Ｎ
。
□

の
三
①

一
Ｎ
．
□

'○卜ＤＣ、ｌＬｒフＣＮ７ＬＯ、。Ｕ-）、。
､｡。、。、ト、。トＣＣ

Ｄ
●

Ｃｌ￣･￣、１
口

一一

Lr）ＬＯ、○

・一・

譽三
グー６

〒－

００

Ｏ、。、Ｌｒ）Ｏ兇●ＣＯｈＯ－，０
● ●

(Ｎｌｖ〕▼－卜r）ト、可、。ゴマ

一で￣－－－－ｍ－－一千一

霧̄
Lr）卜ＯＬＤトトトＬＯぐＬＯＬＤ

ｍｍトトト１，０－ト。。ロ

ドＯＬＤＬＯマＬｏＬＯ、。、ＯＬＤ、。

迩
筈

へ」
へ
～
〔つ･

･ＬＯ

Eニエミミミミミ、゛、

jlII(

●●

嘘

￣

+6A【

１

酸

画

画

の
の
’
一
Ｎ

（
国
’
す
ロ

Ｃ
、
１
つ
一

国
つ
Ｉ
Ｃ
｝

□
す
１
，
－

α
←
１
ト
ー

（
国
Ｉ
Ｃ
Ｎ

、
の
Ｉ
Ｎ
Ｎ

一
Ｃ
Ｉ
Ｎ
ロ

｝
●

登

す

ｍ
・
マ

ミミ§ミ

ｍ
・
寸

了

Ｐ

ミ

ｍ
ｍ
Ｉ
ル
ず
つ
す
．
。

▲
臣
二
ｍ
函

。
□
●

ヴす

～

□。

ｳﾛ

『
、
□

閉
□

引
巴

－
，
つ

ロ
、
①

田
つ

田
□

臼
①

．
ｂ
四
つ

■
①

口
牛

●
⑪
缶
Ｐ

幻
Ｎ
ｐ



蕊
鞭
逆
一
窯
愛
漣
一
等
田
串
一
鐸
垂
泪

田
那
抑
唄
撫
鍵
且
←
宙
料
皇
ミ
ロ
、
鑑
涌
露
騨

田
昶
紳
唄
瓢
鍵
且
□
帛
御
い
旦
艮
□
の
遜
湛
麗
鐵

騨
囲
年
｜
濠
雲

小
討
「
‐
一

則
り
．
．
｜
刀
寸
’
②
一
い
．
．
［

『
幻
．
つ
一
山
屯

］
｜
亜
『

直
に

四
一
ゴ
ロ
’
①
一
Ｇ
ｍ
・
ロ
ー
Ｄ
Ｃ

｜Ｉ〔君同刈到『〕］
１
１
ｌ
’

可
□
己

］
①
｜
や

］
．
。

－
Ｎ
宛
「
□
｜
←
ト
．
Ｃ
声
一
一
←
て

四
国
芦
一
ふ
め

Ⅲ

９
．
つ
。
｜
ｐ
。
っ

←
記
、

唾
一
一
吋
、
寸
晨
蟹

亟
国
獣
す
ぐ
晨
竪

『
』
で
‐
【
】

）
曰
１
つ

､○

可
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｃ

《
Ｎ
己

四
Ｎ
つ

一
ボ
ー

５４

曇
侭
醒
鑓

トー

トー
ﾄー

トー

ﾄー

￣

l－ｌ－起居

ｐ
吟

無
い
Ｑ
圏

トー

9－

ﾄートー

1－提提
ﾄーｌ～

￣｡

$ＪＪ－迂豈
ﾄー》～

鑿
懸
垂
蝉

ﾄートー

提卍

○・。

●○○

・。。

。。

。○

。

。･
･

￣

￣■■■■0－－－－

○
・

○

・

懸
田
Ⅸ 品トー】～

提忌括
ﾄー

ﾄﾞー

トー
提十十十

無
量
醤

ﾄー卍

～岩１－粍
岩１－》～農

懸
妙
ト
杵
村
，

居
居

程
提
括

卍
』

＋柊提
程

粍
』
提

mlmI

露

墨

／￣、

｡崖
、

雪

（
ｓ

）

○面ＱＤＣｌＯ、ロ、ＯＩＩ）Ｇ」寸
ＣｉＣ１マハ、Ｉ、｡ハＯＬＤ、。｡０

．．．．．ロゴ･●

ﾄﾞ｡「､ＯＮ７Ｉへ口寸ＬＯトト００

ｍＬｒ〕ＬＣつくⅥ。、〔．へ寸

１，，１，，Ｎｉｌ~：寸マパＫＣＣ
●

噸
綱
喝

倉

蕊
、－㎡

（
駒

）

1,0卜｡すＩｗ〕Ｃｌ卜ｎＬＯ届。、
･･●つ〔。･･

〔。●〔．こ。□（．〔．

･
●

●

･

･

□
α
・
つ

、
②
．
□

の
Ｃ
・
ロ

の
す
。
①

、
。
．
。

一
の
．
□

国
師
．
□

め
す
．
□

。
、
‐
ロ

lHlmI

曇

／由、

､旨
､、－’

Lr）し、ぐＣＯロトＬｏｌＯＣｌ

●豆丁卜ＯＣｌｌ､◎１～（□
ｐ ●･ｳﾞ

⑪

ＣｌＣＩＣＤ－ＯＯす ﾄﾞ○ ＣＪ

ゴー
●

Ｃｌ●

で－－－－←￣▼￣一一

心別

薑
L【〕●1０（。●こ。ピフＣ．Ｃｌ

ＬＯ１～一○、マＣｕ（』○ト００

すぐト◎、。ＬＤｕ〕ゴマＩ､｡

趣

觜

●

LＯ

－ミミミミミミミミ

□

寅
進

守
ｍ
Ｉ
ｏ
－

の
、
Ｉ
ト
ー

ロ
ロ
Ｉ
ｍ
－

Ｃ
Ｎ
Ｉ
□
一

の
－
１
か
一

ト
『
Ｉ
Ｃ
一

山
ｍ
Ｉ
ｍ
－

Ｃ
つ
ｌ
Ｃ
－

ｍ
Ｃ
ｌ
Ｃ
－

垣

函

←い、〒－ＧｌＣＪＣｌＣｌＳｌＮﾌﾞ

－－－－一ＳｌＣｌＣｌ． Ｓｌ

●●●●●●●●●｡

｡』ミミミミミミミ亀

一
の Lr）

ＣＭ

●
田召白留宙帛扇
●（。･････

ＧＩ
Hプ
ロ

驫
蕊
鑓

提
括
梠提

粍
搗

』
』
』

括
括
浩

程
岩
』

侶
括
足

無
い
、
閏

括
居

柊括
提

括
粍
』

』
程

程
柊提

懸
垂
蝿 ･･Ｃｏ

ｏ･･。

○
○

○

。。
。。

壕
剖
Ⅸ 括経十１－柊温

トー

ﾄー

懸
垂
醤

トー．；～於

岳トートー

括括侶

霧
ト

雲

提

トー

1－

トー＋～
ﾄー

ﾄー岩

提トートーﾙー
ﾄー

蝋
塞
輯

グロヘ

･E－

言
、－ノ

（
ｓ

）

②
囚
．
ロ

ゴ
、
．
○

の
Ｃ
・
ｐ

ｐ
ｍ
．
①

、
四
・
つ

一
ｍ
．
○

①
、
、
つ

､ＣＯＯトーＬ、『～Ｌ、可Ｐ

ｒｏ可①αト、。ｃ､！● ●

ＣＯＯＫ寸忘ｕ）す

／へ

愈菖

虫
艮一ノ

（
恥

）

す『へＱＯＬ○￣ＩＣＩ｡

･･つ￣←の

こ．〔．（。こつ●

･･
●

● ①

Ｏ、。、－－ＣｌＯＯＳｌ、｡

００－

づ←
〒￣

▲

￣

■ＯＣＩＯＯす
●

づ言□●‐
●

（
槍
）

ぃ
蝸
餐
漣

ＬＯＣｌ、ＯＬr）Ｏ、←ｃト◎

c。、ＯＣＭ『へＣＯトＣＪ・

－，０ト｡トの＝、ｏＬｒ）

CＭ－－￣て－－－－←■

薑
●ＯＯＬＤＩ､ＯＬ｡－１～

ト．･ＣＯつＮ~）一ＬＣ

Ⅷト、○。ＰＬＯす、。Ｌ○

幽
餐

こ）

し○

－ミごくご=ミ

生

肩
酸

凶
①
Ｉ
Ｃ
①

□
四
－
’
一
□

－
，
１
Ｎ
。

の
の
Ｉ
⑲
一

ト
ロ
ｌ
ロ
ー

ト
、
１
国
一

（
す
Ｉ
ａ
Ｃ

ヒロ

垣

C、ＩＮ）

・ミミミミ．≦
｡￣←

マー￣

￣弓

!受;

fs〈

｝
の Lr）、。ト０００、

呂ＳＳＳ弓
●
ﾄ｡
●

－〔、Ｉ

巴召



凸淳
色
押
唄
綱

Ｍ
製
且
か
一
寸
御
い
し
一
層
○
の

『〕、□し』､□こ。（〕、ＣＤＬＸ」□９，。ＬＬｊｕ）Ｑ、〒

づ□１，０○、ｌ､ｎｏ

鑑
穂
緊
騨

」に」‐

ＯＬI~）ｑｏＬＯＬＤゴー。、一・〔〕ＣＯＵ

、ｉＱｏ寸ＯＣＮ）、０１～：。<（ト8Ｋｃ

、（、』･･ｑＱＪ，、､・・て、」６

￣】￣

ＪＬＬＪ、ＯＵＵＫ－ＪＬ己

司足Ｏ、＜ｒ，-わＩ、 ご「、《」ＣＱトロ０，ｕ）鍵ＯＮ）。

卍ＬＯ司・Ｌｒ）ロＣＤ〒－Ｎ~〕ＣＣｃｌＱ

ＯＯｏＯＯＯＯ<Ｏ<０つ。<Ｏ<Ｃｄロこ
■け

二ｺＮＴ（。

①尺（１Ｊ、･

已已ｒ＜〒■□三ＴミミＩ＜１

垣
寸
叶
、
寸
唇
蟹

ゴロ〕Ｎ〕、{。綱
濡
鑓
般
蝦
暑‐
６
－

[〕、「Ｘ】

Sｑ

。~（Ｉ］【」、「へＱｕｏ、￣

－５５－

蜜鼻

望 侭

ｌ－

ｉ－

ﾄー

○
・

ﾄー浸足｝～》～１－是！～

迂十迄1－跨提柊ﾄー卍｝～トー提

1－》～拾》～品１－～トー

誤

隠

田
●ｳ●● ご（

ﾄー

｢・トー

】～トー

}～

ﾄー

福

1－
トー

)～

トー

ﾄー

提括》～

＋＋トー提.】～

ﾄートートー

人Kへ．

Ｑ蕊
遜

拾い廷け廷よ堂堂十浩廷三》～》～括り～缶。括粍》～１－

}～提
ｑＵ

ｒ－～

トー

トー

》～

灘

遡
無

垂

鎚
蕊
。。○○。。○○。
。＋＋････○○○･･○・
○。●ＤＣ。。。。

○・
○●

。。。
。）。。
。。。

劃

U〈
無
品トートー括括岳,提

括ﾙー１－…ﾄー程括提．提｝～～！～
キー路ｌマートーｑ－ｌ－括１－トー～》～トー

￣‐

誕

醤
灘
1－搗梠ｌ～トト～～
》～トー提》～｝～ｌ～、１－１－

トー
括１－梶提へﾄー詮

"′

ト

妻
嚥
》～晨岩１－ﾄー》～括足１－
品トー》～ﾄー侶括１－。。トー提１－
提提搗｝～提提》～温罹

噸
謹
愚

（
這
、
〈
ご
）

（
葛

）

､。、。ＬＦ）し◎。、マー００っ。、００９０●Ｉ､｡（利一マーｇｏｏ、００
L、□１，０。、１，００、Ｉへ－０００、｝～←、。こ．勺.ト『～●ｌ､｡
〔．－＝･･●←一・･･＝●－－つづ＝･●

｡｡しr）ＯＯＬＤＬＤ寸一。、
Ｃ●■●

(、ＩＱＯ才００

マー

Nう、０１ペｏく

￣ＯｏＣＯＯ卍トＧＩトマＣＯつ（:Ｍ
Ｒト8Ｋ。､：ＬＣＤ職＆．」、ＯＫ．｡’す

￣

lHl剛

綱

蝋

（
嬉
、
鐺
）
’
（
恥

）

幻
□
．
○
，

山
引
．
□

Ｃ
一
・
ロ

ト
戸
口

凶
、
．
□

つ
剰
・
Ｃ

ａ
○
・
つ

②
ミ
ロ

の
一
・
ロ

ト
ミ
ロ

幻
宕
Ｃ

Ｃ
ふ
．
つ

＠
す
．
□

一
Ｎ
．
□

一
一
・
○

⑦
言
つ

Ｎ
ｍ
ｏ
Ｃ

ｐ
ｄ
ｏ
Ｄ

の
①
．
□

〔、ＩＣＩ、ＯＬ。、。００、。□「～【ＣＯ、ｌｎＣｌ←Ｌ、ロマー００一

幹、ＯＬＤト。、ゴカ卜０マＮ~）す、。００トＯＯＬｒ）緯ＯＮ貢）。、

(．‐卜○．一□←箒，s、』－一一一・芦Ｃｕ．－一｡』ご●

豐三
I､Ｏ

Ｌr）

C。。、卜○『～Ｃｌ。、トＬＯ旬・ＬＯロＣＯ一
｡□ 。●■ｃ

ｏｏ（。。､；・ｃｏＫ卜ｏｏｏＱｏｏｏｏ<ｏ<ｄｏｏく

１，０

０く

Cｏ

Ｃｏ

C、１０、Ｃｕ
●

●

●●一

〒－で－￣~〒￣

｢

〆 雲
ＣＯ「～●ｉＯＬＯトＬｒフＣＯ卜の－こつト０こつトし｡●ＬＣＩ､０．，０
ト－トＣＯＬＤ『～●ＬＯマョＰロト、。ト００、｡ト･「へＣＣ

ＣＪすしr）ゴョ．卜ＯＳＩすぐ「マＬｏゴマ尽寸ママＬＯＬｒ）しr）

廻

褐

･･ 【、●

トＬ、トＬＯ

と
一之､、ミミ－ミミミミミミミミミミミ

↓
● ｡Ｌ坐

鑑虐
繋i正

ト
ー
Ｉ
Ｃ
一

ロ
ロ
ー
ー
ー

ィ
ゴ
Ｉ
ｍ
－

Ｎ
ｍ
Ｉ
ｍ
－

Ｃ
の
１
１
ト
ー

ト
ロ
Ｉ
⑮
－

，
，
１
国
ロ

①
園
Ｉ
－
Ｄ

ｍ
Ｐ
Ｉ
ｍ
Ｃ

Ｄ
Ｃ
ｌ
Ｃ
□

□
国
ｌ
ト
つ

ぬ
一
－
一
一

□
←
１
Ｎ
一

℃
－
１
つ
一

ｍ
す
’
の
①

⑪
ｍ
Ｉ
ａ
Ｃ

の
、
’
一
一

ト
マ
１
ｍ
マ

ト
、
Ｉ
の
一

0０ ト、。

千一￣〒￣

．§ミミ .と
４

・ミミミミミミ .●

寸司.マ

己、ミミミミ

､ゴー

０コ

一ＧＩドｏマＬＯ､。トＣＯＯ、●一ＣＩＮフマＬ、、。トＣＯＯ、

臼．Ｅ弓臼： ｓ－ｓｓ圏Ｅ一層二厘二酉冨淳ニニ亭



ＩｑＦｌ孟司

＃
堂
紳
唄
掴

１１

鰹
画
一
言
杣
ｎ
口
言
邑
□

己」、くう〔－ｺ（て］Ｃ鑑
鯆
箪
壌

F>、ｌ［、〔＝〕－
－rJJ可ＬＯＬＹＬＱＯＣ
づＳ Ｅｉ･･＝□ 二コ〔三（＿】

ＱＯＤロ．、(〕、□［ｴｰｺ

ａ民Ｏ、Ｌ己□●へ４JＸヨ E〕、￣

□ r~】＜丁、〔。

￣ＦＵＪ、【、（エ」 ｡●【－ＪＬ」Ｕ…｡、Ｉ､
へｆ－－伝う-〔＝

Ｊ、Ｉ･ こ］に。巳。□

。（｣Ｌ】□

ＬＪＬ、』（工】閂－０【］Ｌ、Ｉ、。

－J（つ ｇ●Ｌｕ、。ト

ー卜、→、｡ＣＯﾆユ、【】モョ
「

＝、〔＜Ｔ＜□

函
□
卦
、
寸
晨
雪

句ト征可巳。民‘（Ｙ可・・良＆」

－５６－

lEJIJJJJZTTTJ
〃ク

ト

増
無

括卜～ﾄートー１－）～１－

１～品ﾄーへ品トら括居》～
Ｕ

晨梠梠提.居梠品

'－，

:：
fａ

戸、

Ｓ
里.ソ

ゴー●、。ＣＯＯ。、｡』。、Ｉ～マーＬｒフ。、マ。、ｌ､｡！｡ト●－

●…す
●

ﾏニ●

卜｡寸ＬＯＧｌＬＯＯＯ、◎勺９マト◎、○.卜ＯＬＣ。、ＬＫ〕●す
●

●ご●●言ご●･･，．･･①〔．〔。＝･
●

、くず、○、。、０００す、ＣＯＯＬＤす、ＯＯＯＯＱト<、１０。ト○ト
.､卜。、○、。

､ＯＬＤＬＤ

、。哺寸

LＯＯＯ

ピフ

l､｡

ト：Ｏ、す｡、Ｋ）、。●

ＣＩＯ：００寸、ＯＬＤ

ト。、〔。〔。卜○トロ
『へ：ごｌ～：Ｃｌ、。ＣＪト：

一一￣

､11Ｍ

WHI

喝

の
辱
鎚
）

（
晩

）

（
□
．
□

一
Ｎ
．
□

ロ
囚
酋
ロ

ト
印
．
①

一
戸
ロ

（
□
・
Ｃ

ａ
『
□

か
□
。
□

①
声
①

つ
一
・
ロ

の
Ｎ
、
Ｃ

四
ミ
ロ

困
寸
．
□

の
ロ
｛
）

Ｃ
戸
○

ｍ
貢
①

ロ
壹
①

一
君
①

、
Ｎ
、
①

トト、｡０００、ＣＩＵ、ト〈すＮ･）トＣｌ、○【､｡｡｣一Ｌｒ〕ドの－
卜０可匹フトＮ７｡、可

●
● ●

〒－-－←＆Ｃ」①卜Ｏ
Ｃ Ｃ

こ。

｡』

ＩＯＣ、１ＫフードＯＣＭ。、マＬＯＣｌ「～Ｃｌ
●

PＣマーＴ一￣ご＼Ｉロマー卜。｡」Ｃ、Ｉ－
●

豐三
￣

､。

●ＯＯｃＩ
● ●

･可Ｌ◎マ

､Ｏ
●

す

卜｡マャロト
｡

．』〔，で二Ｃ、Ｉ

－ｃ、ｌ、ｑｃｌｏｏすこつｃｌｄＱｃｌＣ
●

● ●
●

〔ＭすマｃＪｃｌ卜。卜、￣｡』ト：

－－￣で‐￣〒－で－￣〒￣￣〒－￣で￣－－－－

蓬
巳

･･ＬＣト●ＣＯＬＯやＤＣ、Ｉ･００●ＣＭ、０トＣｌ。、ｌＯＬＯ
〔、１．－Ｉ～一卜○す●●、。ゴー卜｡す、ＯＣＣト（っ、ＯＣｌ

Ｃｌ←ＵフＬｒ）Ｌｒ）Ｌ、＜「卜｡すぐマＬＯＬＯ･寺ママすずマ、０

腿

福

、

雫
●し･●

LＯトＬＯ

←ミミミミーミミミミミミミミミミミ

▲

量

↓
● ●

↓
● と

￣

ｲ9Ｋ

畦

、
垣

の
←
Ｉ
①
一

国
の
’
一
一

ト
臼
Ｉ
、
一

山
副
Ｉ
の
←

□
Ｃ
ｌ
の
一

ｍ
ｍ
Ｉ
Ⅶ
Ｃ
ｄ

ｍ
つ
１
，
国

の
、
１
１
国
つ

ト
ロ
ー
の
□

（
の
Ｉ
（
□

ロ
マ
ー
α
□

（
句
’
一
一

つ
、
。
ｉ
‐
、
一

一
ｍ
１
Ｎ
←

□
の
１
１
尾
一

国
の
Ｉ
ｍ
－

ｄ
Ｃ
ｌ
ゴ
ー

○
，
１
一
一

士
国
ｌ
｛
□

ロエc．ト◎
←

● ﾁﾞミミ．冬ミ．ミミ ミミご貝・ごミミミミこ』

国、〕ＬｏＬＤ

￣
ＣＩＮフマピフ、。ト，００~｡、･－ＧＵＮフマピ〕、｡ト

臼ＳＥゴ－ｓＳＳＳ Ｓ 淳二産淳二遷酉二
ＣＤ
￣

￣

｡、

酉



尽一'三

出陶

鈩
声
昏
一
紳
唄
綱

掴
》
【
】
の
、
国
》
ｗ
ｎ
ｈ
塁
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
蝋
塑
啄
紀
、
乗
畦
詳

Ｘ〕、。Ｋ」一・。ぐ－マーＬ､ＵＱＱＫ･

◎■、｡、ＯＮ）句

一Ｊ●し－J･･□￣･･【－１●戸 。（。亡つ（。Ｌ二

－］へ（＿」､。－［。

￣￣」￣】￣ト二ｺト●ＬＱ●ＬＮつい｡●
● ●

０００⑪．､。、ＯＱＯ、ＯｏＯＬｃｏｏ后ｏｏｒ､：- go卜、．､◎

。、、【】Ｃ

全｜ご盲言弓百戸目
L=〕□し、Ｉ･･□￣（＝

－」･･（－Ｊ□（￣】

｢も■圏ｌａｌ田：巴：
」、＜] Ｊ、マー｡【〕、」

可【］閂ＬＪＬ＜
西
◎
針
、
寸
一
祷
雪

可凶フ、◎トα〕ＯＬ□ 【】Ｉへ［Ｉ】Ｌ』

－５７－

望星

幽厨

誤

障

田

［へ

塁
壕

雛

型
畷

垂

塑
照 ｇｇＳｇＳ。。｡＝。。。

。○し。○
○○○一○：＋○
○○○。

ﾄー。

)～。

田

U〈
壕

トー

8－

)～トー

′活トー

、トー

トー

》～
トー

》～

トー

ﾄー
＋○ 】～トー

１－缶

１－トー

トー

ﾄー

トー，

}～
トー

ﾄー

ﾄートートーﾄー）～

ﾄー提．提ト．トー
1－

垂

護
壕
程：リー括括ﾄー；～提提品９－．卍】－１－是
岩提トー）～括粍提晨！～温括）～ﾄー卍

ﾄー》～Ｉ～屋粍程9－程括9－ｌ～提括提

〃グ

ト

増
蕊
9－柊括１－～提》～提粍粍

括括卍｝～》～8－、～柊１－缶｝～～
提トー）～Ｕ》～提Ｕ～ﾄーＩ～提一提 トートー

（程、身））’（弓）
１
１
１
１

蝿
電
輯

－－ｃｌｏＯ、。ｌへＣＯ卜｡（＞ＬＯｃＰ、。、。←ＣＯ寸一可Ｌ○

○■、。、ＯＩＣマＬｒ）つＬｒ）、・す、》マ卜ＤＬＯトすＬＯトド｡
●

● ● ● ● ● ●

●････●言･･･････づづ●･･
● ●

ト
ト
．
○

ｍ
ｍ
。
、
一

一
℃
・
の

ｍ
ｍ
Ｋ

ｍ
の
雨
一

ト
ロ
・
’
一

⑪
、
ぽ

つ
つ
．
の

Ｎ
Ｎ
Ｒ
－

Ｃ
つ
．
の

す
□
・
の

つ
□
．
②

（
（
．
Ｃ

Ｃ
Ｃ
・
垣

ト
ト
．
Ｃ

ｍ
－
．
Ｃ

Ｃ
Ｃ
・
ロ

ロ
ロ
．
、

の
一
・
℃

噸
綱
喝

c昌

墨
、.〆

（
肉

）

ト
ロ
，
□

ひ
豆
□

、
『
つ

い
□
．
□

〔
一
．
□

α
○
．
□

民
ロ
．
①

ト
ロ
。
①

一
Ｎ
．
□

一
ロ
．
□

い
①
．
□

←
（
つ

①
凶
．
○

Ｎ
言
□

一
戸
ロ

（
□
．
□

す
量
①

四
戸
ロ

ロ
Ｎ
，
□

。。マＬｒ）｡、トゴ、。、。、Ｎ~）っＫ）。、マーＣＯマ民凶）●
Ｎ）、。トーＬＯト（:、Ｉ、。｡｣『へ

■ ● ●

￣で－－－←_で＝－－－
● ●

－口
●

ず

一寸Ｏ、。、可←すＩく了）
●

●

一－－Ｃｕ〒凸ＳＩＩ､◎－
● ●

豊§
００｡」●す、。－１､。●－。、ＬＤＬＤＣＯ、。寸ＣＯＯ、Ｃ､ｌＨ７

● ● ● ●

､。nｏｍ、。寸寸、ＯＬＤマバＯＳＩペ●一Ｒ、ＯＯＱＯＯ〈
ﾏー〒■で‐一一マー〒￣-－－一・ＪＣｌ－．で－－－－

熱
・狸
'回

〔。Ｃｌ、。二コ一Ｌｒ）トＣｌ、｡卜ＯＱＯ〔ＭＬＯＯＯＣＯ〔、IＬＯ●〔Ｍ
○通届、。、。一○、トＣＩＯ、●す｡、ＣＯ●。。トト一寸

←卜｡、＜「マト。一寸ＮフLr3ＬＯ＝ＬＣ、。＜「＜「マＬｒフＵ･）

幽
彊

ミ

ミ

･･ＬＯ●

●し○， トＬｒ）、

ニエーー ムエミーミーミーー

:L二
函

ａ
－
ｉ
Ｉ
Ｃ
－

マ
マ
ー
ー
ー

ト
、
１
ｍ
←

の
－
１
の
一

Ｎ
ｍ
Ｉ
ト
ー

ロ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
則

ぶ
つ
１
，
Ｎ

一
，
１
つ
、

□
、
Ｉ
の
つ

ぃ
、
’
’
一
一

〔
副
ｌ
ｍ
－

Ｎ
－
Ｉ
の
一

ニ
ー
ト
ー

ト
ー
ｌ
Ｃ
－

ｍ
マ
ー
ロ
①

□
、
Ｉ
Ｃ
←

ｍ
Ｎ
１
Ｎ
－

の
ロ
ー
マ
一

α
←
１
℃
←

Ｓ
屋
二

[ｴｴo、

●｡●

・ミ ミ

００ﾎﾟト

ｃ●●●●、●

ミミ・ミミミミ二ご・ミミミミミミ

ユミ､。、。、。

勺一

、

￣〔、Ｉぱう可ＬＯ、。ト００ＯＬ●－ＣｌぽうマＬＯ、｡ト０００、

ＳＥョ 臼ＳＳＳＳＳＳ雷言酉冨酉酉酉二厚屋



王
蛙
一
半
健
一
。
、
出
一
灘
；
型
一
重
蝉
一
田
・
朕
一
量

尊
量
・
紳
娯
剛

騨
一
号
扇
舛
ｙ
暮
邑
の
鑑
楯
箪
謹

エ
ニ
←

｜
『
‐
Ｃ

幻
刀
．
．

一
つ

い
、
□
｜
の
。
⑩
一
、
ロ
ゴ

。
’
可
‐
①

璽
潭

Ｊ
’
６

ｇ
Ｃ

四
口
こ
一
℃
わ
［

○
ヨ ｡Ｃ

戸冨

一

一

Ｌ－

］
←
．
『

Ｌ
己

刃
つ
づ

］
．
［ －J

O

Eヨ

【
】
」
｜
〆
『
□

巴
－
９
声
芦
一
（

Ｐ１

－

ｺ、

Ｕ
ａ四
・
コ

『
‐
□
｜
〈］
．
○

］
、
一
一
α
「

ｍ
‐
司
戸
一
寸
、

曰
。
Ｆ
’
⑪
Ｃ

□
。
屯

『
己エ
○

頭
（
畔
印
可
晏
竪

〕
｜
□

］
『
１
１
℃

］
》
１
Ｉ
Ｃ
←
一
つ

Ｌ
三

］
『
１
，
ｓ

］
、
Ｉ
Ｃ
．
一
○

］
こ
’
す
ａ

」
、
Ｉ
（
［

］
幻
ｌ
「

］
Ｉ
Ｃ
Ｐ
一
己

□
｝
一
℃

凹
一
市

５８

lirLL三IStIfIj
｡

●

■

－●

望

麹
無

1－岩トー

トー‘提トー

～トー品品

}～侶侶8－ト
柊卍粍トー粍梍
提柊．ﾙーﾄー提１－

￣

謂

隠
田 ＋

トー

ﾄー

￣

｡

､

E３
壕

灘

起
無

～～括粍澄粍～
)～トー提．ｌ～括括１－
岩提！～１－Ｉ～》～柊

トー

l～

程括括ﾄー括り～括括】～居
》～～提是トー》～提）～粍括
1－柊ｌ～～ﾄー１－提括ｌ～是

足１－．．缶
1－トー ・トー

ﾄートー ﾄートー

跨粍 トー

垂

墾
と無
。。。。。
。○・－○。
。○・・厚。。

○○

・。

○○。。○○○○○○
・○・○・一・～。○・･
･･。。○・・－○…。･･。

○

・

･
･

･

●

田

H〈
無

C

、

1－ ﾄー

ﾄー１－

トー
●

‘殉「～

巴｡U
トー

ﾄー

．、品.；提

トー

ﾄー

トー

●拾

１－

》～ｌ～

ﾄートー．

トー

ｌ－

ｌ－

ﾄー梶

提１－．

、

へ

括十提
,トー

トー

程
鳧１－）～

璽

護
無 )～～）～１－１－品｝～１－括り～柊）～提！～
}～・ｌ－提１－）～居》～9－１－〃～柊Ｉ～屋
1－提…）～9－】～ｌ～》～｝～}～》～ﾄー１－》～

〆へ

－０－

≦
、.ソ

ＯＣＯＯ Ｉ～トＯ、．､ＯＬＣ｡、、◎
ロゴＬｒ）

てこ～● つ

I､･

･

マＥＣト
●

●･･

Lr）

①

ﾄﾞ･

ロ

ＬＯ‐ＣＣＯ、

L◎

●

LＣ●ＬＯ
●

●

●一・

（
９

）

す
●

､。
－－００可ＣＯこ〕。、ＣＯトＣＯＯ、トｌｖ）００－．００￣００
ト：。〈CＤ、。．ト：Ｃｌ“辰ＬＯＯＣ。《．ＣＭ＝００１，８トニマ００

● ●

で￣
マー⑤ 〒̄￣－

mlixll

llBMI

喝

／⑤、

菫
、－〆

（
恥

）

〔二｡、 、。、００●－、ＯＮ~）
Ｃｌ･・（。

●

●･･

･･ ￣
●

●･･

一

・
●ロ
●こ．

､ＯＬ｡ＣＭＬ、
･･一･

･･づ●

。、－－へ○－卜｡凶〕。、●「へＬＯ卜ＯＬＤ、。。･･ＬＯ、０
－Ｎ）トＣＯ、ＯｃＪFＯ寸ＣＯ＜「●←1０Ｈ）。、００１～ＬＣトキ｡

←＝Ｃ、Ｉ●〔．－－言●●Ｃ、ｊで-：Ｃ、」Ｃｉ〔。ロ●言●

豐三
。、トマＬＣ●。、ＣＭ卜００、・・す●

LＯ守IＣＫｂＩ、｡卜｡卜ＯＬｴﾌﾞ｜、｡す
で－－－－一一Ｔ￣マー

－０，
● ●

ﾄ○ミォ

－－￣〒■



存
宥
昏
｝
細
い
四
泊
蛸

個
駿
［
】
、
一
ｍ
杣
ｎ
ｙ
Ｕ
言
使
ロ
の
錘
掴
栢
爬
、
潅
此
峠

丘。、（］

L】ＬＬ】□

ＯＬ」
。‐〔ｴ」

自八、、`．０℃ コヘミ、{ﾛ？

ⅦＩ､ｏＱｕｕＱｘ〕ｃ
Ｃ

Ｏ６１，０す、。ト ｊ、－１－１」

－ＣＯ・ＣＱＤ･･●

可柄○マトＬＯ￣Ｃ、

可、《」

一己

●
』
０
．
》
０
こ

げ四の川一坐一一Ｗ、可「一レート（一ｍ｝【一

-Ｊ□

。、Ｏ、司

ﾆュー￣亡＝ □し＝］

。、ﾐﾐ Eｴコ（＝

ＬＬ｜Ｏ～｡、ハノ。、ｃｏｏＯｏｏＯＯ○、～○

ｇｏｏ。．￥△ｌｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏＯｃ露 ユ」ＯＯＣＤＯＣ

可ｕ〕．Ｘ」ト。●ＯＬ.，● コト□」Ｃ

･－５９－

ｏ

ｒ！

JjJi三二Ｌ1１
劃

､1Ｋ
無 ﾄートー．

1－括

ﾄー提

トーｌ～＋ｌ－
ｌ－Ｉ～

程１－リー｝～】～提１－
～ﾙー～経ｌ～提

無

垂
誓 提ﾄー粍提是提提 トー～１－

柊程１－１－跨居】～温～１－
程柊》～居り～提１－居$～》～

'"

ト
片
村

無
i～ﾄー括提１－戸粍粍．｝～｝～
～程トー１－晨粍】～ 柊．トー

提活ﾄー提括１－１－！～提

噸
璽
糧

〆■、

薑
エーン

（
９

）

L○・・、。トマ－０１Ｃｌ、。．－「へＣＯ
すｌ､ＯＬＤ－．１h℃ＬＯＯ、Ｌｒ〕マＬＯト● ●

ごＭ･･一言コー●ご（ゴづづ

←｡｡｡、ＣｌＣｌすぐ●、○

｢V胃<，ト： 辻。《、。‐ｃＯｍＣｊ
。。ＣＤ守＜]。

●

．、。『ペ、。、。

－－￣で‐￣

咽
岡
蝋

鷺
罠-ソ

戸口、，

｡、
、■〆

い
①
．
□

す
①
。
□

の
ロ
．
Ｃ

ａ
Ｃ
．
□

、
戸
ロ

ロ
戸
①

Ｎ
一
・
○

つ
。
、
ロ

コ
言
○

℃
□
．
□

ゴ
ロ
．
□

□
Ｎ
・
つ

･･ＣＭ_ト６〔、」 ､｡ＩｈｎＬＣ．Ｏ、Ｃｌ、。こつ
００．。．､。●ｎｏ、。、マ．し。●・・・くずト

(．_●言＝ト◎芦一一一←ニー;i〔．●
●

●
■
▽
●
Ⅱ
０
匹
■
■
０
０
△
『
‐
〃

（
ご
（

■
）

剛
…

。、可Ｉ｡００．

￣、。。｝v）
００、。。、、､…

Ｃ Ｄ ●

ず、。ト：Ｃ、Ｉ
‘ＬロベロＮ-）Ｃｌ

●

ﾏー-－一一－－．

｡：言００
●

￣

￣〒￣,で￣

鰻ﾉ類
導
回

Ｎ~）

￣

￣

マ

ＣＯ・ＣＣＣ･･● こつ－－●

柄○マトＬ○一ＣＯＬＤ可可。Ｃｌ
－、。、。Ⅲ.）ｕフ、。ド･す．司・トゴハ｡

迦

ＰＣ

嵩

Lr）･ ･

トＬＤ ｕ･）

↓
●

￣ヨ マーご〆ミ

と ↓
ご～ご・ミミ！

●

●

．Ｌ●

－ミミミ

↓
●

職
駈

＝

･Ｉ，RＮ

酸

□
垣

－
－
１
（
つ

マ
の
ｌ
ひ
Ｃ

い
の
’
二

ａ
ｍ
Ｉ
ｍ
－

の
①
Ｉ
Ｃ
←

の
Ｃ
ｌ
⑩
Ｃ

－
ｍ
ｌ
ｍ
－

一
Ｎ
ｌ
の
←

ず
つ
’
二

（
Ｃ
ｌ
α
①

－
．
１
，
－

（
、
’
す
一

ｍ
Ｎ
１
Ｃ
－

｡～｡、

● ●｡
●

OＯＣＣ.．

と；〈
蝶
蟻

｡、｡○ＯＯＯＯＯ。。、。、、t〈
。α・・９．．，磯

。。。。。。。。。。。。。。寵

ﾄﾞ◎卜○汀）Ⅳ）

￣一一￣

ｊミミミご・．．ｐ・

OＯＯＯＯＯＯＯ

￣

、

－゜０．卜◎ぐＬ０．，０トＣＯ。､.．●；一Ｃｌ、マＬＯ、｡ｌへＣＤ｡、

ＥｺﾞﾉＥゴ′Ｓｓｓｓ－ｓﾋﾟｺﾞﾍ９．１百畠…貢邑匡酉己ニー



丑

。
◆

韓
董
紳
娯
綱

埋
回
ｍ
ｐ
ｍ
杣
Ｏ
Ｕ
吉
呈
の

９－０

△
０

蕊
涌
聖
戦

Ｑ〒－。、□Ｅ〕（玉「わ ９Ｎ･ＤＯＣ

￣ＪＯＣ ⑨、－－（ミ

。､＜】＝｡

､ＪＯＯＣｌ、ＣＯ、（。、Ｃ
八」Ｅつ一ｆ－、一同へ

二ｺ□

、ｌ（＝
戸司し。

、ＪＣＣ〔Ⅵ－

HｍｌＣ□

唾
。
畔
、
寸
唇
雪

､。￣し･￣…ＣＩｕＪＬＯ●す‐ＣＯこ
つＩＣ●Ｃｌ．寸ＬＯ･･ロドＯＣっ、

Ｊ民□｡、￣ 寸凹〕、。ト（YうＵ

５（］

flfLJ三mヒイニー'三コ

－６０－

鬘
蝿

￣

Ｓｇ二ｓＳ三二Ｓ８ｇｇＢｇｇ＝８ｇｇｇ
。。。。。･･。。。。･･○○。●．。｡

騨
剖
Ⅸ

三
ｋ
ｋ
ｋ

括
岩

ト
括
是

括
梠
程

是
是
品

程
程

』
提
提

膀
括
柊

』
提
（

提
是

居
括

粍
括

括
品
』

括
柊

括
梠

括
提

梠
提

括
提
括

提
器
』

蝿
垂
穫

}～～岩ｌ～１－～柊柊》～9－提｝～ｋ
ｌ－１－トーｌ～ﾄー卍１－ｌ～ﾄー拾提）～ト
岩》～提｝～ﾄー缶】～提１－】～～ﾙー烏．

Ｏ
Ｌ

蛎
辣
ト
ト
村

1－》～ｌ～ｂ～括提提括是ﾄー
ヘ粍括程粍ﾄーリー＋１－１－程
括）～｝～》～）～起居ﾄー～～

￣

噸
璽
量

･〆■、

の－凸

≦
（
３

）

、ＯＳＩ、Ｏｉｐ、。･･ＬＯＣＯマォＬＯｃＪＯ、ゴーＣＯトマ、ノ
LＯ●〔、ＩトＣＯトＣＭトマＦｒ）ＬI）ト。、ＧＩ－卜００。－い‘
c、」￣で二●＝ＤＧＪｌゴ－＝ご●●－←＝●言●

､○ＧJＬＤＱＯ一○、･･。、ＣＯトーマＬＣト、○卜０００
。、尻Ｃ、↓￣、。ＣＯ$０、◎ゴトト●ＣＯ
､。Ｃ、ｌ、ＣＯ､；ＣＩＯ；－こ）●がＫＣ』‐

● ●
●

Ｃｌ卜Ｏ
● ●

､ＣＯＯ

LＯ

。、一・ＧＩ
⑪

､。寸○ざ、０
〒￣￣〒－ＣＪ－－－Ｃｌ．Ｔ－－■↓一一 一￣■←▼￣Ｖ－

咽
御
喝

Ｃ

≦
、=〆

（
恥

）

、
戸
ロ

、
言
①

←
『
□

（
一
・
つ

、
臣
ロ

Ｃ
肩
□

刷
気
つ

ぃ
①
．
□

の
□
・
Ｃ

Ｄ
三
つ

ト
ー
。
□

幻
戸
①

Ｃ
Ｎ
ｏ
．

の
□
，
つ

い
罠
Ｃ

Ｃ
つ
、
①

叫
汽
ロ

ロ
ロ
・
□

す
劃
．
①

-－卜｡、。一ｓＩ、○

､。●ＬＯト

ミ－－画一二ロ

一・。、ＣｌゴトＩＣす。ＯＣ、Ｉ。.ｓｌｃｌ,
ｎｏで‐卜r〕ＣＪ

Ｃ」一一Ｃｌ

Ｎ）す「～已才CＤで－
●

●

ＧＩＣ、ｌ●一言ｃｊ
－

０

〔Ⅵ

－「へＬ０，
℃

●

C、Ｉ〒二〔、ＩＳＩ

mlHllへ
嵩・旨

耀ソ

Ｃｌト○ト。、｡。－す、。トＣｌ、。￣ｌ､r）、。、。○、●｡、－
ＣＬＱｏＱｃ、１－←－こ〕ＣＯト●のｏ、･ＬＯＣ、１ｍつぐ● ●

●

､○ｃＪｃＩｃｌｃｉ寸Ｌｏ守、ぐずＣ可卜｡、｡〔、』、。、。ド
－－￣で￣￣〒－で－￣マー． ￣マー￣￣マーで－－－

熱
懸
回

￣ＬＤＯＯ、｡ＳＪＬＯＬＤＫ〕、ＯｃｏｍＩ～、ＯＬＯｃＯ、。Ｃ、卜０●
ＬＤＩ～ＣＯ、。、。ｈＯα卜ＯＣｌＬＣ卜｡卜◎、。｡、Ｃｌ、。〒－、、０
．１寸喧才すぐＬＯ－Ｌｒ〕ＬＯＬＯＬｏ、ＯＬＣ可、｡マ、。、。、０

鼬

精

〔。● ･･

ＬＤＬ、 トＬＯ

←ミミミミ

生とと
￣

↓
●

ミミミミミミミミミミミ

澱

鑓

￣

+9Ｋ

tir

ﾛ。

●●

函

ト
ー
Ⅲ
Ｉ
Ｃ
←

可
の
’
一
一

□
ｍ
ｌ
ｌ
ｍ
－

ｐ
Ｃ
ｌ
ロ
ー

マ
、
Ｉ
（
一

寸
①
ｌ
①
囚

Ｃ
Ｃ
Ｉ
ｍ
Ｎ

□
ロ
ー
す
□

、
ロ
ー
ト
□

Ｎ
『
１
つ
一

Ｃ
Ｎ
ｌ
Ｎ
－

の
①
’
す
一

①
、
凸
一

Ｃ
Ｃ
Ｉ
ト
ロ

ロ
Ｎ
ｌ
の
①

、
、
Ｉ
Ｃ
←

か
－
１
劃
一

一
一
ｌ
↓
マ
ー

可
ｄ
１
Ｃ
－

卜｡

〒‐

Ｃｌ 〒￣

－－

．ご：ミミミご・・・奄・ご・ご・ミ.ご・・ミミミミミ

。、｡、 ｡、
●

、’

■●●●

や凸

ﾜｺ．

－．１Ｎフ＜「ＬＣ、｡】～ＣＣＯ、●孔

Ｅ弓臼．ＥゴＳＥ■臼ＳＳＳ…：
￣
￣

￣

▼－

－

Ｓ‐

〔ｕＮフ可匹） ､｡トも００ひ

自慢酉酉酉冨琶酉



￣￣￣￣￣￣｜

畦田
抑
御
狽
緬

旧
轡
丙
】
（
○
ｍ
粋
ｗ
Ⅲ
入
〕
言
庶
□
の
鍾
櫨
塞
壕

Ⅲ
●
●
釦

匝
Ｑ
戸
叶
”
呵
寸
「
一
一
》
一
一
一
い
工
藍

Eｕｌｎ

可ＬＬＪ、《」トロ｡～Ｅヨ ＝Ｌｒ】、◎民□[］Ｃ

－６１－

１－
僧

ｇ
ｕｐ

'三
ﾄートー

}～～

ﾄー》～ -１

Lii､に：二二二二Ｂ二二冒昌二昔三遙壹二三壱’

望鼻

浬、Ｉ

』
温
程

岩
程
』

濫
出
提

跨
括
．

缶

括
提

』
』
』

粍
括

居
』
』

起
居
粍

粍
』
岩

粍
括
提

括
粍
』

｡

､

堅
壕

トー

)～

)～

1－ 程；～

程１－岩

１－提》～缶１－｝～
提粍括ｌ～》～提ｌ～

提汚】～岩１－9－

織

濁
無

トー

トー

】～

無

重
輝 ･･。。。。。。○・

○。。○○○・。。○
○○・。。･･。。。

。。。。。
。･･●。

。。○
○○○
○。。

田

Hく
壕

トー

１－

ﾄー

提トー
】～ 8－

括提卍

ﾄー

トー

トー

是提是 ﾄー ～ﾄー9－

l～ﾄー括岩１－～
～十 括品｝－

足〉～トー

－－

墓

碧
無

l～ 》～品．

トー トートー

}～、《～ト、

8～トー

1－トー

〃′

ト
ｊＨｒ
Ｔマ

蕊

Ｕ

ｒ－

提

ﾄー

1－；～１－｝－卍トロ８－

)～括提トー温｝～トー

トートー

提十十十１－卍｝～
トー卜９－

噸
蕊
竜

（
這
、
（
ご
）

（
３

）

ロ「、。すＩ、ＯＬＣ－ｃ）ＬＤ・ｈｏＮフ〔1.一・ぐず－－『へＣｌ
L●Ｉ～ Ｎ~）＜「マＣＯ
●ごロ●，。ロ

､。．（つｉへＬＯ、０１～１へ、○トマｌへ、。
● ● ●

●￣●･･ご・･・ロ．．．
● ●

①
幻
・
ロ
ー

□
ｍ
言
一

ト
ト
Ｋ

Ｃ
Ｃ
・
ロ
一

ｍ
寸
・
②

⑪
可
、

□
、
寺
一

←
ロ
．
国
一

ト
ト
ぽ

い
の
が

国
へ
．
Ｎ
一

の
一
味

○
ぬ
．
Ｃ

□
の
．
守

Ｃ
、
、
Ｃ

ｍ
Ｃ
．
、

ひ
、
が

い
○
・
ｍ

噸
澗
喝

･ミ

聖
、.〆

（
函

）

､○●「～＜ｒＬｒ〕●ず一ＣＤα〕。、こつＣＯ｡、、ＯＬr）ＣＯト
●

●

●

一･

･●

●

《。
･
･

一一－（．●つ一・････Ｃ
Ｃ

ｐ（．･･●（．づづ････●
● ● ①

司一す｡Ｉ￣『へ

､。Ｎ）Ｃ、Ｉ、ＯＬr）

￣

CＤ
●

言●づ●
●

●マー

一尽寸．マト００帷ＬＤＴ－。、トー１V）「へ
マー

●

(、』

r､Ｏ
●

〒￣

〒￣

◆

￣

－「､ＬＤＯ、一・｡、○瓦Ｃｌ

←一言●一しづ○一
〒￣

●

で－

譽三

、
つ
ド
ー

ト
⑥
．
守
一

つ
ロ
が
－

，
つ
．
、
←

〔
ｄ
祠
一

ｍ
の
ぎ
←

Ｃ
ａ
・
の
一

一
ぬ
ぴ
、
一
・

ト
ト
．
マ
ー

ロ
マ
呵
一

の
①
ロ
ー

副
ト
．
マ
ー

の
②
（

一
つ
一
一

（
○
．
『
一

四
（
。
○
一

い
□
．
、
←

ひ
め
．
□
←

類
騨
回〃

７

Ｆ

－‘ＬＯＬＯ、ＯＬＯｈｎ、ＣＯ、。●こ）ＬＣ、ＯＬＤ・卜こ。ぱう、。ト
っ一寸、。。↓・・。、ＯＳｌｌ～マーマーＣＯ卜、、ＯＬＣ
す．Ｌ◎、ＯＬＣ寸卜ＯＩＯゴＬＤＬＯ１～、。す ＬＯＬｒ）トＬＯ、。

鼬
10

軒

喬

･･つし○･

・ＬＯＬＯトＬｏ

二二J二．↓
ミ

上
－ミ＜・蔓ミミ

↓
●

ミ：ミミミミミ

鑑
迷

。

二
℃
。

丙
些

[工［

酉

内
四
Ｉ
①
一

（
ｍ
ｌ
Ｎ
－

へ
副
’
す
←

ｍ
ｄ
－
－
Ｃ
←

ゴ
マ
１
ｍ
一

□
の
１
つ
Ｎ

Ｎ
ｍ
ｌ
ｍ
副

□
、
１
国
Ｃ

ａ
マ
ー
マ
ー

ト
Ｎ
ｌ
（
一

℃
←
１
９
－

の
マ
ー
ロ
副

ロ
ロ
－
つ
つ

〔
凶
Ｉ
ト
ロ

ト
□
Ｉ
の
ロ

マ
－
７
１
－
－

四
国
１
Ｎ
←

す
の
１
町
一

。、－０、００ト

馬２Ｓ

・ミ．。ミミご・ミミご′ミ・
・●

廷三一三一

●

ミミミミミミ



蕊

田
迦
の
秤
佃
訂
綱

臼
一
玩
味
鎚
伴
拭
一
与
型

娯
回
罠
国
抽
へ
Ｕ
言
□
の
鑑
涌
霊
籔

四
℃
づ

］
わ
づ

ひ
に
三

一
・￣１

:、

己

囚
『

ロ
ゴ

Ｘｊ

－

Ｌ－」

囚
寸
’
垣
一
ト
ロ
［

エ
ゴ
’
に

９
句
’
Ｃ
ｌ

づ

い
、
ひ
一

へ
つ

四
一
が
一
ロ
ー
「

四
一
氷

【
〕
▼
【
】

。
『
｜

ぱ
つ

史
①
□

’
○
つ
言
一
｛
つ

四
コ
．
。

’
ず

Ｑ
こ
こ

一
一
一

］
①
｜
Ｎ
己

ヨ
ー
ロ
一
戸
可
‐
Ｃ
ｌ
Ｄ
Ｃ

〈
Ｃ
・
Ｃ
ｌ
、

【
】
『
】
■
酉
〔
】

ひ
び
二
一
ｍ
Ｃ
’
五

Ｊ
マ
ー
コ
ー
へ
、
０
℃

ロ
．
’
‐
’
す
Ｃ
Ｇ

四
つ
一
の
の
⑤

四
つ
■

『
た

函
一
一
針
、
三
展
蜑

い
｛

６２
，.

L三_Lﾆｰﾆｰ且_二L-ニーニーニニ且_三里_ﾆｰﾐ量旦_亘_室_ﾆｰ量」

旧

ｑ）
￣

ｇ

昌

￣

蜜驫

浬侭

卍ｌ～是ｌ－

ｌ－トー提トー

1－～８－‘卍

ﾄー柊トー１－居

｝～トー～拾私
岩梠提

￣

1－】～品粍ｌｈと

ﾄー9－》～品１－

壕

。
へ
魁

。

● 筐に堂堂廷堂堂迄量
トー

トー

－ １－～～程１－】～）～

括品】～》～品

提括括岩１－

￣

農

杙．

鑑≦

湖
無

￣

重

鎚
無 ＳＳ○･○･○･･ｓ

。･･○○‘。。。。。
。

。
。 ○○。。。
。。。･･

￣

。．
○

無

田
Ⅸ
●
● ……Ｉ－ｌ～＋＋＋＋＋＋＋

１－

ﾄー
温十十十十十○＋

垂

醤
螺

ﾄー柊ト括程程１－Ｈ
１～2.ﾂ：)～トー提程品１－提トー

1－提程品１－１－トー

"’

ト

迄
無 ﾄー８－

ﾄートー

ﾄートー

ﾄートー
トー

ﾄー

ﾄートートー

1－｝～程

ﾄートートー〉～ト、

程トー

ﾄートー ＋ ﾄートートー

柊卍トー

ﾄｰ

ﾄｰ

ﾄ～

終

ト

咽
竃
己

'￣､

薑
、､ソ

（
ｓ

）

ＣＯＣＯ、こつＬＯＮ）ｉへト､凶〕。、ｃｌｌｖ〕ｃＯＩ､｡●〆ＣＯ←●
すす、寸帛Ｌ０．Ｋ）Ｎ~）ｉＣＬＯ、ＯＬＤ、ＯＬＤＮ･）卜ＯＣＵＮ■ ● ●

づごロ。，こつ･･････●〔．①
● ● ■ ●

● ●
●

●●（．●

禦
トトＬ、『～ＣＯ、こう、ＯＯＯＯ、００〔ロＣＯＯＯＬ【）トＮ－） 卜。．

トｌへ、。￣－Ｌ、、｡ト０，－００一 寸一寸Ｏ、･１Ｃｕ）●
● ●

l､：ＫＬＯト：0,8卜｡ＬＣ、００sＯ〈Ｏく０００くＣＯ＜「ＫｍＩＮＯ
● ● ■

｡

綱
倒
嬉

／＝、

､員

霞
、‐〆

（
晩

）

｡、ＣＯトト、。こ）ト、。ロトＣ」トマー民ＬＯＬＯＮ）Ｃｌ
つ●･･（つ

こユ●（。●．●

で－

(。
●（．
●●

〒－●〒－．〔．← ￣

●･･●こ：づ
･･

●

･●

こつ
ｅ

●

●

●

｡● 亀
●、ＯＳＩ、Ｏ すＯ、 ￣ ､。Ｉ～Ｌｒ）トトＮ~）

可ト｡●課Ｃ、Ｉ「～、○･･、ＯＣｌＩ～一ＬＯ

－－－一・ご－一一←マニ一一
●

ＬＯＣＯ。、。、－

－０００、可マ

マら････

（
遣

）

噸
觜
選

LＯトＬＯ－－ＣＯ●、○す●ぐＬＯす、。ＣＯい、トＬ、

卜｡●ＨＰ）lＯＧｌ、。←〒－、。ト００_ＬＯ●ＬＯ、。ＣＯ、Ｏ
●

｡后寸ト〈Ｃ、ｌ、ＯＬｏＩへ：、。、。す、。卜rブ、○一、。“００，．ド
￣〒-.￣￣￣￣－－－￣￣マー￣マー一一.￣￣

繍
哩
回 墓

L◎●、。…Ｌｒ）Ｃ､Ｉ－．↓ｌ、ＱＬＤｌ～ＩﾏフＯ(。ＱＯＬ｡、ド◎可、●

､ＣＯ、。、●ＣｌＮ〕ＣＩＯ、トト－し･、ＯＬＤト勺００－
Lr）【○す、。可ＣｌＬＯＬｒ）Ｌｒ＞ＬＯＬＤＬＯマＬＤＬ。．、ＯＬＤ、０

幽
褐

△
度

↓

息

〔。●･

ＬＤＬ｡Ｌ、

.←

生
ミミミミ－

と ↓

◆

ミミミミ

●

ミミミミミミ、

職

露

餅一画
一風

正

刀
①
肘
Ｉ
ロ
ー

ト
ｍ
ｌ
－
－

Ｎ
ｄ
１
ｌ
ｍ
－
．

。
□
’
四
一

ａ
－
ｌ
ト
ー

ゴ
マ
ー
Ｇ
－

Ｃ
ｑ
ｌ
Ｎ
ｄ

へ
『

ｍ
－
Ｉ
ｄ
Ｃ

ｍ
ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ｎ
ｍ
Ｉ
の
Ｃ

ｄ
－
ｌ
ｉ
一
一

℃
の
１
回
一

寸
ｍ
Ｉ
ｍ
－

Ｎ
Ｃ
ｌ
寸
一

。
“
Ｉ
ロ
ロ

の
ｍ
１
Ｃ
－

Ｃ
ｍ
Ｉ
Ｎ
－

Ｃ
マ
ー
マ
ー

中
盤

句

□工ＣｌＣＯト
←￣

・ミミミ・ミこぐミミ，ご・・ミご・ミミミミ．
ＯＢ

一一￣

ﾛミ－－←



更

田
卿
抑
唄
緬

Ｆ
】

個
醤
『
】
、
、
、
杣
、
川
区
言
巨
ロ
の

鋤｜で｜馬二ご弓渭惠
￣（ｴｰｺ｡

ｑＬｒ〕００□Ｎ~】、ＯＬＤ、Ｃ蕊
福
塞
馨

￣】二ＪＬ=。□

ｇＣｐＬＯ、① 二ｺし、Ｉα］

DN-）ＬＪ

ＪＬＬＪＬ、、Ｃ Ｊト６０

ｇｏ、ト、。トＬＱＯ、ＣＯＣ

。････ＣつＣ。Ｅ】－

。-Ｏ、･

[て~】（－Ｊ（＿」 =Ｅ」．〔￣］●□ロロ

エマＧｌＱＱ
すＯＯｌ－Ｒ－Ｌ、一一

ご了、K」

ﾛロト、Ｌ】

￣」￣〕仁．□

ｏＱ、トゴＩ、｡。、ト、０１～●兎能司．、。P｡①

つ、□

つ､６Ｎ）Ｃ 。Ｑ 丁Ｋ〕区。

ＤＬｒ】□〔＝。

ｄＯｌｒ】へ。、○、Ｃ

ⅧｌＳごr肩 ＝〕〔=

函
Ｎ
←
叫
矧
、
寸
亘
股
、
亘

-１〔ﾆｰｺ 三ｺＦ１□

凶uＬｌｍ

＝ＬＥｊ‐、。トＣＫ】□。１－価Ⅱ（Ｊ■□

－６３－

橦:’
$～

提１－１－温於
》～粍括提》～

－丁

三十三三三十叶いごいぃ二’無
心
、
麺

浸
程
提

』
提

岩
粍
浸

粍
括
括

＋

○
○
○

○

。
。

○
○
○

』
程

程
提

柊
粍
括

括
括
．

提
括
括

粍
括
梠

跨
提
括

居
括
．

懸
蝋
鋤

トー

ﾄー

晨足

柊）～

ﾄー》～

ﾄー

}～

壕
垂
鎚

○○
○。
。。

。

。

。。。
。○○

○･･

。
。

○○
○。》～
。●

温》～トーﾄー。。。。○
ﾄー提。。。。。

無
田
出

＋＋括
提

程岳
』

岩
括
梠

柊粍
括

」
揖
括

岩
提
柊

括
粍

梠
粍

提
揖
．

提括
括

》
＋』
指

』
粍
浸

懸
垂
善

ｷー｝～トー提ﾄー

ﾄー括括

トー１－．柊

トー

岩
卍トー

品ﾄー

トー

ﾄー

無
’’'

!！！
括晨括提トー提》～

岩》～１－括卜～拾活

ﾄートートー

括居括トー

トー；～

ﾄー ﾄー ﾄー；～、ﾄー

}～リー》～｝－

●

トー

ﾄー

咽
露
君

〆へ

鬘
、－’

（。ご）

。、＜ｒＧＩ●、。、。－卜r）トー守ト●ＣＯＯ、Ｋ）Ｎフ。■Ｌ、
CＯ、。、◎、｡ＬＫ〕ハＯＬＤすし０１～ｌへＱＯＬＯｏＯ●ト｡、｡Ｌ○、。

●

●････ロロ･･････●言･･。●
●｡

い
む
ぷ

ト
ト
ド

幻
寸
．
ロ

の
α
・
す

囚
す
．
幻
←

の
句
．
Ｃ
←

の
寸
・
②

囚
ト
。
Ｎ
一

つ
、
．
一
一

ｃ
ｃ
・
ロ
ー

ト
ト
ド

ロ
マ
．
の

、
の
師

□
α
・
才

○
ｍ
・
Ｃ

ｍ
Ｃ
ｏ
の

の
寸
・
Ｄ

Ｃ
幻
．
○

ト
ロ
ド

咽
倒
蝋

/=､
●向ら

二
、-〆

（
恥

）
､。。、ト、。トＬＯＯ、ＣＯ●『へ。、Ｃｌ、。●ＬＯす。、。、ト
･・････亡〕･･

●’ ● ● ●

●●（．････●

￣

●

ＣｌＣｌゴーＩ～
●

ＯＢ

□（．･･･●

1,0
●

●

･･●

づ･･

ロ

コ

｡、寸已ＩＣＯ卜◎－口「ｏ○可、０トＣＪｃｌこ．凶）ＬＯ①卜・●
寸ＣＯⅧ●‐ＬＯＯＯｆ~。、ＯＬＯＮフ①１，，

● ● ● ●PＣ．● ●

●

●ローニ･･．･･〒－－－
●

ゴーす
●

〒￣

巳

､。

､。つ卜｡ＬＯＣ剣一一

ｃｉ ●

二

● ●

す.●言＝￣

（
這

）

咽
觜
理

ぽう〒－ ＣＯＯ、トゴＩ､ｎｏ、トヘ０１～●す，す、。１，０●す●
。、Ｏ、トＩＤ卜｡ト｡、Ｌｒ）、ＯＯＯＴ－、Ｏｑ〕勺｡．ＳＩＯ、し。－
『ベ‘び雨“＝卜Ｏ、。びぽ）すＬＯす、ＯＣＣ〔則す，、ｒｊＮ）

● ●_●

－

ｌｘ.）

で－－－ﾏー－－〒－￣-一千一〒－￣.￣－－〒-類
狸
回

Ｃｌ

卜Ｏ

ＦＯ

LＯトド◎、○Ｌｒ）･･ｅｌＣＪＬＱ_ｕフＣｌぽう LＯ凶フ●Ｃｕ

－ト。、トト。、Ｃｌト〔、１Ｎフ一・トーＣｌ、ＯＬＯド･

すＬ、卜◎マＬＯＣｌＣＯ（◎、。、。、。トトＬＣ、ＯＬＯＬＯ．｡

趣

指

津

罠
~

･ ｕう･･

IへＬ･ ト１０ＬＯ

－亀ミミご－－ミミミミミ

と生と ↓
● と

ミミごくミ

一汽
酸
｜
ロ
、

畷
麗

の
、
１
つ
一

ｍ
－
１
Ｎ
｝

つ
つ
Ｉ
マ
ー

ト
マ
ー
の
一

口
副
Ｉ
の
一

団
Ｎ
’
一
国

一
Ｃ
ｌ
（
己

一
つ
１
，
つ

ｄ
ｍ
Ｉ
ト
ロ

⑩
－
１
－
－

つ
一
Ｉ
ｍ
－

ｄ
－
ｌ
の
一

寸
す
Ｉ
α
□

の
一
’
一
一

ｍ
す
－
Ｎ
｝

い
す
’
す
一

（
ｍ
ｌ
Ｃ
－

一
国
１
１
口
←

輻
Ｉ
鯉

一

、ﾏﾌＣｌ一
一 一 ￣

・ミミミミミご・ごミミミご・ミミミミミ

国、'、・Ｃｌ（､ｌ：
－－￣￣

￣

0コ

￣｡↓Ｋ）寸凶〕、。トＣＯＯ、 ●
￣

ＳＳＳＳＥゴＳＳＳＰＳ

一Ｃｌ卜○可ＬＣ、。トＣＯ

二厚二二二二二二
｡、
￣

￣



【
』

込

田
昶

岬
暇
緬

躁
亘
Ｃ
Ｃ
ｍ
抑
ハ
ロ
盲
ら
の

二ＣＯｃＪＯ、ＣＤ。、ＬＯ。、「へ ‐

､、可Ｌ、卜、、。‐、､。寸寸－□

二Ｊ（－ｺ（ぞつ鑑
糖
蕊
簾

宣了、Ｌ］ ９ＬＬ】Ｌ=］、■。（工】、《_）ト、○回

。■、Ｃ □、、●Ｎ）Ｃ Eつロ

ＯＣｐ、Ｃｌ～５、○

ｏＬＫ－］．､･

ヨー････
･･･，づロロ

－ＪＣ。Ｅ１

ロロ□（＿】

ＤｏｑｇｃＤ己

Ⅱ目１．、､ 一］Ｙ】トー、４Ｊ

こ。□ 戸〕ＬＪ

～ＬＬＪマーＬ剣、。。、可、。－００１へ山ｐ

ｏ□ＣＯ、ＣＯ、す。、.一Ｃｕ卜、巨謨ト

二Ｊ、(〕、Ｃ

Ｏ（jＵ、。、⑦

エ〕ｎｅ

可、。､Ｌ）ｅ＝
ゾ

[］、に］ 。ＬK】亘

＝フ〔＝

匝
一
時
す
き
一
渋
匿

－ＪｎKｺ ＝］い【可．□

ご丁｡1--

可巳刈〔＝】区。 ロ、Ｃ‐こ■ＩＥ曰ｇ、□。可で￣

＝〕●￣●

ＪＲＣＤ（〕、□ ③民■･

－６４－

T蕊｢￣E二E-Ei-=￣－－－←＋、堂E-E-7二J
誤

超
田

心｝

、壗
週

ｋ
提
隠

』
岩

程
．

括
括提』岩
括

十』
提」』
提

』
提

侶
括
提

提
柊

括
粍

提括
堤

括
括

灘

濁
壕

⑰

の､

重

鎚
無
○・
-○①
。●

。…

，● ８９三三ｇ二三ｓｇｓｏｓｓｇ二言。。
⑥●少

トートー１－トー
､￣.
「～

柊）～トーｌ～１－

提トー岩8－ｌ～

トー

;～

9－１－
程卍

卍》～

;～

1－

』括
括

』
提
岩

提
括
括

十程是
粍

括
跨

提
括
提

柊
浸

粍
提
品

括
括

品
』
岩

』
括
程

梠
括

括
品

洽
提
程

括
括

噸
蕊
急

（
程
、
Ａ
ご
）

（
３

）

ト。､、Ⅳ）ＳＩＯ、･Ｃ、１０－●ＣＯＣＭＯ、ＣＯ。、ＬＯ。、ト す一

､。ｈのＨ）
●

●･･

L●ｎＯｌ、｢）Ｎ~〕一トロ可ＬＯＮ）、。す、､。寸寸マド｡，
● ● ●

●･･ロロ･･････ｃ．･･●（．’
● ● Ｏ Ｃ１･~'

す、○lＣＬＯＬＤマＣｌハＯＬＤト、ＯＬＤ〔．、ＣＣＣ、。ト、。す

ＣＭＯ、Ｏ、、０、ＣＧＩ〒…
●

<才、.。可．Ｕ員）Ｌ･ 言ｆｓ」
LＯ､。ト。、、。Ｎ）。、ＬＯＯ、鉾●。、Ｏ、

● ０

１､ＯＬＤトミ、ＯＬＤ－、ｄｏ。、。Ｋ、○可
●

￣

噸
倒
蝿

･昌

襲
、－ソ

／卓、

。、
里－

､。寸・』Ｉ､ｲﾌＬ○Ｃｌ一Ｃｌ、「へ、ＣＭ、。Ｌ●.､｡
〔二●

● ●

･●

￣

●

ﾄﾞ｡ト｡卜◎卜◎

〔．●①･･････￣●つこつ･･･

･･･①’づ････････〔。ご●
●

LD

lV）

－口

ト

･･＿

｢～＜「ＯＬ、。、.。□ＣＵＬＯ．Ｕフ～ＯＯＯＯｏＣＯすＩ～。、可
ＣＭ

(二）
卜｡

■

●

､○

・
Ｃｌ･卜◎ゴーぐぽ）●、。トゴぐずＬＯ’０ ● ●

●･･･←･･一・･･●ｃ．Ｄｉ
Ｂ

（
程

）

咽
蕎
遜

､。「へＬ●マーＣｌ

卜｡

､。。、＜「、。一ＣＯト山す〔、Ｉ一一一●、。、。
､。●００、○○、勺.０，． ￣ Ｃ」卜。

●

員。トｅＬｒ）ロマト、ＣＯＯ、。、。卜Ｏ
●

菅、
●｡

〆

｢へ

す、○

〒－－ぽ）－１～
● ●

●

＜「卜｡マＬＤＬ｡

で－

，０

,ﾏーマーマーマー￣￣Ｔ￣￣マー干一で‐￣ヤー←〒戸〒－<－

類
躁
回

(。Ｉ～（わＯＯＧｌトＬＯＬＯ●￣ＩＣ、ＯＣＪＫフーＬ●･･ＬＯ●
す、。、。●ＬＤＣ、↓＜「一一

C、Ｉ、ＯＬＣ可ＬＣＬＯＣｊト、。
で￣

､。

(。すｕ･）卜｡＿。、ゴト。､、

ＬＤＬ｡、ＯＬr〕マＬＤＬＯＬｎ

￣

､。

幽
潰

､

層扁

ミ
↓
●

●Ｌロ●

‐ぱ）１～ｕﾛ＞

－ミミミミーミミご蚤ミミミミミミミ

生 ↓
こ。 全

磯

■●

瀧

再

酸
￣

ロユ
09

唾

Ｃ
ｍ
１
ｌ
ｐ
←

ず
－
１
．
－

，
－
１
『
一

ｍ
□
１
℃
←

ふ
す
’
ぬ
一

ぬ
ぐ
１
－
句

Ｇ
－
Ｉ
一
つ

話
’
す
Ｃ

ｍ
Ｃ
ｌ
ｍ
Ｃ

ｄ
ｍ
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｃ

Ｇ
ｍ
ｌ
一
一

ｍ
国
’
１
，
－

□
、
１
１
ｍ
←

の
←
’
す
一

一
四
１
ｍ
□

一
ｍ
’
○
一

ｍ
Ｎ
１
ｌ
Ｎ
－

Ｃ
－
１
ゴ
ー

ロ
マ
ー
、
一

こ1－ ●。、

ﾛ．￣ロ・〈｡￣゛．

函

・ミミミご・ミミミミミミミ．ミミミミ、.

〒■－－

￣

ＣＤ

で－ＳＩＮ７．司・･ｔＬＯ、○トＣｏｏ、●、

ＳＳＳ囹田日日ｓｓ塵…

〒－

－■２

Ｓ

ＧＩドr）マＬＯ、。ト０００、

冨雷冨厚ご屋冨酉



ノ

ロ

亘

田
覗
押
撹
潮

田
覗
紳
般
綱

騨
亘
Ｃ
Ｃ
ｍ
杣
○
且
ミ
ロ
、
鎧
憾
麺
韓
戟

個
唖
一
旦
ロ
ロ
印
加
０
且
Ｅ
ｐ
の
概
哩
紅
雌
訶
牽
畔
歌

。－J上」

０両、」

匡
aＤＵ

一・．し‐Ｐｔ－J
● ●

●
●

己□●●￣
￣）□〔＝

。（。□（－５

つに、」Ｌｊ

９、￣
DJ雲ｌ１Ｃｈ 別

①

田
□

可。□

四
つ と－ｺ□（つ□

￣くずＣＤＣ、

＜「、｛。

＆川一
つＣＱ、ＣL￣］三

四
則
川
吋
ゴ
マ
［
儒
霞

匝
甸
時
マ
マ
晨
盟

。□･□

ＬＪ
ＯＯＯ

う。~一

－６５－

１

出
」

」
肖

肖
』

鼻
厨墾
望

●
Ｐ
ｂ
□
■

噸

|罰

／￣､

薑
、－ノ

○、

Ｎ~）

(つ

００トＣＤ

ＣＶＣ↓司・

□①こ〕

A〔へ

ｅ蕊
週

＋担 消■ ￣出 揖

肖一渭肖■■

￣

懸
灘
鎧

蝉

･･ＱＱＱ９９

９９９。９９Ｕ

･･ＱＱＱ９

懸
副
Ⅸ

肖出一田■■十
■■渭渭

渭渭

無
『
畠
誓

凶
』
］

ト壕
｣>「

楡 "'

渭渭出￣■出

■均一■■渭

旧凶､■Ｌ－ｌ

蝋
薫
墨

〆~、
】．
￣－

戸～

≦
ミーグ．

墓

｢へＣｌ●ｑすＯＣＮ）－

，３｡ト，､｡ぐこ、｛Ｎぅ〔、Ｉ
●｡●｡

〔。こ）･･￣

●●

･･

ＬＣしr）ＩＣＯ｡マト、ド○

。、逗寸Ｃｌ、。Ⅲ〕。、Ｌ、

＜ｒＣＰ言ＬＯ卜◎マ風う

綱
倒
噌

＝
、

□、

｛鹸一

ＣＯＯ、Ｃｌトマご可一

・ヒコ●．￣①･･

づづ ●．

● ●

●〔二）･･

〔、Ｉ← ＬＤＬr）、。Ｃ、ＩＣ、

￣←￣②マＬｏ
一・●：･･●

￣
●

●

綱

鴇宣
選

Lr）｡、●ＧＩへＩ㎡）型）

､。トＩ､r〕
C、Ｉで－勺。

｢～ト０００、

Ｃｌ（、↓可、○

マー←〒－一一←

熱
騨
亘

(二ＬＰ）っ’●Ｃ。Ｃ･

･＜「一寸ＣＯＣＯ、。■寺

←すぐ『し。すし○、○

幽
浸

ミ
q■凸

ドミ

･･･

ＬＤＬ●

↓
急ｂ
～
Ｐ､

丁
旨

･･

ミミミミミ

+獄

酸

●偶○－００００●言
●（利＜ｒｌ､｡←

Ｃｕ●、寸Ｎ~）ＬＣ

Ｃｌ．

Ｃｌ

Ｔ－

ｃ。

マー.￣で－〒￣一一￣

□
函

＜「

一

Ｎ~）

ミミ

､。

￣
●

１，０

ミミミ

一
・
ｍ

マ－

ｓ

ＣｌＫ）Ｌｃ、ＯＯＯ

ｓｓｓＳＳ

Ｌ」

￣

巨司

尋
塞繍
望

■出

出■

と引

￣

A【へ

ｅ

出

蕊

出渭＋出
■渭

胆４

壕
灘
戟

凶
」
』

壕
垂
懇

ＣＱ９９

９･･･

･●９。

無
田
敬

ｕ■旧凶

渭出－揖

肖肖

懸
垂
善

坐可揖

肖凶

渭

卜鰈
十

杙 '"

」
」

亘
1、ＯＮ~）『の司一

Lr）Ｌｒ）ＬＤＣ、Ｉ
◆

Ｎ~）卜ＯＮ〕ヨＰ

mlml

WHlI

噂

。
Ｅ
、
餡

一敗｝

h、すこ、ＩＬＯ

●･･●
｡

●〔二〕･･

。。ｌ～マト

Ｃｌ

●

＜ｒＣＭす

●･･

ＩＩＩＭｌ

筈這
窪

￣

●

L○しりト

くすＯＯＣＯ

。～ＣｉＣ､１００

←
←￣

ゾ

熱
騨
回

･･し。ｕ~）

トＣＯ〆フーー

ヘ」

卜のゴマ卜｡

睡
浸

～

ハー

ト

こつ

ＬＣ

－－

↓
哉凸

点

●

ごミミ

-ｈＫ

塗

Ｃ
、
．
□
←

①
、
、
四
一

四
ｍ
。
『
一

す
、

６
一
一

□
酉

Ｎフ卜｢）卜ＯＴ－

－－￣て￣￣

Ｅ、Ｉミミ壷

Ｓ
の

二二二三



揮
菫
抑
潤
緬

悩
唱
綱
止
弾

ｌ｜砥爵時一
癖
ｌ
‐
‐
Ｉ
１
１
１
１
‐
」

1蚕｜
、－－－----」

●

Ｆﾃﾞｰ）

(三；

八○

－－

÷\と

函
『
出
、
寸
晨
聖

潮
寵
鑓
過
如
珪
つ

弧

妄
慌
国
⑳

〒 ﾋｴ」○一【。

･･●ＩｑＩＪこ〕〔-ｺ

－６６－

り
じ

９
■
グ
仏
心
（

⑪
Ｐ
■

■
叩

。
①
守
ら

⑥
戸

H1Ｐ

乳窪
笥＝

▲
饗

、
愚
試
Ｈ
ｌ
Ｄ
汁

硬
鐸
ｅ
皇
Ｇ
Ⅳ

.￣‐

＞；
少■b1r

①

止
禅
一
畳

嚥
長
｝

Ｃｌで－－－

６１■白▼

’す一一

す

酉。

型
。
暖

鐸

砥
爵
時

墓
蛾

：
●プ

ヘ

中

Ｋ
‐
順
八

饗
ト

マー一寸

〒￣マー

←

①
一

ＧＩ‐

￣

愚

軽
霊
､００－←Ｃｌ ００

一
一￣-￣

》
の

L◎、。トＣＯ。～〔．

ＣｌＣＩＣｌＣＩＣＵｍ

－

１，０

Ｃｌ柄◎＜才

Ｎｐ）卜◎卜○

○○Ｃ（。○○○＿○○。

賑！

⑪



田
抑
秤
刎
填
綱

唾
一
一
針
、
マ
ニ
滞
留

曰 ｑｇＯＬ□

○Ｃ）○ つ●●〔。

－６７－

１
１
１

■

榊

壜

一
ｒ
ヘ
ー
ト

←
Ｆ
１
気
口
や
、

〆
騨
、
逆
鰹
窓
時

睡
鐸
ｅ
塁
ｅ
Ⅳ

￣

Ｘ

Ｗｒ
ｌ'’

×
'片

←

ＧＩ、ＯＧ」マーＬＤＨ~）

マー

ＯＮ

←￣

畳

姪
藁

l､｡－１，０Ｎ）卜。〒－一

￣

逗

瑁

LD

C、』

一
ｍ

LＣ、。トヘ００｡、●

ＣｌＣｌＯＩＣｕ〔、１１，０

一

Ｎう

Ｃ、ｌ

ぽう

｡。○○○○○○

守一

'１１１ﾋﾟエ



田
耶
秤
慣
綱

Ｅ曰

L」Ｉ､」

｜｜ひ

EiLl【
｛
囚
針
マ
マ
属
望 g、＜ｒｇｇ

ユ】□

Eつ（ﾆｰｺ [－コ〔。

･－６．８－

WＰ

筆

三
畳
割
て
心
，

芭
壕
哩
灘

三
畳
劃
く
牟

三
畳
剥
く
ギ

三
畳
剥
く
わ

（
ぬ
莚
国
試
Ｈ
叩
（
一
心
‐
ｎ
Ⅶ
庁

｛
二
畳
四
八
口
｝
長
‘
殖
く

一
十

一
引
く

〒
璽
八
、
〒
Ｒ
・
砧
／
、

熟

Ｇ
■
Ｖ
Ｐ
▲
■
■
■
■
■
０
■
０
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
▽
０
■
０
■
Ｂ
Ｐ
６
－
９
ｆ
▲
Ｏ
１
Ｐ
０
凸
■
■
０
△
■
■
■
■
■
■
Ｉ
△
■
■
■
■
■
■
■
日
日
■
▽
０
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
ｂ
■
■
｜
■
Ｊ
Ｂ
ｉ
Ⅱ
１
０
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
上
■
Ⅱ
■
Ｂ
■
５
０
５
０
■
■
■
Ⅱ
■
Ⅱ
ｌ
■
Ｙ
ｂ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
０

×
←
Ｈ
へ
聯
わ

鍵
鴬
ｅ
菫
ｅ
Ⅳ

<才

止
鴬

二国

無
枳
や

￣ ＣＩＣ、Ｉ

１，００、ご‐．●←

－－

LＣ

ト
、

唾

砥

樽

碇
雷
片

浮
く
長
孤

ｒ
、
い
や
ｒ
幸

Ｋ
Ｉ
ｍ
、
へ

篝
ト

C、ＯＮ回）hＯ、。

。、

－－

寸
一

｡、

Ｃｌ

翌

愚
睡

ＣＯす｡。こつＯｏｒ～ＬＯｃｌＣｌ

すＩ､０マー

寸
Ｃ
一

一
の

LＤＩＣ、。ト。｡。、･

ＣｌＣｌＣｌＣｌＣ、ｌＣＶＮフ

〒-

Ｋ）

〔、１

Ｎフ

ＣＣＣ○’○○○○○

￣

in１口



武
神
娯
綱

￣

[＿Ｉ

Fｉ
麺
『
針
、
二
杙
聖

一
八
樵
躍
如
澤

ロ

つこ日つ〔。てう

－６９－

←
ぐ

ご

一
畳
く
ゎ

爲
嫌
楡
Ｄ
Ｕ
－
Ｐ
－
．
ハ
ロ
〒
Ｒ
，
頭
く

財
Ｉ

一
壕
肘
お
長

回
ミ

Ｎ
Ｈ
Ｒ
柞
争

ロ
ー

ミ

←
幻

ミ

←
ふ
り
や
Ｒ
、

／
、
、

ひ
マ

止禅一二画

〔、Ｉ；◎

､。卜｡

LＯ

。、

趨
圏
時

〉
く
長
舩
ヤ
ハ
ギ

｡ ､く

うＰ

Ｋ
、
い
、
へ

箒
ト

1,0.Ｃｌ←

I、ＣＬＣＬＯＬＯっＣｌＪ＄す

￣￣卜。．」Ｃｌ

ﾄｨﾌ＜丁〒－

ＯＩＣ、Ｉ

１Ｎひ
（
卜
へ
賊
Ｒ
）

←
（
‐
卜
、
鼠
長
）

Ｎ
←

。

､。

『
一
一

刀
菅

ト

C、Ｉ

１.フ司

画､

廷

－－

翌

｡、【～、｡卜。マ．
LＯ卜｡，…

０Ｊ

一
一
一

｝
の

ｕう、。ト０００、● ← ｡↓．．拭うマ

０JＣｌ〔ⅥＣＩＣ↓ＮうＮフｍｍｍ

Ｃ○・。｡○○｡。。

紐
や



田
覗
紳
唄
剤

~'7J

Ｉ

画
一
←
針
、
三
権
蟹

－７０－

プ

榊
輩

ひ
け
０
｛
ト

（
二
畳
、
鍵
ハ
ロ
〒
Ｒ
，
飴
く

凶
け
り
一
一
ト

Ｃ
ｒ
－
ト

ｃ
－
ｒ
ニ
ト

（
け
全
一
ト

ｄ
ｒ
ｌ
ト

幻
ｒ
｛
ト

重
畳
蒋
穴
片

（
二
畳
回
閤
孤
ロ
マ
長
鵬
敏
く

軽
鴬
Ｑ
型
・
ｅ
Ⅳ

←
折
苧
や
圷
小
ハ
ト
Ｐ
、
、
ベ
ュ
ク
Ｎ
Ｎ
Ｎ
斗
妙
Ｋ
代

汗
祷
杵
引
浬
葡
ら
や
矢
訟
、
，
遍
撚
侭
、
Ｕ
｛
ご
壕

や
砧
ご
キ
ト
試
幻
午
桶
〃
甲
竹
や
〒
、
、
ハ
ト

〃

□
育
沃
１

群
勿
Ｋ
代
㎡
、
訊
Ｈ
祥
枝
Ⅸ
一
式
六
１
二
ｍ
や
ぶ

ご
漁
烹
砧

乱
【
Ｈ
卉
什
技
引
Ｎ
許
〃
×
情
ざ
マ
ハ
ペ
リ

一
【
Ｈ
汁
氣
三
Ｋ
粁
砂
×
慌
吋
公
武
１

囚
、
ペ
リ

Ｃ
弄
殺
、
、
長
妖
〃
副
Ｋ
祁
芥
ｗ
×
特
〃
一
や
応
丁
へ

囚
ｘ
肝
好
Ｎ
ｉ
怜

国
『
←

壕
偵
〒

止
禅

畳

Ｎ~）〒￣マー u）

璽
硬
鐸

錘
晋
侍

ソ
、
Ｒ
爪

：

く
わ

Ｋ
ｉ
Ｒ
瓜

雲
ト

＜「ＣｌＣｌＬＤトマ ト

LＣＧｌ一一

＜ｺﾞ。～●←

￣

三
卜
、
妖
枳
）

三
卜
、
＄
Ｒ
）

又
市
へ
然
巨
）

←

C、ｌ

￣

『
国

Ｎ７

翌

墨
硬

①一Ｃｌ

－．

す

ＣＯ￣

マ

、。、○ 理５

.Rs〈

、
□
、

一
ｍ

LＯ、Ｃｌ～ｃｏｏ、●

ＣＭ．ＣｕＣＩＣ↓Ｃｌ

○○～○○。

｡！

ﾄﾞの

〒￣

閃フ

ＣＮ

Ｎフ

。。。

-衿
1111口



］
四
℃

田
抑
岬
什
削

エヨ

￣

?、

,片

②

出
枳
蝶
溝

〔】、＜１

亟
凶
叫
判
す
ぐ
ロ
張
盟

ご「９

｡０゜、〔ョ

－７１－

棚
豊

三
壕
哩
議

一ｓや

重
量
劃
ャ
、
わ

一
ユ
畠
劃
く
苧

三
急
剥
く
わ
三
畳
無
哩
騒

三
畳
劃
く
わ

雨
こ
畳
ふ
い
や
Ｐ

（
詔
ｎ
ｓ
昌
剰
て
わ

色
こ
愚
剥
く
拳

一
二
畳
、
ふ
り
や
Ｒ
・
敏
く

一
二
畳
計
Ｈ
－
ｐ
０
ｎ
杵

（
弓
）
量
割
て
苧

Ｓ
宅
壹
巴
量
劃
く
わ

避
鍵
ｅ
量
ｅ
Ⅳ

一
裁
判

←
や
，
蛾
／
、
、
Ｒ
祇
乱
Ｈ
Ｒ
聯
挙

｜
引
く

←
蕪
ぶ
り
や
巨
、
く

一
十
熟
ぺ
ぢ
Ｈ
夙
稀
わ

一
式
’
や
マ
ト

。、

壕
Ｒ
〒

と
鍔

島

マー

の1-●

卜｡。、す、ＯＣＣで‐．'マー

←

,Ｃｌ

す

一
型
唾

ヴ
ケ

鍵

軽
部
片

≦
歌

Ｉｙ

二

く
わ

Ｋ
、
い
、
心

霧
ト

卜◎－＜1．

￣

￣ 。、

Ｎ~）

の
←

Ｃ
←

卜◎

:量

破

￣～

窪，

ひト『
Ｃ
一

（②
←

つ
ぐ

⑨
ひ
寸
信

す
ず

、
、
←

←
凶
②
〆

￣

Q9X

ＬＯト，。、‘Ｌ、、。ＣＯ●－Ｃｌ

ＣＩＣ、ＩＣⅥＣｌＣｌ１V）Ｃ、」卜ＯＮワ

○○○。｡。（つ。｡
振



韓

､－
－上←

岬
暇
期

己

□

[

正
『
針
、
二
渋
蟹 ［

綱
濡
露
暇
ポ
薯

妄
筌
⑨

コトＬＵＱ寺Ｌｒ）、○トｇｇｇ～□
ヘマ

の』
￣

－７２－

「
Ｐ

ゆ
ご

餌
塵
國
〉
八
一
一

ロ
島
Ｋ
お

←
ご

←
こ

←
、

、

一
畳
【
Ｈ
（
一
Ｇ
ｄ
稀

叫
急
【
Ｈ
一
一
月
Ⅱ
杵
←

ミ

一
℃
←

ミ

一
一
」
《
〃
、
‐
亭

flW

煙

●

祭
長
や

止
鍵

畳

ＬＣマーー〒- で－一
一←て－

ﾏー￣ １，０、。一一←ＧＩ一Ｃｌ一ｓＩ

Ｎ
←

一
Ｎ

唾

麺２

鍔

蟻
畜
陦

γ
、
Ｒ
賊

≦

し
、
わ
Ｘ
順
狐

篝
ト

￣ <丁一一Ｃｌ〒‐

〒￣ 卜ＯＮ）マー ＬＣ．.､。一一す

￣

C、↓

□
←

L○・

IＤ

Ｃｌ．

二国 曇 で－

－

マー￣

､。

卜◎で‐Ｃｌ一一←ＩＯ ＣｌＬＣＣｌ、

マー

⑩
の
←

￣

ｑＱ

〒￣ Ｃｌ、ずＬＯ、。ト０００～●← Ｃｌ、ロＰＬｇ）、。トＣｏｏ、

￣￣一一〒￣

Ｓ￣田ＳＳＳＳＳ￣＆＆￣ＳＳ
一一－

＄罰弓

〒￣￣

E‐田

￣￣

１１１１口

4ロ



伊
呰
告
｝
細
い
泗
臓
柵

2=〕□

~￣￣￣~｜

LiL薑

酉
の
叫
哨
、
守
晨
聾

「￣
’‘

●（-ｺ･

□へ①（」E】Ｕ～〔工】Ｌ八［。

－７３－

□

ilW

鑿

一
弐
八
Ｈ
｛
ｇ
川
汁
斉
忌
坪
八
炉

一
量
気
Ｈ
（
ｌ
ｐ
－
ｎ
汁
、
幻α一・

ミミ

ゴ
ミ

亘
寮
余

一
一
ミ

囚
こ

の
「
壼
作
八
や

、
里
云
【
Ｈ
ｌ
ｐ
ｉ
梯
扇
ミ

Ｎ
Ｎ
－

さ

α
割
、

ミ

Ｃ
Ｎ
←
ミ

引
二
固
咋
、
ト
ヂ

土
、
鍵
ｅ
型
Ｑ
Ⅳ

一
・
梯
ニ
ッ
ト
賦
六
‐
ｎ
項
十

￣

示
蕪
長
〒

土
鐸

量

Ｃｌ－．１

Ｃ、ｌＣｌ－←￣、￣

←

L、

００

－

一
型
姪
鐸

避
爵
時

や'

灸
砧

【
わ

〃
、
ト
デ
Ｘ
ｍ
愚

雲
ト

<丁一で_〔、Ｉい、

イ

ゾ

Ｌ○、ＯＣｌＴ－－－￣〒￣

￣

←￣

一一・
の
。

←

連
畳
睡

､。●。、ＣＩＣ」一・Ｎ-）で－←＜「Ｏ、＝Ｌ、
ＳＩＣ、ｌＣｊ。、一一一ｍ

← ﾄ○ ←

届
：
幻
（

●

～

・ＣＯ

←ｃ、』ｌ､｡＜「［０、。トＣＤ｡、●←ＣＭ、マＬＯ、。ヘＣＤ。、

￣Ｓ￣:Ｅ計ＳＳＳ
←マー一一一一←←￣￣

Ｓ￣ＳＳＢＳＳＳＳＳＳＳ￣

葹
如



輻
彗
紳
暇
綱

函
℃
時
、
『
属
望
一
二
国
④

－７４－

■
■

‐
け

榊

醤
Ｐ

一
畳
【
Ｈ
一
口
、
杵
，
三
等
、
炉

一
二
国
〃
、
（
や

Ｎ
畳
八
Ｈ
｛
Ｇ
Ｉ
汁

ｍ
巨
固
》
へ
（
帝

←
竺
国
》
、
《
や

幻
患
式
Ｈ
｛
Ｂ
ｉ
様

一
畳
【
Ｈ
（
云
刊
杵
夕
引
二
雷
へ
苧

ｂ
畳
試
Ｈ
｛
口
Ⅲ
杵
Ｐ
Ｃ
畳
質
苧

止
鍵
ｅ
呈
ｅ
Ⅳ

●

単
鑿
畳

無
Ｒ
〒

〈
型
唾
；

鐸

錘
罫
將

ｙ
、
長
熟

「

二

く
わ

Ｋ
，
順
舟

零
ト

〒￣ Ｃｌす．』

￣

Ｏ、

←

愚

便
霊

卜Ｏ

ｕ〕
、Ｃｌ、｡可Ｃｌ、。ＣｌＣｌ←ＣｌＣｌＣｌ

で‐

（
の

一
四
一

←Ｃｌ卜｡雷才【。、｡ト０００、●←ＧＩ、マロ、。ト０００－

Ｓ￣臼 曰－１ｓ
￣￣〒￣-－

￣￣￣Ｓ・ﾋﾟョＳＥ■曰
▼－

ｓ
〒－一

ｓ－ｓ
－－

ｓ￣
一

ｓ

賑
如



－－７５－

←
砦
骨
｝
加
肋
唄
卿
欄

》

酉
侭
叶
町
寸
曇

￣

榊

準

夕

『
畳
剥
く
わ

Ｐ
Ｃ
愚
【
Ｈ
こ
い
Ⅱ
排
Ｐ
反

ミ

マ
ミ

ー
ミ

宣
三
卜
へ
爪
Ｒ

宮
嵐
剥
く
わ

『
患
卜
へ
爪
Ｒ

Ｎ
急
劃
く
わ

、
言
云
Ｈ
一
一
。
‐
ｎ
杵

、
昌
示
Ｈ
－
Ｄ
ｉ
杵
㎡
愚
卜
へ
照
Ｒ

、
量
八
Ｈ
’
○
・
ｎ
舟
》

一
畳
劃
く
わ

因
畳
司
く
わ
面
畳
卜
、
愚
長

←
畳
戸
Ｈ
（
｛
。
‐
、
汁

、
畳
剰
〃
、
お

グ
ー
愚
卜
へ
爪
枳

土
鑿
Ｑ
量
０
坪

懸
長
〒

土
鐸
畳

マー

－－￣

画□１

￣ ふ渦
長．、‘、
◆

、

し｡

〒やミミ
’

、 ．Ｒ長

Ｋ
｡

●ナ

qI，、
′

、
’

、

Ｃｌ←で－一一で一

￣￣

ｑ
、

（
Ｎ

｛
型
蛭
韓

硬
窓
時

〃
く
Ｒ
駅

：

し
、
（
や

Ｋ
い
、
へ

零
ト

〔、Ｉマー トのＣＩＯ、（、Ｉ－－

Ｃｌ

●

'

－－｡』、０←

－－

□
す

一
一

〔、Ｉ

翌

愚
軽

l～トＣＩＮフ凶）す●マー、←←、｡＜可
一一 CＯ

の
『
←

～

□。

－．ＩＦＯマ、、。ト００。、）●

ＳＳＳＳＳ

← CＭFＯマＬ、、｡ト０００、

÷と←‐←←￣￣マー-－

EヨＳＳＳＳＳＳＢＳＳＳＳＳ
●甲

一ヂ

一

ｓ

賑

や



蒋
甦
撫
週
甑

’|:■、
、
←

②
画
②
畔
印
す
晨
蜑 二コＥｕ己

L】ｎＬ（Ｘ】Ｃつ丘ｍｏＬこ」

－７６－

１
１
‐

写
』
し
⑩
｝
，
６
」
１
‐
二

Ｉ
「
ｌ

宮
９
宮
・
’
一
⑥

１
１
１
１

‐
‐
Ｉ
’
０
』
一
‐
Ｊ
帥
■

⑪
‐
一
－
二
一
宮
‐
‐
＋
』
一
一
一
一
Ｉ
Ｄ
］
Ｄ
け
凸
壹
Ｌ
。
宮
Ｐ
‐
‐
‐
町
‐
－
９
｜
‐
』
Ｄ
宮
｜
『
‐
一

０
口
Ⅱ
円
回
引
．
，
ｗ
刊
‐
Ⅲ
’
．
．
。
．
ｑ
ｑ
ユ
・
『
』
］
’
一
‐
・
一
・
一
一
・
｝
一
一
コ
｜
・
△
０
‐
４
。
‐
一
一
－
と
一
・
・
‐
７
－
－
０
‐
■
一
・
‐
‐
Ⅱ

号
什
ｒ
ｌ
試
口
〒
、

←
ｒ
一
ト

ー
ｒ
一
幅

←
愚
懸
式
Ｈ

Ｃ
愚
卜
へ
＄
Ｒ
・
意
占
ト

臼
鼠
試
Ｈ
う
り
刊
祥

←
量
‐
卜
、
館
長

ｄ
量
穴
Ｈ
－
ｃ
ｊ
川
杵

～

覇
嫌
穴
Ｈ

←
藻
ハ
ロ
〒
矢
誤
、
三
色
矢
鵠
へ
汗
Ｋ
Ｋ
㎡
籔
六
Ｈ

Ｎ
恵
莨
鴇
鼻
Ｋ
Ｋ
０
〆
二
蕊
八
Ｈ
ご
漣
画
く
わ
。

、
庭
、
灸
、
や
矢
否
、
言
語
肩
尽
く
片
Ｎ
Ｎ

一
ｍ
〒
、
へ

の
量
｝
Ｒ
基
く
汁
Ｋ
、
Ｋ
，

二
牒
糺
ロ
や
Ｒ
廷
く
一
一
一
侯
熟
く
杵
Ｋ
Ｋ
、

←
簿
ハ
ロ
〒
Ｒ
蝋
矧
く

『

←
燕
ふ
り
や
Ｒ
鱈
舌
、

←
Ｒ
鍜
飴
く
杵
Ｋ
Ｎ

Ｎ
鳶
ふ
い
や
Ｒ
‐
熟
く

一
睡
Ｋ
蝶
Ⅲ
□
ご
莚
甲
口
帝
ぞ
ご
伝
鵠
１
桁
Ｋ
Ｋ
‐

←
鳶
ふ
い
や
Ｒ
、
く

と
緯

二国

無
長
や

ＣＪ_マー１つ一一千￣￣

￣

○
一

ﾏー

｛
型
錘
騨

軽
窓
陦

ソ
～
Ｒ
殖

iｙ

二

〃
、
＋
や
Ｋ
順
斜

篝
ト

ＣＯ－－、。「､｡マーｒＯ〒－一一Ｌ、（：、Ｉ一一ド｡

Ｑ

Ｃ、Ｉ、。て－で-〒￣←

００

卜０

Ｎ
←

窪
畳
睡

ｅｌＣｌ＜ＴＬＤ．ＣｌＣＩ卜｡、。こ．Ｃｌ＜「＜「ＬＣＣＵｌ､。で－Ｃｌ

●

L、で‐－－

。
｝
←

￣
｡

CＱ

￣ Ｃｌド、ミォＬ【）、。【へＣＯＯ、●

ＳＳＥ－ｊ＄＆￣￣ＳＳ
￣

￣

￣ ＣＩＮ）マＬ、､。トＣＯＯ、

▼－－－〒￣ヌー－－￣

巴ＥＲ￣￣臼一昏一
￣

￣

iia

や
＝



揮
尊
押
暇
潮

皿、1

F１
|I］

匝
叺
叫
矧
、
可
二
股
、
亘

Ｊ１へα］Ｏ、「弓 □ＩへＯ[】ＬＪ

－７７－

〒
悪
趨
ハ
ロ
｝
Ｒ
、
く

ｍ
喜
鶴
斜
、
〒
侯
，
、
く

寸
蓮
圏
孤
ロ
ー
Ｒ
話
／
、

一
四
鶴
Ｘ
辞
Ⅱ
§
ご
鳶
圏
ぶ
り
〒
Ｒ
基
く

ｍ
、
鶴
Ｋ
舟
Ⅱ
口
苣
蒸
溜
八
口
や
Ｒ
話
く

←
←
や
，
鮒
や
積
や

←
一
Ｆ
Ｒ
》
、
八
や
ら
、
卜

一
鐸
、
欺
き
謹
圏
ふ
い
〒
長
懇
く

←
画
題
Ｎ
肝
、
Ｒ
／
一
Ⅱ
、

囚
鳶
闇
ハ
ロ
〒
長
話
／
、

←
Ｃｌ〒－←－

←
囚

､。

墨

硬
罫
情

〔Ｎ ｏＩｃｌ〆ｃ、』… 一Ｃｌ ←
←

ｙ
１
Ｒ
砧

《
か

，く

わ
ｸﾞP

タ

Ｋ
、
心
＄

－Ｎ~） C、Ｉ ．､。

無
･ハ

ト

￣ で￣

Ｌ

Ｆ夛閂、

国b

趣

｡￣～

窪
〒－ＣｌマＣＩ Ｎ~）ＣＪＣｌ－－← ､。

￣

］
の

一ＣｌＮ－）可1，、。トｃｏｏ、① ←Ｃｌ柄◎す（口、｡トＣＯＯ、

臼ｓｓｓｓＥョｓｓｓｇ二琶
－－

ｓ＆
一寺－

日臼
云一

ＳＳ
一

ｓ

＋－
１１，口

血



田
覗
撫
暇
綱

６

厘
ロ
ー
畔
、
二
法
盟

－７８

ｬlＷ

鑿

■

。

鈩
面
圏
、
小
口
で
侭
誘
三
硬
窓
時

三
呈
六
Ｈ
－
卦
杵

一
二
愚
、
糺
口
〒
長
，
論
く

辱
面
閤
射
巳
や
矢
訟
、
堂
鞍
窓
時

と
蝉
ｅ
菫
ｅ
Ⅳ

一
画
急
ふ
い
や
Ｒ
，
紙
く

二
催
Ｋ
汁

凶
蒋
Ｘ
呰
団
Ｋ
肝
夘
Ｋ
情

一
睡
鶚
試
汰
慌

ヴ

一
鳶
藷
訟
ふ
う
八
。

0０

懸
便
や

上
澤

患

←

←

マー

←

唖
姪
蝉

ｒ

〃
。

避
雷
袴

Ｙ
Ｒ
飴

≦

咋
、
＋
や

Ｋ
、
い
、
へ

零
ト

￣て‐￣マーー－－ ●ＣＤヘＣＱごＣｌ

←

ス
ト
、
貼
頁
）

一

の
す

Ｃｌ

墨「…＿

唖
皇

トトのＦ巴Ｋ｡、●←ＮうＬ●ＣｌｍＯｌ、。〒－
マー ＆

Ｈフ

国
⑳
！
：

￣

＠つ

■－

ｓ

ＣＩＩ､、マＬＯ、。ト０。。、●←Ｃｕぽう＜才ＬＯ、。ト００

Ｓ Ｂ・Ｅ－自昌ＳＳＳ
で￣

￣

一

ｓ
一

ｓ

－－－－マー

巴ＳＳＢ

一

ｓ

｡、

￣←

ＳＥ弓

葹
如



田
覗
紳
叫
填
綱

rLLl

|｜’正
〒
←
叫
矧
、
マ
ロ
朕
竪

「
戸

－７９－

■
字
一

■
⑪

榊

準

牢
鐸
ｅ
掌
ｅ
Ⅳ

一
画
鵠
Ｒ
熟
長

←
蒸
試
Ｈ
ｌ
９
ｎ
代

一
ｍ
鶴
ふ
い
や
長
、
く

ﾄﾞの

蝿
隷
長
〒
一

型
硬
轄

止
鐸

畳

避
雷
將
一
ソ
点
舗

皇
､〈
わ

ゾ

や
い
、
へ

饗
ト

■￣

廻
篭

露

糎

←￣

Ｃｌ←＜?‘ＩＣ『 LＤＬＤＬＤＩＤ定才＜「ＣＭＣＩ

l■■■■■■■■

′

E､Ｉ

ふ
す

畳

罐
童

￣ 、０１，０Ｎフ←…て￣ＬＯ、。ＣＵＣＵマＣＪ勺一
●

す

］
の

￣ ＣＩＮ･）＜ｒＬＯ、。トＱ－ｊ 。、●－－Ｃｌ卜０．マＬ０．、。トｕ－Ｊ￣
一一￣￣マー

Ｓ￣臼田・ｊＳＳＳＳ…臼Ｅ－ＳＳ臼田
￣

田

一一一

ｓ￣臼
－

ｓ

布
地



田
珈
撫
暇
銅

砥ｌＬ

画
四
一
針
、
『
屡
盟

－８０－

榊
撃

（
二
厘
国
【
Ｈ
｛
心
Ⅱ
祥

￣

土
鐸
ｅ
量
ｅ
Ⅳ

￣

壕
侯
や

上
澤
畳

－－ ＧＩ

軽
窩
時

γ
、
長
敏

し

二
.〈
わ

Ｋ
、
順
八

饗
ト

一一印すマー←て－

←

Ｐ

､Ｏ

ＣＶ
亀

畳
軽

I､rフ－－＜丁卜。←〒－－－ＣｌマーＬ○ ← Ｎフ ト．

Ｃｌ」

一
ｍ

一Ｃｌ、＜「ＬＯ、。「へ０００回●－ＣＭド○マＬｒ）、。トＯＣＯ、

マー〒￣←
句｡

E弓ＳＳＳ～臼田ＳＳＢ￣ＳＳ
－

ｓ

←f－

ＳＳ
一

ｓ
マー￣一

ｓ￣臼

-トー
lIllp

4uw



田
無
抑
暇
翻

画
一
叶
寸
寸
二
脹
竪

F〕、□ｌＣｐ

ロトＱＱｏコトo□●、￣

･－８１－

１Ｗ

｣正
一

土
篝
ｅ
塁
ｅ
Ⅳ

一

議

４

←

壕
Ｒ
〒

止
鍵
－－－

畳

で￣￣ CＭ

｛
壁
遜
韓

錘
薔
時

〃
～
Ｒ
感

Ｘ
中､

〃
、
‐
炉

Ｋ
、
い
、
八

饗
ト

Ｃｕｉ、｡Ｃｌマーnｏ←で-、。。、－－ LＯド○＜丁

〆

’

「

ワ
●

ふ
ぐ

曇

量
蛭

I､｡、。ＣｌマＣｌ一一１，０Ｎ）竜一１，０ドの寸卜００、●
←

〒￣

ＣＯ．

､。

》
の

← ＣＩＩ､･＜ＬＯ、。ト０００、ＣＹ－ＣＩＮ~）マＬＯ、Ｃト｡｡０－
－￣一一－－で－－－マー￣

Ｓ田＆ ￣ Ｓ￣＆ ￣ ￣巴臼ＳＥョＳＳ￣ＳＳＳ

布
如



田

覗
紳
般
剛

'

亟
引
幹
マ
マ
一
展
望

－８２－

』
Ｐ

帥

醤

三
号
副
く
わ
，
Ｓ
墨
【
Ｈ
一
心
Ｉ
群

言
宣
罰
矧
く
わ
Ｐ
｛
巴
昌
武
Ｈ
言
う
△
、
杵

と
鐸
ｅ
望
ｅ
Ⅳ

と
鍵

二国
｜
唖
語
格

壕
Ｒ
や

ソ
リ
長
妖
ｒ
・
入
か
疋
乍

祠
ら
廷
禅

》
⑩

〔、Ｉ

…■寺す●

Ｃｕ一年ひ

す｡｡←Ｃｌ

マ、。.

ＣＯＯＯＯ、 ●
←

ＳＥ弓Ｓ￣

Cｕ

〔、

Nう巾

の
一
一

ゴー

1,1口

⑰



田
岬
抑
般
漸

唾
、
畔
マ
コ
展
望

－８３－

紳
遷

●

亘
量
て
わ

●
グ

三
量
て
ゎ

や

三
豊
Ｘ
わ

重
量
て
わ

雨
二
）
受
／
詞
－
画
（
訂
）
量
く
や

Ｐ

〃

４
幻

一
二
量
【
Ｈ
字
昼
一
汁
杵

（
弓
）
畳
く
わ

止
鐸
Ｑ
碧
ｅ
Ⅳ

字

①
Ｐ
色
。

●
■

● ←
、
ふ
り
で
ｒ

←

と
鋒

三国

麺
黙
Ｒ
や

守一｡↑
￣

軽
謡
時

Ｎ）‐
〒￣ す

〃
～
Ｒ
砧

「

二
､く

わ

Ｘ
順
為

､

「~

鑿
ト

翌

墨
礎

ＣＯ
C、』ＣＩＬ●１，，０１、。
Cｕす

Ｅ、Ｉ

Ｃ、１－

ロ
一
ｍ

ｑ■

’９コ．．

〒－「ＯＬr）、。〔、』｡、

Ｓ
-勺●￣｡B

の

＆ ＆．

●

￣

Ｓ－Ｓ←ＥＲ

－栓一

Illlp

や

｡

●

●



武
紳
唄
綱

ゴー関凄①、ＣｊＣＣＫｊ

「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

’一ｍユー）、〔」

戸

四
『
針
、
『
晨
蟹

姜
快
⑬

ロ

－８４

ｍ
、
ご

ｍ
ミ

α
君
嵐
く
わ

国
①
凶
二
罫
禦
、
わ

国
畳
ミ
キ伊

。
⑨

・
ミ

α
ご

印
愚
ｒ
‘
わ

奇
一
畳
［
Ｈ
ｌ
Ｇ
ｉ
片

「
ご

α
一
二
（
》
、
（
←

、
の
一
言

ミ

一
口
囚

ミ
い

国
雨
量
罫
、
←

一
十
ハ
ペ

←
キ
ト
試
幻
孑
杙

←
｛
了
、

Ｐ

ＰＰ

ｄ
ミ

←
Ｈ
伏
肝
ギ

、
ご

囚
Ｈ
ｎ
斗
わ

ｄ
ふ
い
や
Ｒ
，
砧
く

←
余
為
式

Ｐ

了
、
価

←
無
楡
Ｄ
Ｕ
－

←
ご

一
Ｈ
Ｒ
許
炉

の
←

蕊
長
や

鬘
－

画、

￣マー N-）０１０１トＯＬＯ－－
〒￣

ＬＣ
ｑす

す

ニニ扇鉛雷雷ヨト←一寸 ＝田窃

ひ
因

Ｎ
の
四
一

一
型
錘
鴬

唖
悪
將

￣
－－

ソ
、
侭
砧

「

華
￣￣ ､。｡’ Lr）ＯｌＬＤＬＤＯＯ、。←

－－

◆’

、

平

Lr）一，○、。←ド、，Ｃｌ

Ｘ

ｌｎ

恥

マー￣ １，０卜ＯＬＤす

←＜￣

←

雲
ト

￣
C、』

１，０

一
ｍ

『
囚

（
◎
←

１，０

翌
畳
睡
へ

ｏＩＧｌ卜ｏＣ１ＧｌＣＩトす､○
卜ＯＬＯＣＣＣＩＣｌＣ、ｌＴ－Ｃｌ

－

N貢）

す、。 CＯＬＤFＤママ

､。ロト卜◎●

Ｃｌ￣〔、’一 一 一

い

￣

ｍ
Ｃ
ｍ
・
印

屯＝

ワコ

← Ｃｌド○マＬＯ、。ト０００、●〒－
－－

閂ＳＳ弓＆ＳＳＳＳＳＳ

ＣＩＩのぐぱ〕、０ト０００～
←

EＲ

←

￣

－－

ｓ
マーマー←〒￣

Ｓ￣￣＆
一

ｓ

茄
如



封
E>、－ｒＣ

つ、ＣｌＵ

〔蚕、側面

秤
唄
緬

」
Ｂ

す
。

リ
ヰ

。□

[~’「
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
］

一回「、‐’

1--￣￣’

にI
函
の
畔
、
『
属
望

－８５－

■
●

白
■

■

Ｔ
ｌ
■
１
１
■
Ｉ

●一

●

●

α
」
ミ

マ
ー

ミ

①
（
。
芦

』。、

、
⑩

二
回
〃
、
中

。
□
屋
需
、
キ

一
二
尋
け
０
入
（
ヤ
ゴ
⑫
ご
回
く
ち
‐

国
庫
宮
》
、
ト
ヤ

一
畳
卜
、
貼
績

Ｎ
忘
藏
群
杙
ら
幻
／
一

『
、
二
廟
、
幸
．
一
畳
【
Ｈ
含
仔
‐
ｎ
排

一
の
、

←
ｄ
ｄ
Ｃ
Ｃ
←

ミ

す
か
ｏ
言

、
（

｜
可

思
く
わ

榊
準

■
■

と
蝉
ｅ
望
Ｑ
Ⅳ

●

←
ト
マ
ヘ

←
、
式
型

←
ト
ペ
ヘ
ペ
Ｐ
ロ
ー
ド

一
四
群
、
‐
や
煩

〒
応
へ
六

一
宗
、

。
＋
が
六
〃
二
・
ｍ

一
一
・
、

一
端
く
い
長

、
←

壕
Ｒ
・
や

と
（
鐸

愚

で￣ ＧＩす

←

｡．･･･■-ﾛゾ

Ｎう

ＯＯＣ、、○。、、。

●Ｌ、－Ｃ、Ｉ＜「

ロ。

｡、

OＣ●し、０， －Ｎ･）可ＬＤＣ」

□＜才 Ｃｌ、。●

。。－￣

U●

〔つ

C､Ｉ

ひ
①
『
←

軽
悪
恰
〉
～
砧
↑
わ

ソ
、
’
へ
←

駅

八

軽
熟
ト

－－〈す１，０←ｈｎｆｂｈＣ「～．
￣

Ｃｌト｡ド、（:、Ｉトト一一一￣←

C、！ ﾄﾞ０

－

0０

一
（
卜
、
熟
Ｒ
）

ロ
（
、
、
．
．
）

ｍ
（
ミ
）

す
（
ミ

）

す
一
（
ヘ
ヘ
）

一
（
卜
、
感
長
）

←
（
卜
、
黙
便
）

ｂ■

0,.゜

の

｜
、
▲
』

○．

Ｈう

ト
の
←

Ｃ
国

墓
畳
唾

一
●

の
言

ｄ
ト
ー

マ
の
⑨
》

？ つ
の

○一国一
ｍ
←

①
ト
ー

一
一

マＣ、国
℃

薊
，
←
ひ
の

ロ
、
学
四
・
⑤
一

の
ひ
び
一
一

ｍ
宙
←

←
の
Ｃ
・
一
国

一
ｍ

←Ｃｌド０マＬＣ－、｡、ト００－．｡、っ←ＣＩＮ｡）〈ずＬＯ、。ト０００、
..←で-￣

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
〒-

ｓ

マー一一一一←￣

臼Ｓ￣ＳＳ￣

祀
如



-

12ｔ

御
唄
緬

こ■

可Ｉコノ－、①

唾
幻
畔
印
二
脹
蟹

－８６

Ｓ７１ａｃし

榊
些

一
ｍ
二
序
、
本

←
ミ

ミ

一
畳
、
黙
牧
心
ｐ
｛

、
ロ
ー
こ
ご
ｒ
土

屋
写
、
余
二
畳
け
８
入
中

、
三
畳
く
幸

と
鐸
Ｑ
呈
ｅ
Ｎ

一
ｍ
群
、
中
長
．
一
四
隷
枝
心
幻
一

一
八
ｃ
〉
長
，
砧
く
／
囚
ト
マ
ハ

一
嚥
枝
心
。
｛
言
い
了
か

←
壕
・
ｎ
１
亭
Ｒ

ロ

無
Ｒ
〒

と

鑿
－

畳

卜０▼－Ｃ、Ｉ￣ ←００ マーぐ１，，－へ。

ロ
、

（型
睡
鑿

０
０

Ｓ
Ｆ

睡
冨
時

ｗ
く
長
感
↑
入
苧
ｒ
幸

･Ｋ

11、

ハ

帰
熱
熟
ト

Cｕ宅一一一一ｓＩ

〒‐￣

←
（
卜
、
熟
長
）

（
（
ミ
）

ト
ー
一
（
登

．）

ト
デ
ｎ
勺
砧
匁
）

￣マー

CＤ

C、Ｉ

Ｎ
、
←

Ｃｌ

璽
畳
鰹

r～Ｃ、１０、 トマー ＜才ＣＣＮフ、（、一一。、_

Ｈ~）Ｃ、Ｉ ← ＧＩ卜･

マトの

の
ト
の

屯＝

Ｕ〕

←■ ＧＩ、くずピフ、。トＣＤ。、●←ＣｊＩ､、＜丁ＬＣ、◎トＣＤ。、
￣￣￣￣一一.￣一一←

ＳＳＳ＆臼一ＳＳ￣曰 ＳＳ￣Ｅ＝碍田一一Ｓ

栃
や



昭和４５年７月

SＦＩ

ｒ
’

Ｕ

L」

］

－８８－

己

岨

ｔＳ

■

１

バ
ー
ヨ
ー
Ｚ
）
Ｚ
）
刀
４
．
〔
△
ワ
ム

１
１

２
１

１
口

■
■
■

｝
▲
Ｊ

ワ
ニ

６
１

１
１

■

２
１
１

■
■

■
Ｐ

魚卵>|動）

稚魚園

アン類 シラス サバ サンマ タヵベ 不明魚

合計 5．５０５ ４ ５２ １ ５ ２０ １５ 2２



査定者イ中村

コロロワフイロ

。

卵

回１８１－０９

－８９－

■

￣
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ザ１
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￣

}ノ、ｺﾌｸﾞ１，トビウオ科１，カワハギ５，ギンホ類１

ﾀﾋﾞﾙｰﾏｶレイ亜科１，ヒメジ４

ﾄピウﾌｹ科１，ハタ､ノフイワシ目１，ヒメジ５

ｶﾜ/､ギ１２

ヒメジ９

●

｢

ヒメゾ２

、 /ﾃH1頃１

(カワ/ギ１，ヒメジ２

ニツイラ１，マイトピワオ属７，ヒメジ５５インタYｲ(?)１
ﾊﾏﾄﾋﾟ属１，サヨリトピ１，只勵ルマトピ(?)1,マイトピウオ２

'ﾊｸﾋﾟｶｲﾜﾝ目１

ﾁﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ亜科１，オキエゾ１

ﾄﾋﾞｳｵ科１

;ﾄﾋﾞｳｵ科１

づご
、Ｉ ﾝ宋類１

､

ｷﾞﾝﾎﾟ類1,/カワグギ１，トウザヨリ(?)１，イ〃オ(7)１
iハマトピ層１５、トビウオ科９，ヒメジ１４、サヨリトピ５

lh

bPU△Pｂ

ヒメジ２ス〃マトピ属１

ﾋﾒｼﾞ１，ギンポ類１

シサオコゼ１，カワン､ギ２

アリマ幼生４、サバ型卵１

/､夕rカイワシ目卵２，フイロゾーマ１
アリマ４，サバ型卵５

フイゾローマ１，アリマ2,-ｻﾗﾊﾟ型卵１０

カタクチ卵６１、キーjラリエソ卵１，サバ型卵６

カタクチ卵１

カタクチ卵１，フイロソ2-マス≦Ｗ<型卵２

サバ型卵１

アリマ１

ﾌｲﾛｿﾆｰﾏ１，アリマ１，トピウオカ卵１

サヨ'１トビ卵１，サ9パ型卵１

ｻｱﾐ型卵４

カタクチ卵７２、サバ型卵２

カタクチ卵１１、〃１

カタクチ卵1,095

〃５
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ミ
の｡。
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査定者仲村

｜
‐
、
二

目月

「ｌ
Ｌ－」

ｿ８１６

貝qliEI1キンポ燕目２０

21Ｆ

【
Ⅱ
］

琢目恥

雨目１０

肩目

①＿卜Ｔノユ口

輯月月

－９１－

'１－－二Ｍ…￣Ｔ－Ｆ－三一］
ザ

ＩＤ

テガクイサギ2,ヒメジ1､カゴカキ１，ネズミギス２，トビウオ科１

ﾄﾋﾞｳｵ科１

ガン,汗2、マツダ?イ１、イシダイ１
ﾋﾞﾒｿﾞ１，カワハギ2ハリセンポン1,ハマトピウオ科１

ﾋﾞﾒｿ２，トビウオ科１

ネズミギス2､ソイ フ

テソ．:ﾉｸｲｰｳﾞｰｷﾞ'１０
１，トビウオ科１，夢>宗亜目’

ｦウゾウオ１，カワハギ１６、アミメン､ｷﾞ８

ﾋﾒｼﾞ5,ネヅツポ亜目2,カゴカ邦･イ１，トウゴロ行イワシ科１，
ｼｲﾗ1,カワ/､ギ１１､ウンノンタ亜目１，ギンポi蓮目２ｑトビウオ科１

L｣ｵｬﾋﾟｯﾗPヤユサョリトビ1,ネズミギス５６､カゴヲフギスカン,寺
ﾐﾄﾋﾟｳｵ科2,カワ/､豈落１６､ア§ん､ギ4,ヒメゾ２９､ｷﾞﾝﾅｲﾐ科２
):サヨリ１，シロご篇ス？２

ｶｺﾞｶｷﾀｵ１ 、 ネヅミギス１，シイラ１

ﾊｸ【､カイワシ目１４

テンヅクイサキ１，ネヅミギス２

、 ヒメジ１

ｳﾐﾍﾋﾟ科１，トビウオ科1、ダコ椎1マヅカイワン目1０
ｻｰﾅ件ミヤツコ属１ 、 カンペチ･１

ﾂｲﾗ1、ワニトカクニ亭ズ浬目
、

Ｒ
､￣

オヤヒ，ノチヤュカワハギ１

赫ピッチャ１，ハダカイワン亜目４，ワニトウゲギス岨目１

ﾈｽﾞﾐｷﾞｽﾞ２，ハダガイワン亜目ミワニトカゲギビス亜目１

八杵ピッチャ4、トビウオ粗目１０、サヲ11トビ２

板ﾐ鞠２１､ウゴロガイワシ科１，カワハギ科５
１トビウオ亜目７，ヒメジ4,カゴカキダイ１

Ｍ`カイワシミサヨリトピ１，上〃６，トウゴロウイワシ科２
ネズミギス４

サヨリトピミネズミギス１１、トビウオ亜目５，ヒメジ１
ｱﾐﾙ､ギ１，カワハギ科１

トビウオdii目２，ヒメジ１

司
二

カタクチ卵１７

カタクチ卵５

､ エソ類卵１

アリマ１，力叙ケチ卵１，５４５，．．．
"ヅカイワシ自卵１４、エソ科卵４５

●0

〒リマ26エソ科卵９，カタクチ卵１６

アリマ1、鈎孤クチ卵８１、エソ科卵１

ア１１マ１，エソ科卵１，トビウオ亜目卵１
診'ヅカイワンメ卵４

エソ科卵２，ハダカイワン自卵１

トビウオ亜目卵１、サヨ')トビ卵１

サヲリトピ卵１

サヨリトピ卵１

カタクチ卵１，アリマ１

サヨリトピ卵へトビウオ頓目卵２

サヨリトピ卵１，カタクチ卵１

ウ

。,-戸い’
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iﾈｽﾞﾐｷﾞｽﾌ､ｶｺﾞｶｷﾀﾞｲ1.ﾃﾝｿﾞｸｲｻｷﾞ1

inシイラ１，ギンポ属ハアミメハギ１，ハダカイワン目１

ヅアミメハギ１

》ハダカイワン目５，ススキハダカ５，カサゴ科１，オキエソ１
皇

:ネズミギス４，ザパフグ１，ハダカイワン目１
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２
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（力挟クチ）１

０

１
５
１
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１
８

１
１

１
５

１
２
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１
１

１
１
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査定者岩田

その他の稚仔 備 考

三.ネズミギス２，ヒメジ１
１

ニネズミギス１

EI
L」

可ネズミギス８，カワハギ１，オ

ネズミギス６，テンゾクイサギ 頃卵lま無犀憩

ヒメジ５，シイラ１，ハダカイ

豆ネズミギス５，ヒメジ２０、テ
ィ１

ゼネズミギス５，ヒメジ２、／､夕． (5)

ヅイラハネズミギス６，ヒメ

ニツイラ１，オキエソ１，ハダカイワソ亜目１
ｆ■

アリマ４，ウミアメン讃ウ

11iトビウオ科１，ハダカイワツ亜目１２、キス科１
ミチヨウヂヨウウオ亜目１，フグ亜目１

ｉｆハダカイワシ亜目５、ネズミギス４

ウミアメン領ウ２

アリマ４，ウミアメンホゼｳｨ

ｴｿﾞ科卵1)、ハダカイワン目卵1）

ﾐﾈ}ズミギス４，サヨリトビウオ１，カワハギ１~上

:ネーズミギス６，サヨリトピウオ２，カワハギ１、
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その池の椎仔 ･傭考

サバ型卵（３０)、”ヅカイワ泪卵(2)､ﾀﾞﾂ目卵(1)

キウウリエソ卵(8)､ダツ目卵(1)
サバ型卵（５４）

サバ型卵（１羽)、ハダカイワンメ卵(1)

サバ型卵（１７５)、無足類卵(1)

サバ型卵（５３７）
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